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			ステ振り！②
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			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。
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			カバーデザイン・柊椋（I.S.W DESIGNING）

		

	
		
			　

			プロローグ　テスト週間、来る

			　

			「みんな知ってのとおり、来週から中間テストが始まる！　今週末が最後のチャンスだ。しっかりと勉強しておけよ。特に――」

			　帰りのホームルーム。我が一年五組の担任、モッチーこと望(もち)月(づき)先生は、教卓をバンッと叩いた。魚類さながらの大きな眼が、教室の後方を一(いち)瞥(べつ)する。

			　その鋭い眼差しに、赤(あか)塚(つか)山(さん)太(た)・神(かん)凪(なぎ)小(さ)夜(よ)・戸(と)田(だ)啓(けい)司(じ)の三人は、顔を青くして肩を震わせた。クラス……いや、学年きっての落ちこぼれである彼らは、通称ＡＫＴとも呼ばれており、高一のこの時期にしてすでに赤点の危機を迎えていた。その中でも特に小夜は、筆頭格と言われている。

			「わかるな？　成績が悪いものは容(よう)赦(しや)なく追試と補習だ！　以上、これにて解散！」

			　念押しするように強い口調で言うと、モッチーは出席簿を手に教室を出て行った。生徒たちはやれやれとくたびれた顔をすると、帰り支度を始める。すでに各部活は休みに入っていた。俺も教科書をナップサックに収めると、とっとと教室を出て行こうとする。

			「騒動が終わったと思ったら、すぐこれだからな……」

			　小夜をオランダ屋敷から救出して、はや数日。相変わらずステータスは見えているが、事件の後始末も終わり、ようやくひと息ついたところである。事件をきっかけにして仲良くなった、竹(たけ)田(だ)さんや千歳(ちとせ)先輩とも交友が深まってきて、いよいよこれから……ってときだ。テスト週間ってやつは、ホントに無(む)慈(じ)悲(ひ)である。自然とため息が出てしまう。

			　そんなことを考えていると、何かが俺の肩をわしづかみにした。万力さながらの、圧倒的握力。それに驚いて振り向くと、そこには全身から負のオーラを出した小夜がいた。眼が、眼が血走っている。ただならぬ気配だ。

			「タクト、約束は覚えているな？」

			「え？　ああ、ゲームならちゃんと返しただろ？　期限より三日も早く。又貸しもしなかったぜ」

			「違う！　勉強を教えるって、約束しただろ！」

			「ああ、そういやそうだったな……」

			　数日前に、屋上で交わした約束を思い出す。告白されると思って心の準備をしていたら、実は勉強を教えてくれって相談事だったあれだ。あのときは、上の空のうちになんとなくしてしまった約束だけど、やっぱり守らないとまずいかな……うーん。

			「俺、正直あんまり教えるのとか自信が……」

			「今更いやだって言うのか!?　お前、私を見捨てるつもりか？」

			「や、見捨てるとか、そういうわけではないんだけど……」

			「私の成績のヤバさは、お前だってよく知っているだろう？　ここで勉強を教えないってことはな、雨の日に捨てられていた子犬をそのまま放置するぐらい、残(ざん)酷(こく)なことなんだぞ。いつもは乱暴ばかりしている不良だって、傘を差し出して声をかけるのに！　拾って家に持って帰ったりするのに！」

			「た、例えがよくわからんが……そうなのか!?」

			「そうなのだ。今の私は、それぐらい困っているのだ！」

			　自信満々に断言すると、まっすぐな目で覗(のぞ)き込んでくる小夜。ほんとに、心の底から困っているようだ。いつもは自信に満ちあふれた瞳(ひとみ)が、どことなくしょげているように見える。その眼を見た俺は、困ったなと腕組みをする。

			　別に、小夜に勉強を教えるのがそこまでいやってわけではないんだが……。俺自身、そこまで学力に自信があるわけじゃないからな。きっちり勉強しておかないと、成績は大変なことになるだろう。正直、小夜のペースに合わせていたら結構マズイ。

			　それに何より……勉強を教えるってことは、小夜と二人っきりになるってことだ。今のこいつは、見た目だけならば凄くいい線をいっている。手出ししない自信が、百パーセントはない。

			「どうしよ……」

			「あ、そうだ！　だったら、ラルネと戦ったときのポイントを、すべて知能に振ってくれないか？　あれだけの激戦だったんだ、多少は増えているだろう？」

			　小夜は目を輝かせると、肩に手を置いてズイッと覗き込んでくる。凛(りん)とした美(び)貌(ぼう)が、息がかかりそうなほどの距離に迫ってきた。その迫力に思わずのけ反ると、脂汗を流す。そういえば、まだあの事実を小夜は知らなかったのか。これから起こる出来事に身を縮ませつつも、言う。いや、言わざるを得なかった。

			「実はな……小夜のポイントは、増えてない」

			「は？」

			「増えてないんだよ、ポイント。たぶん、お前は捕まってただけだから……。戦闘に参加したって、みなされてないんだろうな」

			　ちなみに、俺は５ポイント、他の三人はそれぞれ10ポイントずつポイントが増えていた。俺の場合、直接戦ったのはラルネに操られた小夜一人だけだったため、ポイントが少なかったらしい。

			　他の三人も、活躍に比べるとずいぶんとポイントが少ないように感じられるが、もしかしたら、一日に得られるポイント量には限度があるのかもしれない。大量のモンスターを倒して一気にポイントアップ！……などというわけにはいかないようだ。これが、ゲームと現実の違いなんだろうな。

			　事実を知った小夜は、見事に石化した。叩いたら、木(こ)っ端(ぱ)みじんに砕けてしまいそうなほどである。顔はひきつり、目玉が飛び出しそうになっていた。やがて彼女は、不自然なほどの早口で俺に詰め寄ってくる。

			「な、なに？　そ、そんなバカな!?　ありえん、あっていいはずがないッ！！！！　あれだけ苦労したんだから、増えていなければならないだろう!?」

			「そうはいっても、実際に増えてないからな……」

			「増やせ！　今すぐ増やすんだッ!!」

			　小夜はいきなり立ち上がると、両手で俺の肩をわしづかみにした。そしてそのまま、勢いよく揺さぶり始める。ジェットコースターも真っ青の、強烈なＧが上半身を襲う。舌を噛(か)んじまいそうだ！　死ぬッ！

			「お、おい……やめろ!?　息が、息ができんッ！」

			「お、おっと……すまん！」

			　いきなり、小夜の手が離れた。彼女はその場で頭を抱えると、唸(うな)りながらぐるぐると回り始める。バタバタと足音を響かせ、ああでもないこうでもないと思案に明け暮れた。やがて、それを見かねた神凪親衛隊の佐(さ)伯(えき)が声をかけてくる。

			「神凪さん、お困りですか？」

			「……見てのとおりだ」

			「だったら、この僕がお力になれるかもしれません！　どうでしょう、一緒に勉強しませんか？」

			　佐伯は小夜の手をつかむと、どこぞの執事のように優雅な礼をした。歯をきらりと輝かせ、二枚目俳優のようなキメ顔をする。気分はまさに紳(しん)士(し)。けれど、その下半身には不自然なでっぱりがあった。下心まるだしである。まさに頭隠して尻隠さず、だ。

			　こ、こいつに任せたら何だかヤバいことになる気がする！　主に貞(てい)操(そう)とかそっち方面で！　小夜が佐伯の魔の手に落ちる未来を直感した俺は、すぐさま待ったを掛ける。

			「わ、わかった！　俺が責任をもって、勉強を教えてやるよ！　それでいいだろう？」

			「ほんとか？」

			「男に二言はない！」

			　ドンッと胸を張り、叩く。小夜は珍しく頼もしい仕草をした俺に、おおっと感嘆の息を漏(も)らした。

			「よし、じゃあ明日な。朝からお前の家に行くから、準備をして待っているんだぞ！」

			「おいおい、いきなり決めるなよ！　俺にも都合ってものがだな……」

			「何か予定でもあるのか？」

			「もちろん！　土日は三度寝してアニメを見る日と決めている！」

			「バカか！　そんなものは予定といわん！」

			　きっぱりとした断言。小夜は俺の顔を覗(のぞ)き込むと、二度目はないぞと言わんばかりに凄みを利かせる。

			「ぐ、反論できねえな。わかった。で、何時頃だ？」

			「九時には行く」

			「早くないか？　できれば十一時ぐらいが……」

			「ふん、お前はもっと早起きをしろ。土日だからって昼まで寝ていると、駄目人間になるぞ？」

			「……お前は、そんな駄目人間に勉強を教えてもらうんだけどな」

			「う、うるさい！　とにかく九時には行くからな、よろしく！」

			　そう言い残すと、小夜は教室を駆けだして行ってしまった。

			　すっかり置き去りにされた佐伯は、とっさに手を伸ばすが、その手は空を切った。口からは言葉にならないうめきが漏(も)れる。彼はもはや抜けがらと化していた。魂(たましい)が抜けて、今にも崩れ落ちてしまいそうだ。

			　これは、予想以上のことになったな。そんなにまで、小夜と勉強がしたかったのか……。さすがに憐(あわ)れみを感じた俺は、佐伯の肩にそっと手をかける。

			「す、スマンな佐伯……。お、お前がそこまで小夜を思ってるとは知らなかった」

			「ふひッ！」

			「なッ！」

			　いきなり奇声を上げた佐伯に、俺は身を震わせた。ヤバい、これは入ってはならない領域に入っている。

			　やがてこちらをゆっくりと振り向いた佐伯の眼は、マジだった。本気だ。今のこいつは、人を殺せそうな眼をしている……！

			「タクト……お前の罪は、万死に値する！」

			「待て、話せばきっとわかる！」

			「問答無用！　天(てん)誅(ちゆう)じゃァ!!」

			　声を張り上げると、そのまま尋(じん)常(じよう)でない勢いで襲いかかってくる佐伯。全身からほとばしる殺気。やられると直感した俺は、ナップサックで顔面をガードしつつ、急いでその場から逃げだした。

			「じゃあなッ！」

			「こら待てィ!!」

			　こうして俺は、教室を逃げ出して家へと戻った。明日の勉強会、どうしたものかと思いながら――。

		

	
		
			　

			第１話　勉強会

			　

			「おはようッ！」

			　翌朝。小夜は予告していたとおり、九時きっかりに家へとやってきた。少しぐらい遅刻すればいいのに、律(りち)義(ぎ)な奴だ。俺はベッドから起き上がると、やれやれとばかりに伸びをする。

			　小夜が来ることはわかっていたが、いつもの癖(くせ)と言うのはなかなか変えられないものだ。結局、昨日も夜(よ)更(ふ)かししてしまった。ぼんやりした寝ぼけ眼(まなこ)をこすると、とっとと着替えを済ませ、そのまま玄関へと行く。勝手知ったる幼(おさな)馴(な)染(じみ)、これで問題ない。

			　ドアを開けると、たちまち小夜の顔が不機嫌そうに歪(ゆが)んだ。彼女は俺の頭に手をやると、そこに立っていたアンテナをちょんちょんとつつく。

			「タクト……。おまえ、行くって言ってたのにまたギリギリまで寝てたのか？」

			「しょうがないだろ。アニメの実況がはかどったんだからさ。文句は昨日に神回を放送した放送局に言ってくれ」

			「ああ、そういえば昨日のクレヨンしんちゃんは面白かったな！　って、なんでしんちゃんを実況したら寝不足になる？」

			　やれやれ。小夜の頭の中でアニメと言ったら、定番のファミリーアニメしか存在しないらしい。まあ、確かに面白いけどさ。俺が言いたいアニメっていうのは、当然そういった作品とは別なわけで。

			「深夜に放送するアニメってのがあるんだよ」

			「な、なに!?　アニメを深夜に放送して、見る奴なんかいるのか!?」

			「いるだろ、目の前に」

			「……お前、寝不足になってまでドラえもんを見たのか!?　それなら、今朝のしまじろうを見た方がいいんじゃないか？」

			「待て待て、なんでドラえもんとしまじろうなんだ!?」

			「じゃあ、サザエさんか？」

			「深夜放送のサザエさんって、何の冗談だよ……」

			　これだから、超メジャーアニメしか知らない素人(しろうと)はダメなんだ！

			　アニメと言ったら、何でもかんでもサザエさんとドラえもん！　たまに、朝に放送している幼児向けアニメ！　それだけで全部片付けようとするんだから！

			　俺は小(さ)夜(よ)に深遠なる深夜アニメの世界を語りたくなったが、どうにかこらえた。語る時間もないし、語ったところで理解されないのが目に見えている。こいつのことだ、ロボットアニメは全部ガンダムで、バトル物はすべてドラゴンボールかワンピース、学園物に至ってはちびまる子ちゃんで無理やり解(かい)釈(しやく)するに違いない。

			「まあいいや、とにかく入れ。勉強しに来たんだろう」

			「そうだな。じゃあ、おじゃましまーす」

			「はいよー」

			　小夜の挨(あい)拶(さつ)に、俺は手を上げて返事をした。小夜の眉(まゆ)がむうっと歪(ゆが)む。

			「お前が返事をしてどうする？」

			「今日はこの家、俺しかいないんだよ」

			　俺の言葉に、小夜は不思議そうに眉を持ち上げた。

			「そうか、珍しいな。何かあったのか？」

			　父さんはともかく、専業主婦の母さんがいないのは確かに珍しい。

			「よくわからんけど、レストランのチケットが当たったんだってさ。だから父さんと母さんは久しぶりに二人でお出かけ。万(ま)里(り)も朝から友達の家だ」

			「なるほど、家に残されたのはお前だけってわけか」

			「まあな、テスト週間だし」

			「ふうん」

			　小夜を連れて二階に上がり、俺の部屋に入る。

			　そう言えば、この部屋に小夜を連れてくるのは久しぶりだな。ちょっと前までは平気でここまで上げてたけど、最近は入れてなかった。俺も高校生になって、男のお宝とか小夜に見られたらちょっとまずいものも増えてきたからな。

			　小夜の方も、お互いに年頃なのを意識してか、積極的に部屋に来ることはなくなった。何だかんだで、そういうところはしっかりしているからありがたい。気遣いとか全然できなさそうで、意外とできるところが憎めないんだよな。

			「……相変わらず、整理のできてない部屋だ」

			　雑然と物が置かれた六畳間。足の踏み場もないとまではいかないが、確かに圧迫感がある。特にゲーム用のテレビと各種ゲーム機が、床のスペースを奪っていた。

			「これでも、お前が来ると思って昨日のうちにちょっと整理したんだぜ？」

			「どうせ、見られたら困るモノを適当にしまっただけだろ。あそこの壁、画びょうの穴があるぞ？」

			「ははは……。まあまあ、今日は勉強しに来たんだ。しっかりやろうぜ」

			「そうだったな！　危うく忘れるところだった」

			　そういうと、小夜は用意していた座卓の上に、持ってきたカバンの中身を広げた。参考書、筆箱、ノート。勉強に必要な道具が、ずらっと勢ぞろいする。特に参考書は、国語・数学・英語・世界史・化学と小夜の苦手な科目が一式揃っていた。しかも、一冊一冊がちょっとした文庫本くらいの厚さがある本格的なものだ。たぶん、一冊千五百円ぐらいはするだろう。

			「買ったのか、これ？」

			「まあな。おかげで諭(ゆ)吉(きち)が一枚消えたぞ」

			「すげえな、おい。俺なんて学校指定のやつだけだ」

			「ふん、それだけではない！　何とだな、こんなものも買った！」

			　小夜がジャジャーンとばかりにもったいつけて取り出したのは、鉢(はち)巻(ま)きだった。布の中ほどに日の丸と「必勝」という文字が描かれている。今時、こんなのを巻いてる受験生なんていないだろ……。俺は内心そう思ったが、言わないでおいた。小夜の目が、声をかけ難いぐらいマジだったのだ。やがて彼女は鉢巻きを締めると、拳を高く突き上げる。

			「やるぞ。私はやるんだ。今回こそ、平均点に到達して見せる……！」

			「すっげえ気合だな。その割には目標が低すぎるけど」

			「うるさい！　タクトにも、しっかり協力してもらうぞ！　早速だが、この参考書のこの問題が――」

			　こうして、やる気満々の状態で勉強を始め、小一時間が過ぎた頃――小夜の集中が途切れた。

			　落ちこぼれが東大を目指す人気漫画で、人間の集中力の限界は一時間半だとか言っていたが、小夜の場合は一時間も持たないぐらいらしい。人間と言うよりも、こいつの中身はオーガだからな……。仕方ないか。

			　俺が粛(しゆく)々(しゆく)と参考書の問題を解いていく横で、小夜はノートに盆(ぼん)栽(さい)を落書きしていた。何かのキャラクターとかじゃなくて、盆栽というところが不思議と小夜らしい。どことなくジジ臭いチョイスが残念だ。

			　やがてそれにも飽(あ)きてしまうと、小夜はシャープペンを回しながらのけ反る。

			「うーん……」

			「さっきから全然進んでないな？　大丈夫か？」

			「ダメだ、どうにも集中が持たん！」

			「まったく、あれだけ気合を入れてたのにもうダメなのか……」

			「仕方ないだろう。勉強に集中できるなら、今頃赤点で苦しんでたりはしない」

			「そりゃそうだな」

			　まったくもって正論だ。気合を入れただけで勉強に集中できるような奴なら、赤点になったりはしない。

			「そうだ。何か、気分転換でもしないか？」

			「そうだな。音楽でも聞くとしようか。何かあるか？」

			「ちょっと待ってろ。いろいろ入れてあるから」

			　机の上にあった音楽プレーヤーを手に取ると、適当にダウンロードしてある曲を流す。たちまち、物(もの)憂(う)げで神秘的なメロディーが流れ始めた。水の波(は)紋(もん)のような音が、何とも耳に心地よい。落ち着いていて、集中を促(うなが)してくれそうな音楽だ。

			　適当に選んだ割には、勉強向けの良い曲だな。小夜はたちまちそれに聞き入り、うっとりとした表情を見せる。

			「良い曲じゃないか」

			「そうだなぁ。夏色純愛歌はやっぱ神曲だわ」

			「私も音源がほしいな。検索してダウンロードするか」

			「あ、いやそれは……」

			　困ったな。小夜の言葉に、たまらず顔を引きつらせる。まさか、エロゲの曲なんて言えまい。ダウンロードできるところはあるんだろうけど、ゲームのタイトルがばれたらな。社会的――いや、物理的に死ぬかも。子作り学園巨乳部。小夜が見たら、その場でＰＣを叩き壊しそうなタイトルだ。絶対に見せられねえ！

			「ええっと、確か配信停止になってたような……」

			「そうなのか？」

			「あ、ああ。間違いない」

			「信用ならんな。眼が少し、泳いでいる。お前が嘘をつくときはいつもそうだ。脈も少し、乱れているな？」

			　お前はどこぞの諜(ちよう)報(ほう)員(いん)かよ！ 

			　小夜の驚異の観察力にたまらず舌を巻く。すっかり忘れていたが、こいつは武道に関しては天才だからな。戦いの中で相手を観察する術とか、そういうのには長(た)けているのだろう。これは、ごまかすのは至(し)難(なん)の業(わざ)だな。

			「あー、その……。何を聞いても、怒らないか？　言っておくが、フリじゃないぞ！」

			「安心しろ。私の心は東京ドーム三個分だ」

			「なんだ、その妙に具体的な広さは」

			「とにかく、怒らないから言ってくれ。本当に気に入ったんだ、この曲」

			　小夜の目を見ると、まんざら嘘を言っているような感じではなかった。

			　ここはもう、こいつを信じて思い切るべきか。約束は絶対に守る性格をしているし。

			「ほんとのほんとに？」

			「ほんとのほんと。少しは信用しろ」

			「……『子作り学園巨乳部』」

			「は？」

			「だからな、『子作り学園巨乳部』だ。そういうエロゲの曲なんだよ、これ」

			　見事に固まってしまった小夜。あまりに予想外すぎて、オーバーヒートしたらしい。目が点になっていた。

			　やっべえ、やっぱ地(じ)雷(らい)だったか。俺は小夜からそっと距離を取ると、座布団で頭をガードした。小夜の鉄拳の前にどれほど役に立つかはわからないが、ないよりはましだ。

			　だが、しばらくたっても衝(しよう)撃(げき)は来なかった。代わりに、ひどく弱々しい声が飛んでくる。

			「……ほんとに？　これが、そういうゲームの曲なのか？」

			「ああ、そうだよ」

			「…………い、意外だな。てっきりもっとこう、いやらしい感じの曲ばっかりだと思っていたが……。さわやかだな」

			　ああ、なるほど。そういう意味で予想外だったのか。エロゲをまったく知らない人間なら、だいたいはそう思うよな。

			「最近のエロゲは結構いい曲も多いからな。バカにしたもんじゃないぜ」

			「よくわからんが、そういうものなのか」

			「まあな。どぎついやつもかなり多いけど」

			「へえ……。ところでお前、そういうゲームって十八歳未満はダメじゃなかったのか？」

			　意外と鋭い疑問を浴びせてくる小夜。良い質問ですね、とでも言いたいところだ。この場合はされても困る類の質問だけど。

			「ははは……。ゲーム屋のおっちゃんとは仲がいいからさ。まあ、そういうことだ」

			「ふーん……なるほどな」

			　小夜は興味深げに目を細めると、机の引き出しを見た。

			　そこには、昨日までＰＣの横に堂々と並べていたエロゲをまとめて隠してある。今ここを開けられたら、母さんにすら見せたことのない俺の性(せい)癖(へき)が……大暴露されてしまう！

			「なあ、そこにあるんだろう？」

			「な、何の話だ」

			「ゲームだよ。カセットがいっぱい入ってるんだろう？」

			「今どきカセットなわけあるか！　ディスクだ！」

			「やっぱりあるのか！　興味がある、見せろ！」

			「おい、待て！」

			　とっさに引き出しをガードしようとしたが、小夜の動きは俺の三倍速かった。

			　赤くないくせに、スペックはワンオフ機かよ！

			　俺が思いっきり手を伸ばした横で、小夜は悠(ゆう)々(ゆう)と引き出しを開く。たちまち、色とりどりのパッケージが顔をのぞかせた。小夜はそのうちのいくつかを手に取ると、じっくりと眺め始める。

			「ええっと。巨乳ダンジョン、爆乳ナース病棟、きらめき☆爆乳女学園、巨乳四姉妹にお任せ……」

			「や、やめろ！　それ以上は俺の尊(そん)厳(げん)にかかわるから！」

			　必死の呼びかけに、小夜は黙って手にしていたエロゲを引き出しにしまった。そして、心底あきれたような顔を俺に向ける。

			「見事に、巨乳か爆乳の文字がタイトルに入っていたな。お前、そんなにでかい胸が好きなのか……」

			「ま、まあ、な。でかい方が……その……タイプだ。小さいのも嫌いってほどじゃないけど、どうせそういうゲームを買うならな。……うん。胸は譲(ゆず)れない」

			「そうなのか。他にも、これだけは譲れないって女の特徴とかはあるのか？」

			　小夜の雰囲気が、先ほどまでと微妙に違っていた。頬がほんのり赤く、目がどことなくつやっぽい。俺はそんな彼女の態度に動揺しつつも、質問に答える。

			「そうだな、しいて言うなら……。黒くて長い髪がいいな」

			「へ、へえ……他には？」

			「顔つきはきりっとした感じがいい。ちょっと目つきがきつかったりすると、最高だな。背が高くて、お姉さまっぽいのがいい」

			「そうなのか……。えっと、何か性格とかにこだわりは……あるのか？」

			「さばさばした男っぽい感じがいいな。言葉遣いが武士っぽかったりすると超グッド」

			　そこまで言うと、小夜の顔がさらに赤くなった。ほっぺたから耳の先まで真っ赤に染まっている。彼女は俺から一歩離れると、妙にもじもじとした態度を見せる。普段の小夜からは想像できない、乙女チックな雰囲気だ。

			　彼女は唇を小刻みに震わせながら、蚊(か)の鳴くような声でいう。

			「お前の好みを聞いていて気づいたんだが……。それ、全部私に当てはまってないか？」

			「え？　そ、そうか？」

			「ああ。長い黒髪。きりっとした感じの眼元。背は高くて、口調も男言葉だ。胸も、お前が望むほど大きいのかは知らんが……。このとおり」

			　小夜は胸の下に手をやると、持ち上げるようにして軽く揺さぶる。強調された膨(ふく)らみは、さながら水風船のようにドプンドプンと気持ちよさそうに震えた。服越しでも、はっきりと確認できる丸い輪(りん)郭(かく)。小ぶりのメロンほどもあるそれは、推定Ｇカップオーバーといったところだろう。さすがに爆乳の大玉スイカとまではいかないが、俺の妄想をたっぷりと満たしてくれる大きさだ。

			「なるほど……」

			　考えてみれば、今の小夜って俺の理想に限りなく近いな……。

			　二次はともかく、三次元でここまでしっかり好みが再現されているのは、相当な奇跡なんじゃないだろうか。何万分の一か、はたまた何百万分の一か。そう考えると、何だか小夜のことを意識せざるを得なくなる。急に心のどこかから、何とも言い難い緊張があふれてきた。

			「今のお前は、結構俺の理想に近いな……。言われてみればそうだ」

			「否定はしないのか。うむ、そう言われると何だか照れくさいな……」

			「俺も……ちょっと、変な感じだ。小夜が理想そのまんまだったなんてさ。ち、近くにいると意外とわからないもんだな」

			「そうだな……」

			　俺と小夜は互いに頬を赤くすると、視線をそらせた。

			　慣れない空気だ。家族同然と言っていいぐらいに深い関係だと言うのに、今は眼を合わせることすらやりづらい。まさか、小夜相手にこんな初(うい)々(うい)しい感情を抱くなんて。こんなときは、何て声をかければいいんだろう。言葉を発することすら、ためらわれる。空気が張り詰めて、不思議な緊張が辺りを包んだ。

			　そっと小夜の方へと視線を投げれば、彼女もまた戸惑っているようで、口をもごもごと不自然に動かしている。ええい、こうなったら男の俺から切り出すしかねえか！

			「な、なあ！」

			「なんだ」

			「そのだな」

			「ああ」

			「俺は、その――」

			　気持ちが昂(たか)ぶっていたのもあって、そう言うと俺は思わず小夜の方へと身を乗り出した。

			　だが、その瞬間――カーペットで靴(くつ)下(した)が滑り、体勢を崩してしまった。しかも、運の悪いことに、そのとき座卓に足をぶつけた俺は、痛さで思わず跳ね上がり、その勢いのまま前傾姿勢で小夜へ突撃した。

			　――ふにゅん。

			　何か、この上なく柔らかいものが顔を包む。眼を開けば、そこには肌色があった。小夜ご自慢の富士山が、左右から俺の顔を優しく包んでいる。心地よい柔らかさと、確かな大きさがもたらす圧迫感。顔がたちまちのうちに緩(ゆる)み、自然と鼻の下が伸びてしまう。

			　ヤバい、これは癖(くせ)になる。人をダメにするソファや低反発枕と同類だ。いや、この膨(ふく)らみはあれよりもっと中毒性があるかもしれない。まさに幸せの感触だ。ずっと包まれていたい。

			「タ、タクト……？」

			「あ……。こ、これはなんというか、ただの、事故で……」

			「そ、そうだよな。さすがのお前でも、ここまではしないよな」

			「あ、ああ……」

			　名(な)残(ごり)惜しく思いつつも、胸から顔を持ち上げて、首を縦に振る。何とも甘酸っぱい雰囲気が、周囲に満ちた。俺たちは絶妙な距離を保ちながら、互いに視線を交(こう)錯(さく)させる。

			「……私の胸は、気持ちよかったか？」

			「も、もちろん！　今までで最高だった！」

			「今までって、私以外と経験ないだろう？」

			「そ、そうだな。まあとにかく、最高だったんだよ」

			「……なあ、タクト。そんなに好きなら、私と――」

			　そういうと、黙って眼を閉じて唇を突き出す小夜。な、何だこの流れは。いろいろと勘違いに勘違いが重なっているような気がするけど、このままキスしちまっていいのか!?

			　改めて小夜の顔を見る。

			　桜(さくら)色の唇は、しっとりとほどよい湿り気を帯びていた。あまり色っぽい感じではないが、それがまたウブな感じで良い。瞳(ひとみ)を閉じた小夜の顔も、見(み)惚(と)れてしまうほどの美しさだ。

			　思わず唾(つば)を飲む。据(す)え膳(ぜん)食わねば男の恥。もしかしたら、こんなチャンスは二度とないかもしれない。俺は動揺しながらも覚悟を決めると、小夜の肩へと手をやった。

			「小夜……」

			　とにかく冷静に、ゆっくりいこう。焦る気持ちを必死で抑えて、小夜の背中へと腕を回そうとしたその瞬間――。

			「あれ、お兄ちゃん、まだ家にいたの!?」

			「わッ！」

			「おうッ!?」

			　不意に開いた部屋のドア。そこから顔を覗(のぞ)かせた万里の姿に、俺と小夜は思わず、同時に互いの身体を突き飛ばした。その反動で、二人ともカーペットの上に勢いよく背中から倒れこむ。

			　その様子を見た万里は、あきれたように眉(まゆ)を歪(ゆが)めた。その視線に、俺たちは揃って苦笑いをする。

			「……何してんの？」

			「あ、新しい体操だ。すげえ健康にいいんだって。なあ、小夜？」

			「あ、ああ。神凪流体操といってな、ラジオ体操を強化したもので、二百年以上の歴史があるんだ」

			「ラジオ体操が元なのに、二百年？」

			　万里の鋭い突っ込み。小夜は彼女から露骨に視線をそらすと、しどろもどろに言う。

			「……こ、古武術の動きだったかな？」

			「変なの。まあいいや、それより小夜姉には申し訳ないんだけど……。お兄ちゃん、なんでまだ家にいるの？」

			「なんでって、そりゃ自分の家だから？」

			「友達連れてくるから、昼になったら家を出てって言ったじゃん！　忘れてたの？」

			「あー、そういやそんなこと言ってたような」

			　言われてみれば昨日の夕飯時。万里がそんなようなことを、俺に何度も言い聞かせていた覚えがある。あのときは小夜との勉強会のことで頭がいっぱいで、さっぱり頭に入ってこなかったが、そういやそうだったか。完全に、記憶の棚から吹っ飛んでいた。

			「悪い、すっかり忘れてた」

			「もう、ほんと人の話を聞いてないんだから！」

			「でもさ、俺たちこの部屋を出ないから。友達連れてきても大丈夫だぞ」

			「そうだ、安心してくれ」

			「そういう問題じゃないのよね。何て言うかさ、私、お兄ちゃんのことを友達に――」

			「万里ちゃーん！　もしかして、お兄さん家にいるの!?」

			「見たい、超見たい！　ねえ、すっごいイケメンなんでしょ、紹介してよ！」

			　玄関先から聞こえてきた、万里の友達の声。

			　ああ、なるほど。そういうことか……。これじゃ、俺が家にいるといろいろと不都合だろうな。絶対に俺を紹介しなきゃいけないパターンだ。

			　俺と小夜は何となくだが、万里の事情を察した。小夜は立ち上がって万里の肩に手を置くと、しみじみとした顔をしてうなずく。

			「……気持ちはわかる。私も、タクトのことをそのまま人に紹介するのは恥ずかしいからな」

			「ですよねー！　特徴のない超フツメンで重度のオタクなんて、人には紹介できないですよー！」

			「悪かったな、重度のオタクで！」

			　まったく、不愉快な連中だ。小夜も小夜だが、万里までとは。実の妹なのに兄を邪魔者扱いしおってからに。ここは「さすがです。お兄様！」とか言ってほしい。

			　妻に家を追い出される夫のような、切なさと怒りが入り混じった気持ち。たちまちそんな感情で、胸がいっぱいになる。まさか、この年でこんな気分になろうとは。これだから三次の妹は困る。やっぱり二次元に限るな。

			　俺は万里を見て「イー！」としかめっ面をすると、座卓に広げていた荷物を乱暴にカバンへと詰めた。そして、小夜の腕をがしっとつかむ。

			「行くぞ、小夜！」

			「お、おい！　じゃあね、万里ちゃん」

			「バイバイ、小夜姉。んじゃ、お兄ちゃんは裏口から出てってね！　表は友達がいるから」

			「へいへい、邪魔な兄貴はこっそり出て行きますよ！」

			　やれやれと肩を落としつつも、万里の友達に見つからないように注意しながら、家を後にする。俺の小さなプライドで万里がいじめられたりしたら、さすがにいやだからな。ここは怒りをグッと抑えて、穏(おん)便(びん)にいこう。

			　裏の勝手口から庭へ出て、塀を越えて神凪家の敷地に入る。砂(じや)利(り)の敷き詰められた庭に足を踏み下ろした瞬間、かすかにだが音がした。嫌な気配がほとばしる。

			「誰だッ！」

			　響く雄叫(おたけ)び。たちまち、どこからか竹刀(しない)がすっ飛んできた。おいおい、いきなり侵入したとはいえこれはないだろ!?　驚いた俺は、たちまち身を縮ませて顔をガードした。その刹(せつ)那(な)、風を切り、さながらミサイルのように迫ってくる竹刀を、小夜は難なく素手でわしづかみにする。彼女は顔をしかめると、そのままそれを投げ返してしまった。

			「そりゃッ！」

			「アタァッ!!」

			「総(そう)帥(すい)ッ!?」

			「だ、大丈夫ですか――！！！！」

			　たちまち道場の方から、騒々しい叫び声が響いてくる。小夜が投げ返した竹刀(しない)が、そのまま誰かに直撃してしまったらしい。あの声は……小夜の親父さんだな。ビュンッと音がするほどの勢いだったけれど、大丈夫だろうか？

			「平気か？」

			「何、あのくそ親父がそうそう簡単にやられるか」

			「はあ……」

			「とっとと行くぞ！　追いかけられたら厄(やつ)介(かい)だ」

			「わかった」

			　小夜に手を引かれ、素早く砂(じや)利(り)の庭を抜ける。やがて切(きり)妻(づま)屋根の門の横に立つと、そうっと俺の家の前をうかがった。万里の友達は、もうすでに中へと入ったらしい。道路には誰もいなかった。ほっと息を漏(も)らすと、ゆっくり門を潜(くぐ)りぬける。

			「無駄に疲れたな……」

			「で、どこへ行く？　さっき見たとおり、私の家はうるさすぎるからな。使えんぞ」

			「うるさいなんてレベルじゃないだろ……。殺す気か」

			「最近は物騒だからな。玄関から入ってこない不届き者は、問答無用で曲(くせ)者(もの)として始末するんだ」

			「お前の家は忍者屋敷か何かかよ。まあいいや、図書館にでも行こうぜ」

			「図書館？」

			　図書館という言葉を聞いて、あまりピンとこないような顔をする小夜。そう言えばこいつ、図書館とかぜんっぜん利用しなさそうだ。普段読む本と言えば、せいぜい格闘漫画と教科書。勉強もほとんどといっていいほどしない。利用する機会がまるっきりないのは当然か。

			「……お前、そういえば図書館に行ったことあるのか？」

			「失礼な！　小学校のときの校外学習で、行った覚えがある！」

			「覚えって、そんなの実質行ったことがないのと同じだろ」

			「む……！」

			　口元をとがらせ、むっとする小夜。俺は今にも怒りだしそうなその肩に手をやると、はいはいとなだめてやる。

			「まあまあ、いい機会じゃないか。そういうことなら、なおさら図書館へ行こうぜ」

			「……普段行かないところへ行くのも、悪くはないか」

			「よし、じゃあ行こう。俺についてきてくれ」

			「わかった、しっかり道案内を頼むぞ」

			　そうして、小夜を連れて歩くこと十五分ほど。俺たちは市立図書館の前へと到着した。

			　清(せい)潔(けつ)感(かん)のある白いＬ字型の建物が目に飛び込んでくる。三階建てで、大きさは学校の校舎より少し大きいぐらい。通りに対して奥まっている部分が図書館で、突き出した部分が小劇場となっている。十年ほど前にできた比較的新しい施設で、壁面に貼られた巨大ガラスがまだまだまぶしく光っている。

			「へえ。結構、綺(き)麗(れい)なとこだな。図書館って言うと、もっと古臭いところをイメージしてた」

			「全館冷暖房完備。学習用の机もあるから、かなり快適だよ」

			「うーん、タクトの家に行くよりも最初からここに来ていた方が良かったかもな……」

			「おいおい、人の家を図書館と比較するなよ」

			　小夜の言葉にあきれつつも、入口につながるスロープを上がる。すると、スロープ脇の自転車置き場に、やたら派手な車両が止まっているのが見えた。自転車だと言うのに、なぜかウィング仕様のマフラーが六本も付いている。カラーリングも鮮(あざ)やかな紅一色。車輪が太ければ、バイクと見間違えてしまいそうだ。

			「何か、変なのがあるな……。こんなの誰が乗ってきたんだ？」

			「これ、白(しら)泉(いずみ)先輩のじゃないか？　こんな自転車に乗りそうなの、あの人ぐらいだろう」

			「や、でもなぁ……。白泉先輩が、図書館になんて来るか？　お前以上に、図書館と縁がない人だぞ？」

			　白泉先輩は、我が辰(たつ)見(み)高校の女番長だ。通称、辰見のドン。昔ながらのスケバンスタイルを貫(つらぬ)く人で、本人が言うには千歳(ちとせ)先輩のライバル。一時、千歳先輩に張りあって生徒会長選挙に立候補したことから、話題になった。もっとも無事に落選して、学園が不良に牛(ぎゆう)耳(じ)られることは避けられたのだけど。

			　見た目だけなら、クールな雰囲気をまとった結構な美人さんで、胸も小夜以上だ。けど、白泉先輩は俺の苦手な人の中で五本の指に入る。そこらのチンピラのように、誰かれ構わず突っかかっているわけではないが、雰囲気がやはりどことなく怖いのだ。以前の小夜とはまた違った意味で迫力がある。

			「ま、中に入ってみればわかることだ。行こう」

			「お、おう……」

			　気が進まないながらも、自動扉をくぐる。カウンターのお姉さんに机を利用する旨(むね)を伝えると、奥の自習スペースへと進んだ。すると、すぐに穏やかな図書館の中で明らかに浮いた連中の姿が目に付く。ロングスカートのレトロなスケバンと、それにつき従う二人の舎(しや)弟(てい)だ。間違いない、白泉先輩とその取り巻きだろう。

			「……ほんとにいたな」

			「ああ。できるだけ、離れた所に席を取ろう。気づかれないように、そっと――」

			「どうもです、白泉先輩！」

			「あばば!?」

			　俺がとっさに離れた場所に席を取ろうとしたら、あろうことか小夜が先輩に声をかけている。
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			　ちょ、自分から存在をアピールしてどうすんだ！　不良に絡まれるのなんて、ごめんだぞ！

			　顔から血の気がサアッと引いて行く。この間の魔(ま)導(どう)師(し)との戦いのおかげで、俺もだいぶ強くはなった。けど、白泉先輩には勝てる気がしない。オタクと不良。力だけでは超えがたい壁がある……！

			「お、一年の神凪じゃねえか！　元気してたか！」

			「ええ、おかげさまで……。成績はお察しですが」

			「ははは！　あたしもそうだぜ！　あんまりにもヤベェからよ、一年ぶりぐらいに勉強してるとこだ。さすがに、留年はごめんだぜ！」

			　豪快に笑いながら、小夜の肩をバンバンと叩く白泉先輩。あれ、二人とも知り合いだったのか？　やけにフレンドリーで打ち解けた雰囲気だ。俺は小夜の手をくいくいと引っ張ると、こっそり事情を確認してみる。

			「白泉先輩と知り合いだったのか？」

			「別に……」

			「じゃあなんで声をかけた？　というか、すっごい親しげな雰囲気だけど」

			「挨(あい)拶(さつ)したのは、単に先輩だからだ。親しげに見えたのはそうだな、向こうがフレンドリーだから合わせただけだ」

			「……お前、適応力だけはほんと驚異的だよな」

			「あんまりほめても何も出んぞ？」

			「いや、ほめてない」

			　こうして俺と小夜がひそひそと話をしていると、先輩の顔つきが険しくなった。どうやら、内緒話がお気に召さなかったらしい。彼女は無言で俺たちの間に割って入ると、それぞれの顔をじっと睨(にら)みつける。その瞳(ひとみ)の輝きは、水にぬれた白(しら)刃(は)のようだった。さすがは番長。ガンの付け方にも年季が入っている。

			「今、あたしの悪口言ってなかったか？」

			「と、とんでもない！　なぁ、タクト？」

			「は、はい。俺たちはただ、何を勉強しようか相談しただけで……」

			「そうか、ならいいぜ。勉強頑張りな。ただし――」

			　先輩はそこでいったん言葉を切った。

			　妙に間があく。

			　何だ、何か凄い条件でも提示されるのか？　俺と小夜は顔を見合わせると、息を飲む。いやな緊張感が背中を走って、汗が額に浮かぶ。

			「絶対に騒ぐんじゃねーぞ。もしうるさかったら……シメるからな」

			「は、はいッ！」

			　高校生とは思えない、ドスの利いた声。それに反応して、俺たちはすぐさま首を縦に振った。すると先輩は、人懐っこい笑みを浮かべる。

			「ならいい！　勉強することを許可する！」

			「ありがとうございます！」

			　揃ってお辞儀をする俺と小夜。別に、先輩は図書館の利用について何の権限も持っていないはずなんだけどな。俺たちはそれにツッコミたかったが、どうにか堪(た)えた。というか、怖すぎて何も言えなかった。

			「さてと、このあたりでいいか」

			　俺と小夜は隣り合った席に場所をとると、ノートを広げる。中断してしまった分の遅れを、ここで取り戻さなくては。自然と、ペンを持つ手にも力がこもる。小夜も移動している間に集中力を取り戻していたようで、すらすらとペン先が走る。

			　そうして、勉強を始めた直後だった。俺の肩が何者かに叩かれる。まさか、白泉先輩からの呼び出しか？　静かにしてたはずなのに……なんで!?　理(り)不(ふ)尽(じん)と恐怖に身が震えた。だが、振り返らなければ後が怖い。俺は膝を叩いて全身を奮い立たせると、恐る恐る振り返る。するとそこにいたのは、白泉先輩ではなく千歳先輩だった。

			「なんだ、千歳先輩ですか……」

			「あらあら、ずいぶん疲れた顔をしてるわね？　どうしたの？」

			「その……」

			　俺と小夜は、無言で白泉先輩の方に視線を向けた。すると千歳先輩は、不思議そうに小首をかしげる。

			「あなたたちなら、彼女にビビることはないんじゃないの？　神凪さんはもちろん、竜(りゆう)前(ぜん)寺(じ)君だって戦えば勝てるでしょうに」

			「戦えば勝てるって、そういう問題ではないような……」

			「一応、先輩ですし」

			「そういうものなのかしら？　私にはよくわからないわ」

			　さすが、魔(ま)導(どう)師(し)。あくまで一般人の範囲にとどまっている――そう思いたい――俺たちとは、根本的に感覚が違うらしい。校内一の不良が相手でもお構いなしだ。そりゃまあ確かに、黒魔導師のラルネとか、外見からして怪物そのものの使(し)役(えき)魔(ま)に比べれば、大したことないだろうけどさ。そこを思い切ってはいけない気がする。主に日本で生きて行く普通の人として。

			「先輩も、勉強に来たんですか？」

			「いえ、私はちょっと調べ物を。テスト勉強の方は、もうほとんどできてるから」

			　そういうと、千歳先輩はちょっぴり自慢げにノートを取り出した。開いて見れば、書き込みがびっしり。色とりどりのアンダーラインが、目にも鮮(あざ)やかだ。スッカスカで、黒板に書かれたことしか書いていない俺や小夜とは明らかに違う。

			　これが優等生のノートか……。どこで差が付くのかを思い知らされた気がする。

			「さすが……凄い。綺(き)麗(れい)です……」

			「日頃からきちんとやれば、これぐらいはね。知力は魔導師のステータスだし」

			「参考になります」

			「いえいえ。ところであなたたち、少しだけでいいから時間ある？　ちょっと話したいことがあってね」

			　俺は小夜の方を見た。すると彼女は、まあ大丈夫だろうとばかりに手を上げる。

			「ちょっとなら。成績がきついので、あんまり余裕はないですけど」

			「ありがとう。付いてきて」

			　先輩は俺たちを連れて、図書館の一角へと移動した。郷土史料の収められている場所で、背の高い棚が狭い間隔で並んでいる。利用者も少なく、照明も資料の保護のためか薄暗い。とにかく、人目につきにくい場所だ。

			「話って言うのはね、他でもないわ。竜前寺君の異(い)能(のう)を調べるために、私の師匠が人をよこしてくれることになったの」

			「先輩のほかに、もう一人魔(ま)導(どう)師(し)が来るんですか？」

			「ええ、私も面識はないのだけど……。そういうことに詳しい人らしいわ。彼女と連携して、竜前寺君の能力がどういうものか、はっきりさせたいの」

			「それはいいですけど……能力を調べるって、何をするんですか？」

			　まさか、人体実験とかそういうことではないよな。先輩なら、意外とそういうことでも平気でやりそうで怖い。なんてったって、魔導師だからな。何を言い出しても不思議ではないだろう。「戦えば勝てるでしょ」なんてナチュラルに言ってのける人だし。

			　俺と同じように不安に思ったのか、小夜がスッと俺の前に出る。彼女は手を広げると、背中で俺をかばった。

			「もしタクトの身に危険なことをするなら、たとえ先輩でも容(よう)赦(しや)しません！」

			「安心して。別にそんな危ないことはしないわ。私だって、彼のお世話になってるし。絶対安全だから」

			「それならいいんですが……」

			「今日、ここに来たのも異(い)能(のう)について調べるためなの。ほら、見て」

			　そういうと、先輩は脇に抱えていた本を俺たちに向かって差し出した。百科辞典ほどの厚さがあり、赤い高級感のある装(そう)丁(てい)がなされているそれは、金文字で『超能力事典』と銘(めい)打(う)たれている。冗談のようなタイトルだが、かなり古い資料のようだ。受け取って奥付を確認してみると、なんと発行年が昭和十五年になっている。紙も茶色に変色していて、小口にはうっすらとほこりが付いていた。

			「へえ、こんなのあるんですね……」

			「調べれば、こういう資料だって意外と普通の場所に眠っているものよ。まあ、そこまで深い情報は載っていないけどね。基礎ぐらいは」

			「それで、タクトの能力について何かわかったんですか？」

			「そうねえ、ひとまずは……」

			　先輩はもったいぶるようにして、言葉を口に含んだ。彼女は細い指を顎(あご)に当てると、ふうむと唸(うな)る。俺と小夜は、先輩の顔をただ黙って見つめていた。すると彼女は、止めていた息を一気に吐きだして、軽く笑う。

			「何もわからなかったわ。しいて言うなら、竜前寺君の能力が既(き)存(そん)の超能力や異能の枠には当てはまらないことがわかったってところかしら」

			「なんですか、それ」

			「もったいぶった割には、正直……」

			　がっかりして、露(ろ)骨(こつ)に肩を落とす俺たち。先輩はそんな俺たちの様子を見ると、わかってないなとばかりに指を振る。

			「あら、これ意外と重要なことなのよ？」

			「どういうことですか？」

			「今まで、あなたに類(るい)似(じ)するような力は発見されていないってこと。つまり、世界初ってことかしら。魔(ま)導(どう)師(し)は探求好きが多いから、それだけでも狙(ねら)われる可能性があるわ」

			「お、脅(おど)かさないでくださいよ」

			「別に脅しじゃないわ。単なる事実」

			「単なる事実って、それ自体が何というか……」

			「私はもう、さらわれるのはごめんです！」

			　ぶるぶると震える小夜。この間、ラルネにさらわれたのがよっぽど身に堪(こた)えたらしい。いつもは見せない、弱気な態度だ。さしもの先輩も、これには困り顔をする。

			「あらら、必要以上に怖がらせちゃったみたいね。でも手は打ってあるわ」

			　そういうと、先輩はふっと俺の頭に向かって手を伸ばしてきた。彼女はそのまま髪を一本つまむと、ぴょいと引き抜いてしまう。

			「イテテ……先輩、何を!?」

			「ちょっと髪をね」

			　先輩はカバンから小さな人形を取り出した。その首元に、先ほど俺から抜いた髪を括(くく)り付ける。そして、何事か呪文をつぶやきながら人形の頭を指先で擦(こす)った。するとたちまち、カメラのフラッシュよろしく強烈な閃(せん)光(こう)がほとばしる。

			「わッ！」

			　光の眩(まぶし)さに、俺と小夜は思わず目を閉じて顔を手でふさいだ。やがて恐る恐る手をどかし、まぶたを開くと、そこには――。

			「ヤア」

			　五分の一スケールほどの俺がいた。人形が変化したものだろうか。その姿形は大きくデフォルメされていて、いわゆる「ゆるキャラ」のような雰囲気だ。ただし目つきがあまり良くなく、太く黒々とした眉(まゆ)と相まってどことなく不愛想である。

			　そんな俺っぽい人形は、ぺこっと頭を下げると、勝手に俺のカバンへとおさまってしまった。

			「なんですかこれ？」

			「あなたの髪の毛を元に作った分身よ。いざというときは、身代わりになってくれるわ」

			「これが……ですか。うーん……」

			　どこからどう見ても、弱そうな人形。身代わりにするにしても、あまり似てはいない。

			　その頼りない姿に小夜はいぶかしげな顔をする。

			「そうね、気休め程度かしら。けどまあ、一時しのぎよ。今度派(は)遣(けん)されてくる人は、竜前寺君の護(ご)衛(えい)を兼ねているようだから」

			「へえ、護衛ですか」

			　俺は思わず、シークレットサービスのような黒服の男を想像した。確かに頼もしいけど、正直うっとうしいかも。眉(まゆ)が少しへの字に曲がる。

			　そんな俺を見た先輩は、耳元に顔を寄せてきた。そして艶(つや)っぽい声で、笑いながらいう。

			「今度来る魔(ま)導(どう)師(し)さん、結構美人さんみたいよ？」

			「ほんとですか？」

			「ええ、期待していいわ」

			　千歳先輩の容姿は、俺のステータスでは驚異の95である。並のアイドルを遥(はる)かに超えるような数字だ。小夜や美代さんのようなドーピングを抜きにすれば、俺が見た中ではぶっちぎりの一位。まさに学園のアイドルである。そんな人が、期待していいって……。これはかなりレベルが高いんじゃないだろうか。俺の頭の中で、美女の姿が浮かんでは消える。たちまち顔が緩(ゆる)んできた。

			「すっごいなぁ。そりゃ楽しみですね！」

			「何が楽しみなんだ？」

			「新しい魔導師さんに決まってるだろ。結構美人らしい……あッ！」

			「ほうほう、新しく来る魔導師は美人なのか」

			　冷めた表情を浮かべる小夜。細くなった瞳(ひとみ)には、仄(ほの)暗(ぐら)い光が宿っていた。やっべえ、こりゃキレてる。全身から汗を流しながら、とっさに先輩の顔を見て助けを求めた。

			　だが先輩は、我関せずとばかりに無表情を貫(つらぬ)く。「頑張ってね」と、突き放すような声が幻(げん)聴(ちよう)として聞こえてきた。助けてくれるつもりはまったくないらしい。

			「お前、ついさっき私にあんなことをしておきながら、もう他の女に鼻の下を伸ばすのか？」

			「それとこれとは、か、関係ないだろ!?」

			「大ありだ！　お前、仮にも私のことをだな……」

			「あれは流れでそうなっただけで！　そういうつもりじゃない！」

			「な、なんだと！　お前は状況に流されれば、そんな大事なことまで――」

			　興奮して、自然と声が大きくなる俺と小夜。気がつけば、ちょっとした言い争いになっていた。静かな図書館に、俺と小夜の声だけが響く。かなり遠くまで聞こえているようで、小学生くらいの少女がそっと逃げていった。けど、今はそんなことにかまっている余裕は残念ながらない――！

			「コラァ！　うるせえぞ！」

			　こうして俺たちがヒートアップしていると、遠くから白泉先輩の声が聞こえた。それと同時に、ドスドスとさながら怪獣が行進しているような足音が、こちらへ迫ってくる。

			　やがて棚の間から顔をのぞかせた白泉先輩の目は、血走っていた。魔導師や怪物にも負けない、強烈な殺気が伝わってくる。寒気がした。ヤバい、これが番長の本気なのか……！　足がガクガクとして、歯が勝手に耳障りな音を出す。

			「おい、さっき言ったよな？」

			「な、なんですか!?」

			「だから、さっき言っただろ？　うるさかったらシメるって。なあ？」

			「そ、そそうでしたっけ？　言われたかな？」

			「注意はされた覚えがありますが、シメるとまでは言われなかったような……？」

			　二人してすっとぼけ、先輩の制裁を回避しようとする。自分でも苦しい言い訳だと思うが、今はこうするよりほかはなかった。必死に笑顔を取り繕(つくろ)い、少しでも怒る気をなくさせようとする。だがそんな俺たちに、千歳先輩が思わぬ一撃を放った。

			「あら？　私には確かにシメるって聞こえたけど」

			「はは、やっぱり言ってたじゃねえか。桜(さくら)ってのが気に食わねえが、証人もいるぜ。もういいのがれはできねえよな？」

			　本棚にドンッと手を突き出すと、俺たちをにらみつける白泉先輩。いわゆる壁ドンってやつだ。女がイケメンにやられれば良いシチュエーションなのかもしれないが、男が不良にやられれば最悪のシチュエーションだ。ただのカツアゲ以外の何物でもない。いや、金を払っても許してもらえなさそうな分、こっちの方がヤバいかも……。

			「さてと、お前ら覚悟……」

			「あッ！」

			「やべッ！」

			　壁ドンならぬ棚ドンの勢いがよすぎたのだろう。本棚が傾き、ゆっくりと倒れ始めた。重々しい音を響かせながら、少しずつ本の背表紙が遠ざかっていく。

			　ヤバい！　ここは図書館の中でも特に棚が密集している区域だ。下手をすれば、将棋倒しで周辺すべての棚が倒れてしまうかもしれない。俺と小夜、そして千歳先輩は大慌てで棚の一部をつかみ、支えようとした。三人の力によって、棚の動きがゆっくりになる。その間に、顔を真っ青にした白泉先輩が棚の裏へと回り込み、支えた。

			「お、重い……！　ぐぬぬ……！」

			「さ、小夜！　お前の馬鹿力でなんとかならないのか!?」

			「こ、こうも持てる場所が少なくてはな……！」

			　棚には大型資料が隙間なく詰まっている。そのため小夜はわずかにせり出した棚板の端を、指先だけでつかんでいる状態だった。これでは、さすがの小夜も力が入れられない。顔を真っ赤にしているが、棚は少しずつ傾いていく。

			「ち、千歳先輩！　魔法で！」

			「今やってる！」

			「あばッ！」

			　棚の向こう側から、バタバタッ、ボタッと鈍(にぶ)い音がした。それとほぼ同時に、白泉先輩のうめきが聞こえる。

			　どうやら、傾いた棚から本が落ちて、先輩の体に当たったようだ。かなり痛かったのだろう。先輩の力が緩み、代わって俺たちの腕にかかる力が一気に増える。

			「ああ、白泉先輩！　しっかりしてください！」

			「しょ、しょうがねえだろ！　広(こう)辞(じ)苑(えん)が足に落ちて来たんだぞ、広辞苑！」

			「そ、そりゃ確かに痛いですけど！　いま力を抜いたら――」

			「あッ！　ご、ごめんなさい！」

			　千歳先輩が手を滑らせた。その瞬間、力の均(きん)衡(こう)が完全に崩れる。手から板が滑り落ちていき、目の前の本が遠ざかっていった。

			　ドスンと重い音。倒れた棚の頂上が隣の棚にぶつかった。上部から力のかかった棚はあっさりと倒れ、さらに隣の棚へとぶつかる。次々と連(れん)鎖(さ)するドミノ倒し。そのあまりに豪快な光景に、俺たちはもはや立ち尽くすことしかできなかった。

			　やがて棚がすっかり倒れると、その先にはカートラックを引っ張る司書さんの姿があった。彼女は大惨事を前にして、あんぐりと口を開けると手にしていた本を落としてしまう。

			　そして――、

			「た――――な――――ッ！！！！」

			「に、逃げるわよ！」

			「は、はい！」

			「あたしを置いてくなッ！」

			　みんなで棚を持ち上げると、全速力で白泉先輩を救出する。そうしている間にも、騒ぎを聞きつけた司書さんたちが次々と集まってきた。彼らは倒れた棚の群れを見ると、真っ青な顔をする。

			　ヤバい、ここでつかまったら勉強どころじゃないぞ！　俺たち四人は互いにアイコンタクトを取ると、すぐさま猛ダッシュを始める。

			「な、なんでこんなことに！」

			「知るか！　今は走れ！」

			　こうして俺と小夜は、図書館からも追い出される羽目となったのであった――。

		

	
		
			　

			第２話　満(まん)福(ぷく)寺(じ)の怪しい商売

			　

			「……図書館も追い出されてしまったが、どうする？」

			「また別の場所に行くしかないだろう」

			　図書館から少し離れた路上。どうにかこうにか司書さんたちを撒(ま)いた俺と小夜は、互いにやれやれと肩を落とした。これで追い出されるのは本日二か所目。図書館については半ば自(じ)業(ごう)自(じ)得(とく)とはいえ、身に堪(こた)える。いい加減、腰を据(す)えてしっかりと勉強したいところだ。これではわざわざ勉強会をしようとした意味がない。

			「どっか、静かで落ち着ける場所とかないかな」

			「駅前のマックはどうだ？」

			「あそこは週末、カップルでいっぱいだよ」

			「別にそれぐらいいいだろう？　一人ならともかく、女の私と一緒なら恥ずかしくあるまい」

			「それだから嫌なんだ。認定されそうで」

			「なんで？　私とカップル扱いされるのが、そんなに嫌なのか？」

			　むっと頬を膨(ふく)らませる小夜。やれやれ、こいつはわかってない。

			「別にそれぐらいはいいけどさ。佐伯とかがうるさいんだよ。わかるだろ？」

			「ああ、そういわれればそうだな……」

			　昨日の佐伯の様子を思い出したのか、小夜は素直に納得してくれた。

			「そう考えると、近くの喫茶店とかも危ないな。どこに目があることやら」

			「となると、場所はかなり限定されてくるな」

			「うーん、静かなところ……。公園は、少し暑いか」

			　自分で提案して、即座に否定する。季節はそろそろ夏。本格的な日差しはまだないが、湿気がひどく蒸し暑い。公園のベンチでは、暑くて勉強には集中できないだろう。だいたい、机がないから勉強しにくいことこの上ない。

			「いっそ、誰かの家とか……」

			「この時期、遊びに行ける友達なんて……いた！」

			　小夜は眼を丸くすると、ポンッと手を叩いた。どうやら良い当てがあるらしい。俺はすかさず彼女の方に近づいて、聞く。

			「誰だ？」

			「竹(たけ)田(だ)のとこだよ。あそこなら広いし、静かだ」

			「満(まん)福(ぷく)寺(じ)か。いいな！　早速行こう」

			　俺たち二人は改めてカバンを背負い直すと、満福寺への道を急いだ。通りをまっすぐに進み、信号を渡って、さらに先へ。やがて大通りを越えると、緑の山々が見えてくる。その麓(ふもと)を占めるどっしりとした幅の広い石段。その上が満(まん)福(ぷく)寺(じ)だ。

			　俺と小夜が駆け足で段を上がっていくと、箒(ほうき)を手にした竹田さんの姿が目に飛び込んでくる。相変わらず、寺の子には似つかわしくない白い修道服っぽい格好をした彼女は、俺たちの姿を目にするとすぐさま頭を下げる。

			「こんにちは！　どうしたんですか？」

			「勉強する場所を捜(さが)していてな。この寺なら、静かだし良いかと思って」

			「なるほど。わかりました、お茶をご用意しますので、本堂で待っててください」

			「ありがとう、お世話になるよ」

			「いえいえ、竜前寺さんにも塾(じゆく)頭(とう)にもお世話になってますから」

			　楚(そ)々(そ)とした様子で箒を置くと、竹田さんは足早に歩き去っていく。俺と小夜は言われたとおり、段を上ると本堂の中へと入った。すると広い畳敷きの上には、先客がいた。美(み)代(よ)さんだ。彼女は丸いちゃぶ台の上にお茶を置いて、ずいぶんとくつろいでいる。奥には本尊がドドンと鎮(ちん)座(ざ)する神聖な場所だと言うのに、そこだけ居間のような雰囲気だった。金色に輝く観音像と、大きなちゃぶ台が形容しがたい不協和音を出している。

			「お、美代さんもいたんですか」

			「離れじゃなかったんですね」

			「うむ。最近ちと、寺で新しい商売を始めてのう。それの手伝いをしておる」

			　美代さんの言葉に、俺と小夜は互いに顔を見合わせた。お金にがめつい美代さんの性格的に、ろくな商売ではない気がする。霊感商法とか、それに近いぐらいのことはやってそうだ。けど、ツッコむと怖いのでひとまず聞かないでおく。

			「な、なるほど。そういうことですか」

			「まあの。して、そなたらは何をしに来た？」

			「勉強をさせてもらいに。家も図書館も、事情があって追い出されて」

			「確かにここならば、勉強には向いておるじゃろうな」

			　しみじみとつぶやく美代さん。外から鳥の鳴き声が聞こえた。木々のざわめきが優しく本堂を包む。良い音だ。自然が何とも心地よい。こういう環境が、勉強するために欲しかったんだよな。

			　ここなら落ち着いて存分に勉強ができそうだ。俺と小夜はちゃぶ台の周りに腰を下ろすと、さっそく勉強道具を広げた。すると――、

			「とりゃあ!!」

			　いきなり美代さんがちゃぶ台の端に手を掛けると、気勢を上げてひっくり返した。

			　ち……ちゃぶ台返し!?　頑(がん)固(こ)おやじの必殺技がなぜこのタイミングで……？

			「な、なんで……？」

			「いきなり何を……!?」

			「このわしがただで勉強場所を提供すると思ったか！　勉強したくば、働けェ!!」

			　……そうだった。美代さんが「タダ」で場所を貸してくれるはずがない。仕方ない、ここはひと芝居うつか。

			「……そういうことなら……場所を変えるか」

			「そうだな、他の場所でもできないことはない」

			　空気を察した小夜が俺に合わせる。二人でそそくさと勉強道具を片づけ始めると、

			「あ、ちょっと待つのじゃ！　話を聞いてくれ！」

			　と美代さんは慌ててすがって来た。

			　俺と小夜は顔を見合わせて微笑(ほほえ)むと、ちゃぶ台を戻して座る。美代さんは一瞬やられたという顔をしたが、すぐに観念したようだった。その場で腰を下ろすと、俺たちの顔を見て深刻な口調で話し始める。

			「この寺で、学(がく)業(ぎよう)成(じよう)就(じゆ)のお守りを売っておることは知っているじゃろう？」

			「ええ、まあ」

			「結構有名ですからね」

			「その売上がのう、最近ちと下がっておるのじゃ。このままでは、わしのおやつが危機を迎える！」

			「おやつぐらい、食べなくても大丈夫じゃないですか？」

			「ああ、確かに。タクトの言うとおりだ。それぐらいいいだろう」

			「だまらっしゃい！　年寄りの楽しみが今まさに奪われようとしておるのに、何も感じぬと言うのか！　これだから、最近の若者は……。もっともっとわしを敬(うやま)え！」

			　俺たちをビシッと人差し指で指す美代さん。だがその声は高く、黒髪の艶(つや)やかな姿は中学生ほどにしか見えなかった。ステータス操作によって若返った姿で年寄りを敬えと言われても、まったく説得力がない。むしろ、俺たちの方が年上のような気がしてくる。

			「まあまあ、落ち着いてくださいよ。ほら、おまんじゅうを持ってきましたよ」

			　お茶の準備を済ませた竹田さんが、本堂の中へと入って来た。手にしているお盆の上には、山積みになった饅(まん)頭(じゆう)と三人分のお茶。どうやら、俺たちの分だけでなく、竹田さん本人の分も持ってきたらしい。相変わらず、調子のいい女の子だ。漂うお茶の良い香りに、美代さんの目が輝く。

			「お、今日は松(しよう)華(か)堂(どう)の抹(まつ)茶(ちや)まんじゅうか」

			「はい。美代姉さまの大好きな特上ですよ」

			「ふふ、おやつはこれに限るのう」

			「待った。松華堂の特上って、一個五百円ぐらいしませんでした？」

			　小夜は眉(まゆ)をしかめると、お盆を置こうとした竹田さんの手を遮(さえぎ)った。松華堂と言えば、この辺りでは有名な老舗(しにせ)和菓子店である。売っているお菓子の値段も、老舗に相応(ふさわ)しく高い。一般庶民なら、贈答用として年に一度買うぐらいのものだ。間違っても日々のおやつにはしない。まして、金がないと言うならなおさらだろう。それでおやつ代に困ってるなんて言われても……こちらこそ困る！

			「こ、これ月(つき)奈(な)！　何でこんなものを買って来た！」

			「え、いやだって……」

			「ぜいたくは敵じゃ！　おやつはいつも、ポテチ三枚で我慢しておるじゃろう？　な？」

			　無言の圧力。ただならぬ気配を感じた竹田さんは、動揺しつつもうなずく。

			「そ、そうでしたね。いやぁ、コンビニで抹(まつ)茶(ちや)ポテトを買うはずが、間違って松(しよう)華(か)堂(どう)で抹茶まんじゅうを買ってきちゃいました！」

			「……どんな間違いなんだ。というか、だいたい抹茶ポテトってな――」

			「細かいことは気にしないでいきましょう！　それよりほら、美代姉さまのお話を聞いてください！」

			　竹田さんは声を大きくすると、強引に俺の話を打ち切った。すかさず、美代さんが腕組みをして話し始める。

			「うむ。とにかく、お守りが売れなくて困っておる。どうにも、変な薬が流行っておるらしくてな。購買層がそちらに流れておるようなのだ」

			「薬？　まさか、ハッピーになれるやつとかじゃないですよね？」

			「麻薬が蔓(まん)延(えん)しているなんて洒落(しやれ)にならんぞ」

			「そこまでは知らぬ。おおかた、変なサプリか何かじゃろうて。まあ、現代が生んだ迷信のようなもんじゃよ」

			「なんだ。それなら、安心ですね」

			「じゃが、売上に与える影響は結構でかいのじゃ。ただの迷信とてバカにはできぬ。そこで、我が満(まん)福(ぷく)寺(じ)ではお守りに代わる次世代の商品として――」

			　美代さんは竹田さんの顔を、ちらっと見た。それに応じて竹田さんはバシッと敬礼をすると、障子をあけて廊下の奥へとすっ飛んで行く。そして数十秒後。ミカン箱ぐらいの大きさの段ボール箱を抱えて戻ってきた。箱の表面には、「神水」と書かれている。ま、まさか……。

			「満福寺特製、頭の良くなる神水です！」

			「この水を、売ることにしたのじゃ！」

			「み、水ですか……」

			「お、おいおい……！」

			　胡(う)散(さん)臭(くさ)い商品の代表格とでもいうべき品の登場に、俺と小夜は思わずたじろいだ。すると美代さんはそんな俺たちの思いを知ってか知らずか、笑う。

			「安心せい。一本三百円の良心価格じゃ」

			「十分ぼったくりです！」

			「失礼な！　ちゃんとわしと月奈の二人でパッケージして、霊力を込めておるのじゃぞ！　高くない！」

			「そうです。怪しい広告なんかに載ってる神水に比べれば、十分の一以下ですよ！」

			「そんな、明らかなぼったくり商品と比較されても……」

			　泥棒と信号無視を比較して、信号無視は悪くないと主張するようなものである。いささか理論に無茶がありすぎる。けれど、美代さんはマジだった。彼女は姿勢を正すと、有無を言わせぬような強い視線で、こちらを見(み)据(す)えてくる。

			「まあ、とにかく売らねばならんのじゃ。すでに大量に生産してしまったからの。そこでタクトよ、ちと協力してくれんか？」

			「竜前寺さんの能力で、購入者の知能をどーんとアップするのですよ！　実際に頭が良くなるとわかれば、バカ売れするに違いありません！」

			　竹田さんは水の入った箱に手を伸ばすと、それをズズイッと俺の前に押し出してきた。神水と書かれたラベルが、何とも言えない怪しさを醸(かも)し出している。関わってはいけない気配がした。

			「タクトよ、頼む」

			「お願いしますッ！」

			「そう言われてもなぁ……ほとんど詐(さ)欺(ぎ)みたいな商売じゃないですか」

			「そうです、こんなことは良くない！」

			　傍(かたわ)らで見守っていた小夜も、さすがに見かねたのか俺に加勢する。だが、美代さんは俺の反応を見越していたようだ。

			「どうせそういうと思って、タクトが断らぬようにいいものを用意してある」

			「いいもの？」

			「そうじゃ。とてもいいものじゃ」

			　美代さんの瞳(ひとみ)が、怪しく輝いた。

			　彼女は俺の肩に手を掛けると、そのままそそくさと本堂の端へと連れていく。そして、ささやくような声で語りかけてきた。

			「無修正のお宝がある。一般では出回っておらん超レアな品じゃぞ」

			「お宝？　無修正？　も、もしかして……そういう写真とかですか？」

			「ああ。おぬしら男子学生にはたまらぬあ・れ・じゃ」

			　美代さんの声に、思わず唾(つば)をのんだ。

			「なるほど。でも俺はそんな物には……つ、つられない！」

			「ふ、すでに心が揺れておるではないか。やはり、男を責めるにはこういうものに限るのう」

			「変なこと言わないでください！」

			「ま、よいではないか。おぬしのことじゃ、どうせモテないんじゃろ？　超過激な無修正品じゃ、喉から手が出るほど欲しかろうて」

			「むむむ……！」

			　無修正、超過激。童貞男子にとって夢の塊(かたまり)のようなワードが、脳内で渦を巻く。喉の奥から唾(つば)があふれだしてきた。この人、男子の弱点を知り尽くしてやがる！　けらけらと怪しげに微笑(ほほえ)む美代さんに反抗心を抱くものの、心は盛大に揺れていた。

			　欲しい。魂(たましい)をちょっぴり売ってもいいぐらい、欲しい！

			「……わかった。一人だけですよ、一人だけ！」

			　結局、俺は折れた。美代さんはよしよしと俺の肩をさする。

			「わかった、交渉成立じゃな。ブツは三日後には届けよう。では、頼むぞ」

			　用は済んだとばかりに去っていく美代さん。

			　それと入れ替わりで、小夜がやってくる。

			「おいタクト、やるのか!?」

			「ああ。夢を手に入れるためにな」

			　きりっと顔を引き締めると、サムズアップをする。

			　小夜はあきれたようにため息をついた。

			「おいおい……」

			「まあ、いいじゃないか。これも人助けだと思ってさ」

			「なんか納得いかないがな。だいたい、お前は何をもらうんだ？」

			「ま、小夜には関係ないものだ」

			「そういわれるとますます気になるじゃないか」

			「いつか教えてやるから、今のところは気にするな」

			　そういうと、俺は小夜から逃げるようにして距離をとった。小夜はまだまだかみつき足りないと、俺に身を寄せてくる。

			　だがそこで、竹田さんが俺たちの間に割って入ってきた。彼女は俺の手をつかむと、小夜に軽く頭を下げる。

			「とにかく、決まったのなら早速お願いします！　急がないと、せっかくのテストシーズンなんですからね！」

			「お、おい!?　まだ話は終わってないぞ！」

			「それはあとでお願いします！」

			「すぐ戻るから！」

			　小夜を押し切った竹田さん。彼女に連れられて、俺は本堂の脇にある事務所へと移動した。

			　ステンレスの引き戸を開くと、たちまち、どこかのオフィスのような空間が目に飛び込んでくる。スチールの棚に、石(せつ)膏(こう)ボードの天井と壁。外観こそ古びた日本家屋だが、中はあまりお寺という感じはしなかった。

			「へえ、意外と普通だ」

			「お寺なんて、中はこんなものですよ。ちょっと、ここで待っててください」

			　事務所の参道側は、外へと通じた受付になっていて、お守りなどはここで買えるようになっている。繁盛時に備えて三つもカウンターがあるが、今はいずれも閉まっていた。

			　竹田さんは手慣れた様子で外のシャッターを開けると、そのうちの一つを開放する。

			「これでオッケーです。いつでも売れます」

			「へえ、今から売るんだ？」

			「ちょっと前までお守りを売るためにずっと開けてたんですけどね。最近はさっぱり」

			　一応、薬とやらの影響は本当らしい。ダメですと両手を上げた竹田さんの顔は、少しだけくたびれて見えた。

			　今は何だかんだで余裕がありそうだけど、このままだとほんとに竹田家はピンチかもしれないな。若(じやつ)干(かん)だが、気合が出てくる。

			「よし、じゃあ頑張ろう！　とはいっても、この調子じゃなかなか人が来ないよなぁ」

			「そうですね。ちょっと、誰か呼びますか？」

			　スマホを取り出し、首をかしげる竹田さん。

			　それを見た俺は、ダメダメと首を横に振る。

			「俺が呼ぼう。竹田さんが呼んだんじゃ、宣伝だって丸わかりだし」

			「わかりました、お願いします。そうですね、ならせっかくですし……。より宣伝になるように、できるだけ頭の悪い人でお願いできますか？」

			「頭の悪い人って、すげえ直接的な表現だな……」

			　寺の娘らしからぬ物言いである。俺がそれに眉(まゆ)をひそめると、竹田さんは笑ってごまかす。

			「まあまあ、気にしないでくださいよ」

			「うーん、わかった。そういうことなら……」

			　スマホを取り出すと、連絡先のアプリをタップした。大量……というほどでもないが、二十人分以上は並んだ人名。その中から『赤(あか)塚(つか)』の文字を見つけると、素早く叩く。クラスの三バカ、通称ＡＫＴの一角。赤点有力候補のこいつなら、まさにお守りの宣伝にはうってつけだ。

			　電話を掛けると、すぐさま赤塚は出てくれた。

			『もしもし。赤塚？』

			『あ、もしもし。どうしたよ、竜前寺が電話してくるなんて珍しいな』

			『ああ。えっと、ちょっと用があってな……』

			　ここまで来たところで、言葉に詰まる。そういや、神水を買ってほしいなんてどうやって伝えればいいんだ？　クラスメイトとはいえ、俺と赤塚はそこまで仲が良いと言うわけではない。いきなり、「神水を買ってくれ」なんて言ったらまず怪しまれるだろうし。

			『どうしたよ？　何もないなら切るぞ』

			『ちょ、ちょっと待ってくれ』

			　助けを求めるべく、竹田さんの方を見やる。

			　すると彼女はノートを取り出し、油性ペンで「神水発売記念セールしてます！」と書き込んだ。そしてその文字を、ペン先でパンパンっと示す。ちょ、神水のセールなんて聞いたことないんだけど……だ、大丈夫か？

			　あまりに強引な理由づけに、俺はたまらずそりゃダメだろと首を横に振った。けれど竹田さんは、それでいいんだとばかりに今度は手でバシバシッと力強くノートを叩く。

			　ええい、ままよ！　なるようになれ！　清水の舞台から身を投げ出した気分で、赤塚に告げる。

			『満(まん)福(ぷく)寺(じ)で頭のよくなる神水ってのが売りだされててさ。今、発売記念ってことでちょうどセール中みたいなんだ。お前成績悪いし、どうかなと思って』

			『マジ!?　今すぐ行くわ！　サンキュ！』

			『お、おう。用はそれだけだから、またな』

			　さすがは三バカ。

			　神水のセールなんて聞いたことのない不自然すぎる状況にもかかわらず、何の疑いも抱かなかった。もしかして、小夜も同じくらい騙(だま)されやすいのかな。何か変なものを買わされないように、日ごろから気をつけてやらないとな。

			「今すぐ来るそうだ」

			「これで、あとは神水を売ってステータスを操作するだけですね」

			　そう言うと、さっそく竹田さんは奥から手持ちサイズのホワイトボードを引っ張り出してきて、「タイムセール！　二百九十八円！」と書き込んだ。

			　こんな値段設定の神水、初めて見るぞ……。悪い意味での新鮮さを感じてしまう。つか、セールと言ってもたった二円しか割引しないのかよ……！

			　俺はいろいろと不安に思いつつも、欲望に眼をぎらつかせた竹田さんを前に、指摘することができない。今下手なことを口にしたら、百倍になって返ってきそうだ。君子、危うきに近寄らず。今の彼女は獲物を待ち構える猛(もう)獣(じゆう)である。

			　そうして待つこと二十分ほど。境内の外から、何かが軋(きし)むような音が聞こえてきた。自転車のブレーキ音だろうか。直後、バンッと何かが倒れて、硬質な足音が連続する。

			　俺は姿が見えないように、カウンターの下へと隠れた。

			「お、マジやん！　神水、十本ください！」

			「じゅ、十本ですか？」

			「はいッ！　頼みます！」

			　大量注文に驚きつつも、箱から在庫を取り出す竹田さん。その足元で、俺はすかさずステータス画面を開いた。知能を見やれば――40。小夜よりさらに５も低い、驚異的な数字が目に飛び込んでくる。すげえな、あの小夜を超えているのか。よくまあこれで、辰(たつ)見(み)高校に入れたものだ。小夜は鉛筆を投げて入試に受かったらしいが、こいつも同様かもしれないな。

			　よし、じゃあさっさと知能をあげますか――ってあれっ!?

			　ステータス操作をしようとして気づいた。なぜか赤塚には、誰にでもあるはずのステータスの残りポイントがなかったのだ。０という文字が、ウルトラマンのタイマーよろしく点滅している。

			「そんなはずは……」

			「ん？　誰かいるんですか？」

			「あはは、猫ですよ猫！」

			　驚きのあまり、知らないうちに声が出ていたらしい。竹田さんが無言のまま俺をつつく。

			　今まで百人以上のステータスを見てきたけれど、こんな相手は初めてだ。異常といってもいいかもしれない。驚きを通り越して、疑いすら感じてしまう。何だか、どうにも嫌な予感がした。

			「お釣り、二十円になります」

			「ありがと。じゃ、また学校でね！」

			「はい、また！」

			　ペットボトルを袋に詰めて、境内を駆けていく赤塚。その顔はいつになく晴れやかで、すがすがしい笑みを浮かべていた。

			　知能が上がるご神水。それを十本も購入したことで、さぞかし安心しているに違いない。単純な赤塚のことだから、きっと今日はさほど勉強せずに、枕を高くしてぐっすり眠ることだろう。予定通り知能を上げられたら良かったのだけど、できなかったからな。あとで慢(まん)心(しん)せずに勉強するよう、電話でもしてやろう。

			「ちゃんと、ステータスを振れましたか？」

			　赤塚を見送った竹田さんは、すぐさまこちらへ振り向いた。

			　その鋭い目つきに、俺はたちまち顔をひきつらせる。

			「そ、それが……」

			「まさか、できなかったんですか!?　あんなに時間があったのに！」

			「いやさ、なぜか知らないけど赤塚の奴……ポイントがなかったんだよ」

			「え？　どういうことですか？」

			「だから、残りポイントが最初からゼロだったんだ」

			「誰でもあるって、前に言ってませんでしたっけ？」

			　眼を細め、訝(いぶか)しげな顔をする竹田さん。彼女は腰を低くすると、俺の方に身を乗り出してくる。けれど、俺にだってわからないものはわからない。冷や汗をかきつつも、その顔を真正面から見つめ返す。

			「今まで見てきた人には誰にでもあったけど……。なかったものはなかったんだよ」

			「変ですねえ。もしかして、もうステータスを振っちゃった後とかですか？」

			「それはどうなんだろう。俺の他にステ振りができる人なんて、いないと思うけどな」

			「いたら、ちょっと厄(やつ)介(かい)かもしれないですね」

			「そうだな。もし魔(ま)導(どう)師(し)の仕業とかだったら……ヤバいかも」

			「ラルネとか、ですか」

			　渋い表情をする竹田さん。

			　先日の事件で、俺たちを苦しめた魔導師ラルネ。彼女のような負の魔導師が、俺と似たような力を手に入れたら。考えるだけでも汗が出てくる。

			「……まあ、考えるのは後回しにして次の人を捜(さが)しましょ。悪い気配はそれほどしませんでしたし、とりあえずはたぶん大丈夫でしょう。それより、神水が売れてくれないと街の平和の前に家計の平和が乱れますッ！」

			　拳を握りしめると、竹田さんは熱く叫ぶ。彼女の背後で、炎が噴き上がるのが見えた気がする。割とヤバそうなことが起きているのに、優先すべきはそこなのかよ！　思わず突っ込みたくなるが、竹田さんの勢いは半端じゃなかった。気圧されてしまって、口を一切はさめない。

			「わ、わかった。じゃあ次は戸(と)田(だ)を呼ぶよ」

			　こうして俺は、ＡＫＴ最後の一人を呼び出した。すると彼もまた、赤塚と同様にあっさりとやって来てくれた。どうにも、ＡＫＴメンバーは疑うということを知らないらしい。

			　小夜と同じ45だった戸田の知能を、一気に60にまで引き上げてやった。これでまず間違いなく、成績は大幅アップするだろう。竹田家の家計はきっと救われるはずだ。

			「さてと、戻るか」

			「はい、ありがとうございます」

			「えっと、今の時間は……」

			「五時ですね」

			「うわッ！　結構時間かかったな！」

			　もうそんなに時間がたっていたのか！　なんだかんだで、ステータス操作をするのに一時間以上もかかってしまった。

			「ヤバいな、小夜を一人ぼっちにしちまった……！」

			　すぐに戻るといっておいて、この様だ。きっとあいつ、怒ってるだろうな……！

			　仁王立ちする小夜の姿を想像すると、大急ぎで事務所を出て本堂へと駆け戻る。そして障子を開くと――何やら、穏やかな息遣いが聞こえてきた。

			　畳の奥を見れば、ちゃぶ台に寄りかかって眠る小夜の姿があった。
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			　美代さんが気を利かせたのか、タオルケットがかけてある。瞳(ひとみ)を閉じて、実に気持ちのよさそうな顔だ。静かで自然に囲まれた本堂は、勉強だけでなく居眠りにも最適だったらしい。

			「寝ちゃったんですか？」

			「うむ、ぐっすりじゃのう」

			「ありゃりゃ……。勉強は？」

			「三十分ぐらいで中断してしまったの」

			「起こさなかったんですか？」

			　竹田さんの問いかけに、美代さんは黙って首を横に振った。彼女は小夜の寝顔を見やると、困ったように言う。

			「それが、なかなか起きぬのじゃ」

			「かなり深く寝ちゃってますね……」

			「俺に任せてください。小夜の起こし方には、ちょっとしたコツがありますから」

			「うむ、任せた」

			　美代さんの言葉にうなずくと、小夜のタオルケットをはぎ取った。そして耳元に、そっと囁(ささや)く。

			「小夜、クモだ」

			「なに!?　た、叩き潰してやる！」

			　小夜はガバッと身を起こすと、その場でファイティングポーズをとった。

			　まったく、クモが苦手なのは相変わらずだな。俺はこうして起き上がった小夜の肩をポンポンと叩いてやる。

			「おはよう」

			「ク、クモは!?」

			「いないよ。お前が居眠りしてなかなか起きないから、起こそうと思ってな」

			「あ、はは……。そうか、居眠りしてたのか。すまなかったな」

			　小夜はポカンとした顔をする竹田さんと美代さんを見ると、どうにか笑ってごまかした。

			　俺は気恥ずかしげにする彼女の手を握ると、ちゃぶ台の上の荷物をしまい込む。

			「さてと、そろそろ帰るか。あんまり遅くなると悪いから」

			「む……もう日が暮れるか。なら仕方ないな」

			　外を見れば、空はすでに茜(あかね)色だった。

			　小夜は釈然としない顔をしつつも、うなずく。

			「じゃあ気を付けて！」

			「帰り道には注意するのじゃぞ」

			「はーい！」

			　こうして俺と小夜は、竹田さんたちに見送られながら満(まん)福(ぷく)寺(じ)を後にしたのだった。

		

	
		
			　

			第３話　帰り道の魔女

			　

			「ポイントのない人間か……」

			　満福寺からの帰り道。

			　俺は赤塚のことを小夜に相談していた。話を聞いた小夜はうんうんと唸(うな)り、首をひねる。が、やがて思考停止状態に陥(おちい)って固まってしまった。

			「私にはわからん。そのこと、竹田や美代さんには相談したのか？」

			「竹田さんに話はしたけど、いまいちよくわからないってさ。今のところ悪い気配はしないって言ってたけど、それ以上のことはね。町の平和より家計の平和の方が一大事だって」

			「まったく。いまいち頼りにならん連中だな……」

			「とりあえず、明日になったら千歳先輩にも相談しとくよ。さすがに先輩ならもうちょっと詳しいことがわかるだろ」

			「法師より魔(ま)導(どう)師(し)ってわけか」

			　カバンを背中に回すと、小夜はあきれたように息をつき、肩を念入りに回した。ボキボキと割りばしを折ったときに出るような音がする。

			　その様子は、清(せい)楚(そ)で美しい見た目に反してとてもおっさん臭かった。せっかくの美人を台無しにするような仕草に、おいおいと顔をしかめる。

			「お前、仕事帰りのお父さんみたいだな？」

			「今日はいろいろとくたびれたからな。結局、まともに勉強もできなかったし……」

			「そうだな。万里に追い出されて、図書館からも追い出されて。最後にたどりついた満(まん)福(ぷく)寺(じ)じゃ変な商売を手伝わされて。ひどいもんだ」

			「まあ、満福寺で勉強できなかったのは、私の責任もあるがな。なんで、勉強となると居眠りをしてしまうのか……。とにかく、過ぎたことをこれ以上考えても仕方あるまい。それより、今夜どうする？」

			　小夜は肩に回していたカバンを前に戻すと、こちらを覗(のぞ)き込んできた。

			　俺は首をひねると、うーんっと唸(うな)る。

			「勉強したいなら、しばらく俺の家にいてもいいぜ。さすがに泊まりはきっついけど」

			「おばさんは、夕飯までには戻ってくるのか？」

			「いいや、今日は夜までゆっくりしてくるらしい。飯は出前でも頼めって」

			　そういうと、財布から預かっていた樋(ひ)口(ぐち)を一枚取り出して見せる。

			　それを見た小夜は、疲れていた顔を一変させ、急に眼を輝かせた。

			「出前か、いいな。それだけあれば、結構いいものが頼めそうだ！」

			「ああ。万里次第だけど、ピザでも頼もうかなって。駅前のピザ屋から、クーポンが届いてたからさ」

			「ピザだと！　最高じゃないか！　私はベーコンがたっぷり入ってるやつがいいぞ！　シーフードも可だ！」

			「おいおい、勝手に話を進めるなよ！　つか、俺の家で飯を食うのが前提かよ!?」

			「いいだろう？　うちは親父も爺様もピザが嫌いだから、滅多に頼めないんだ。埋め合わせはきっとするから、な？」

			　手を合わせて、上目遣いをする小夜。その瞳(ひとみ)からは、今にもキラキラ輝く星が勢いよく飛び出してきそうだ。少女漫画もかくや、といった雰囲気である。

			　こいつ、最近になってますます自分の容姿の使い方が上手くなってるな。堂に入った感じがある。中身が小夜とはいえ、元オーガとはいえ……。好きなタイプの詰め合わせみたいな美少女にこんなお願いをされたら、断れるわけないじゃないか。男なんだから！

			「わかったよ、万里が良いって言ったらな」

			「サンキュ！　うちも何か出前を頼んだら、そのときは呼んでやろう」

			「喜ぶのはいいけど、万里がいいって言ったらだからな？　もしダメって言ったらダメなんだぞ？」

			「私と万里ちゃんの仲を知らないのか？　断られることなんて絶対にないさ」

			　ドヤァっと胸を張る小夜。

			　万里、兄ちゃんが知らない間にこいつといったいどんな関係になったんだ？　ちょっと心配だぞ。

			「あー、わかったわかった。ベーコンたっぷりな。オッケ、注文してやるよ」

			「それでこそ、私の大好きなタクトだ！」

			「……あまり褒(ほ)められてる気がしないけどな」

			「いいんだいいんだ」

			　豪快に笑う小夜。それを横目で見ながら、やれやれと苦笑する。

			　出前の話をしたからか、急に腹が空いてきた。とっとと帰って飯にしよう。そんなことを考えながら家路を急いでいると、俺たちの前に背の高い女が現れた。道の端を電信柱に隠れるようにして歩いていた彼女は、俺たちの姿を見つけると、凄い勢いで走り寄ってくる。ピンヒールが、カチカチカチカチッと激しい音を鳴らした。やがて目の前で立ち止まった彼女を見て、思わず息が漏(も)れた。

			「うはあ……！」

			　遠目ではわからなかったが、恐ろしくセクシーな美女だ。プレイボーイの表紙でも、難なく務まりそうなほどである。深い色彩をした長い黒髪。それに縁取られた顔は白く、唇の紅が際立っていた。瞳(ひとみ)はアメジストを思わせる澄んだ紫色で、妖(よう)艶(えん)な色香を振りまいている。やや大柄で長身な身体は、百七十五センチを少し超えたぐらいだろうか。鮮(あざ)やかなピンク色をしたスーツに、大胆かつ官能的なボディラインがはっきりと浮かび上がっている。

			　特に、バストのボリュームが凄かった。隣の小夜と思わず見比べてしまったが、小夜のそれよりも圧倒的に大きい。まさにスイカ。身体から、山の頂上が軽く十五センチは浮き出している。ダポン、ダポンッと今にも豪快な音を出しそうで、何カップあるのかすらわからない。その双子山が生み出す谷間は圧倒的で、彼女が歩くたびに柔らかに歪(ゆが)んでいた。白いグランドキャニオンに、視線がたちまち吸い込まれてしまう。

			「すげえ……！」

			　感動。気がつけば、俺は彼女に向かって手を伸ばしてしまっていた。

			　俺の異変に気づいた小夜が、慌ててそれを払う。

			「バカ、何してるんだ！」

			「あ、ああ!?　すみません」

			　自分のやろうとしていたことに気づくと、全力で頭を下げる。だが見ず知らずのお姉さんは、苦々しい表情ではなく妖(よう)艶(えん)な微笑(ほほえ)みを返してくれた。

			「構わないわ。それより、あなたたちはこの辺りの人よね？」

			「ええ、そうです。この辺に住んでます」

			「だったら、辰(たつ)見(み)高校って学校のことをご存じかしら？」

			「ご存じも何も、そこの生徒です！」

			　お姉さんはほうっと息をついた。彼女は俺の顎(あご)に手をやると、妖(よう)艶(えん)な笑みを浮かべて覗(のぞ)き込んでくる。何と言えばいいのだろう。十八歳未満御断りの、怪しげな雰囲気が漂い始めた。

			　これは香水だろうか。甘い香りが鼻をつく。脳内がたちまちピンク色になり、蕩(とろ)けた。

			　……もう、なーんにも考えられない！

			「あら、そうなの。だったら、生徒会長の千歳さんって知ってるかしら？」

			「はい、もちろんです！　こう見えても俺、千歳先輩とは友達なんですよ！」

			「そうなんだ！　じゃあ、彼女のこともいろいろと詳しいわよね？」

			「もちろん！　何でも聞いてください！」

			「お、おい!?」

			　質問にどんどん答えようとする俺に、小夜が驚きの声を上げる。彼女は慌てて手で俺を制する。

			「こんな明らかに怪しいやつに、人の個人情報を教えちゃダメだろ！」

			「安心しろって。こんな美人なお姉さんが悪い人のわけがない！」

			「なんだ、そのわけのわからん理由は。美人だろうが不細工だろうが、悪いやつは悪いやつだ」

			「俺はそうは思わん！　知ってるか、昔のギリシャじゃ肉体美のおかげで無罪になった男がいるんだぜ？」

			　お姉さんの手を取ると、ニカッと白い歯を見せる。ちょいと、かっこつけすぎたか。さすがのお姉さんも少し引き気味になったが、すぐに笑って返してくれた。それ見たことか。柔らかに微笑(ほほえ)む瞳(ひとみ)は優しげで、とても悪人には見えない。

			　小夜はそんな俺たちを見て、あきれたように手で額を押えた。

			「それで、千歳さんのおうちとかはご存じ？」

			「いや、それはちょっと知らないです」

			　言われてみれば、未だに俺は先輩の家の住所とかを知らなかった。そういえばあの人、どこに住んでいるんだろう。家族構成とかもさっぱり知らないし、よくよく考えてみると友達といえる関係なのに知らないことがやたら多い。魔術師だけあって、私生活も秘密主義なんだろうか。

			「じゃあ、彼女の連絡先とかは？」

			「メールと電話番号ならこれです！」

			　俺はスマホを取り出すと、先輩の連絡先を開いた。するとたちまち、あきれかえっていた小夜が、俺の手からスマホをひったくっていく。

			「ストップストップ！　ダメ、絶対にダメ！」

			「え？」

			「え、じゃない！　何を、見知らぬ女に他人の連絡先を教えようとしているんだ！」

			「でもなあ……」

			「うふふ、私は別に怪しい者じゃないわよ。千歳さんの親(しん)戚(せき)でね。この町まで彼女を訪ねて来ただけなの」

			「親戚？　それなら、千歳先輩とは具体的にどういう関係なんですか？」

			　小夜の質問に、お姉さんはうーんと考え込んでしまった。彼女は顎(あご)に指を押し当てながら、上の空な様子で答える。

			「えっと……父さんの兄さんの子どもの友達のおいの……」

			「それ、途中から親戚じゃないじゃないか！　やっぱり怪しい！」

			「ああ、その……とある理由で一般の人には関係性を言えないだけで、本当に怪しい者じゃないのよ。ねえ、信じて？」

			　お姉さんは軽く身を乗り出すと、腕で胸を寄せた。深い谷間がさらに強調されて、男なら悩(のう)殺(さつ)必(ひつ)至(し)の濃厚な色香があふれ出す。

			　思わず、おおっと声が出そうになった。しかしながら、小夜は完全にノーマルな女。効き目ゼロどころか、いぶかしげな顔がさらに険しくなる。眉(み)間(けん)に深いしわが寄った。

			「信用ならんな」

			「待て待て、信じる者は救われるというぞ。こんなにきれいなお姉さんが困ってるんだ。助けてやらなきゃ」

			「お前はバカか！　ったく、私よりも成績はいいはずなのに、美女が絡むとさっぱりダメだな。特に胸がでかい女には弱すぎる！」

			「男はそういうものだ。　幾多の権力者が美女の色気に負けてきた歴史は伊(だ)達(て)ではないのだよ、ブルータス……」

			「しょうもないことを意味深に語るな！」

			　小夜は額に手を当てると、しかめっ面をしたまま大きく肩を落とした。

			　お姉さんは小夜の体にすり寄ると「ね？」と言いながら手を握る。小夜の腕がお姉さんの胸に当たった。細い腕が谷間に挟み込まれる。大きなふくらみが楕(だ)円(えん)状(じよう)につぶれて、いかにも柔らかそうだ。見ているだけで顔が真っ赤に染まっていくのを感じた。

			「小夜さんだったかしら？　困ってるの、お願い」

			「……ふん、わかったぞ。お前の秘密が」

			「え？」

			　なぜか不敵な笑みを見せる小夜。

			　お姉さんも俺も、何のことかわからず呆(ぼう)然(ぜん)とする。するとあろうことか、彼女は固まっているお姉さんの胸に手を押し当て、思いっきり揉みしだいた。細く長い指の間から、たちまち柔肉があふれる。お姉さんは身をよじらせ、あられもない声を出した。

			「やぁ……！　な、何をするのよ！」

			「この感触、やはり偽物だな？」

			「な!?　いちゃもんをつけるのもたいがいにして！　このダイナマイトバストのどこが偽物なのよ！」

			「私もそれなりには大きいからな。本物の感触はだいたい知っている。お前のは少し固いんだ」

			「そんなことあるはずないわ！　最高級のシリ……あッ！」

			　しまったとばかりに口を押えるお姉さん。彼女の額にきらり冷や汗が浮かんだ。それに対し、腰に手を当てて勝利の笑みを浮かべる小夜。俺は明らかになった衝(しよう)撃(げき)的すぎる事実に、愕(がく)然(ぜん)と膝をつく。

			「ウソだろ……！」

			　偽乳。それはヅラやシークレットブーツと並んで、人類が決して侵してはならない大罪の一つである。おっぱいスキーたちの心を弄(もてあそ)び、その純(じゆん)粋(すい)無(む)垢(く)な期待を裏切るその存在の罪はあまりにも大きい。

			　かつてない大きさだと思って期待に心を躍(おど)らせていたら、まさかの偽物。この絶望の深さは、さながら宇宙の深(しん)淵(えん)にも匹敵する。

			　信じたくない。俺の心は現実を拒絶した。あの白く柔らかい谷間は、本物であるべきはずなんだ……！

			　――ゴクリ。そ、そうだ！

			　極限の緊張を感じつつも、ステータスを開く。

			　万が一、最低でもメートル超えは確実なあの爆乳が偽乳ならば、見た目の割に容姿の数値がかなり低いことだろう。経験則で行けば、彼女の容姿はおそらく80以上。それ以下ならば、怪しいとみていい。

			　恐る恐る見ると、すぐさま容姿へと視線を走らせる。するとそこにあったのは、完全に予想だにしていなかったステータスだった。

			　

			・名前：藤(とう)堂(どう)成(なる)美(み)

			・年齢：26歳

			・種族：人間

			・職業：塾講師　魔(ま)導(どう)師(し)

			・ＨＰ：１４０

			・ＭＰ：75

			・筋力：60

			・体力：70

			・知能：65

			・器用：50

			・速度：70

			・容姿：40（全身整形・女性化＋45）

			・残りポイント：70

			　

			・スキル：黒魔術

			　

			「え？」

			　魔(ま)導(どう)師(し)であることにも驚きだが、それより全身整形・女性化ってなんぞや。全身整形はかろうじてわからなくもない。だが、女性化っておい……。つまり、このものすごく色気たっぷりなお姉さんは――、

			「……お、男だと？」

			「な、なぜそのことを!?」

			　うろたえる藤堂。彼女――いや、彼はちらほらと周囲の様子をうかがうと、俺たちからさっと距離をとる。

			「秘密がばれたからには、やるしかないわね！」

			「来るなら来い！　相手してやる！」

			　小夜は木刀を引き抜くと、臨戦態勢をとった。それに引き続いて、俺も拳を握りしめてファイティングポーズをとる。

			　緊張。夕暮れの街に、得体のしれない空気が流れた――が、

			「じゃあね！」

			「あ、まてッ！」

			　いきなり逃げ出した藤堂を追いかけて走り始めると、彼女は懐から小さなビンを取り出して、思いっきり地面に叩き付けた。

			　たちまち、鼻をぶん殴られたような衝(しよう)撃(げき)が襲ってくる。催(さい)涙(るい)ガスか何かだろうか。目からとめどなく涙があふれてきた。喉や鼻の痛みもひどく、咳が止まらない。俺と小夜は二人して地面に座り込んだ。

			「くそ、やられた……」

			「チクショウ、なんだったんだあれは……！」

			　しばらくして、どうにか復活を果たした俺たちは、互いの肩を支えあいながらゆっくりと立ち上がった。

			　藤堂が立ち去った方向を見れば、彼の背中はもう完全に見えなくなっていた。今から追いかけたところで、追いつくことは絶望的だろう。

			「行っちまったな」

			「ああ。何を狙(ねら)っていたのかはわからないが、おかしなやつだった」

			「……しかしなあ、あれでオカマか。あの素晴らしい爆乳も、シリコンだったなんて……。この世界に、神はいないのか」

			　最終的に判明した、あんまりにもあんまりな事実。

			　あの胸の高鳴りは？　身を焦がすような興奮は？

			　すべて男に対してなされたものだったというのか。むなしい、あまりにもむなしすぎる。

			　俺は自身の体から急速に力が抜けていくのを感じた。生気を根こそぎ持っていかれるような気分だ。さっきまで興奮で軽くなっていた身体が、今はたまらなく重い。

			「……帰ろう」

			「そうだな。また変なのにからまれないうちに、行くとするか」

			「もう疲れたよ。帰ったら、家にあるものを食べてさっさと寝よう」

			「えッ!?　ピザは？　勉強はどうなる!?」

			「ごめん。俺はもう疲れたんだ、パトラッシュ」

			　こうして、心の底からグロッキーになった俺は、意(い)気(き)消(しよう)沈(ちん)して帰ったのだった。

		

	
		
			　

			第４話　夜と朝のひと騒動

			　

			「お兄ちゃん、なにこれ」

			「大事にしろよ、先輩からもらった大切なものなんだからな！」

			　日曜日の夜。土曜日は結局たいして勉強できなかったので、俺は部屋で必死に机にかじりついていた。

			　すると珍しく、妹の万里がやって来た。ゲーム機とソフトを借りに来たらしい。こいつも俺と同じくテスト目前のはずなのだが、本人曰(いわ)く「平均点ぐらいはそこまでやらなくても取れるし」とのこと。知能は小夜みたいに低いわけではないので、まあ嘘ではないだろう。

			　口うるさく言っても反論されて面倒になるだけなので、俺は素直にゲームを貸してやった。するとそのとき、たまたま目にとまった俺の分身人形について、万里が尋ねてきたというわけである。

			　人形を抱きかかえた万里は、人形をあれこれいじりながら反応を楽しんでいた。

			「しかしよくできてるねー、これ。ほんとにただの人形なの？」

			「そうだよ。だからそろそろ離してくれ」

			「ふーん。でもさ、こうやってやったときの反応とか凄く生々しいんですけど」

			　万里はそう言うと、分身の顔を自身の胸元にグーッと押しつけた。年の割に大きなふくらみが潰れて、分身の顔が半分ほど埋もれる。するとたちまち、その太い眉(まゆ)がにへらっとハの字になった。頬が緩(ゆる)み、鼻の下が伸びて見るに堪(た)えないようなだらしない顔になる。

			　ちょ、こいつ……！

			　俺は自分が醜(しゆう)態(たい)をさらしているような気分になって、すぐさま万里から人形を奪い取った。

			「ちょっとー！　なにすんのよお兄ちゃん！」

			「お前こそ、人形に変な顔させるな！」

			「別に良いじゃん、すんごい気持ち良さそうだったし」

			「そういう問題じゃない！」

			　俺がそうやって強い口調で言い返すと、なぜか万里はニタっと不敵な笑みを浮かべた。

			　彼女は腕をグッと組むと、肩を寄せて前傾姿勢を取る。グラビアアイドルが良くするようなポージングだ。さすがに巨乳自慢のグラドルほどではないが、大きめの膨(ふく)らみが寄せられてかなり深い谷間ができる。中学生らしからぬ色気だ。

			「もしかして、お兄ちゃんの方がしてほしかった？」

			「そんなわけあるか！　さっさと、その変なポーズをやめろ！」

			「ほんとかなー？　お兄ちゃんってさ、めちゃくちゃ巨乳好きじゃん」

			「うぐっ……！　とにかく、今の俺は勉強で忙しいんだ。ゲームは貸したんだし、お前は早く部屋に戻れ」

			「へーい、つまんないなあ……」

			　そういうと、万里はずかずかと大股で歩き去って行った。見た目に似合わず、女らしくない奴だ。彼女は乱暴にドアを開けると、廊下へと出て行く。だがここで、何かを思い出したようにこちらを振り向いた。

			「そういえばお兄ちゃん、頭が良くなる薬の噂って知ってる？」

			「……そういや、竹田さんがそんなようなこと言ってたな。なんでそんなことを？」

			「お兄ちゃん、頭悪いからねー。飲んだ方がいいかなと思って」

			　この、小生意気な妹め！　頭に血が上った。

			「そんなもんなくたって、平均ぐらいはとってやらあ！　つかお前、そんなもんの噂をどこで知ったんだよ？　ネットにも出てなかったぞ？」

			「え？　ツイッターでめちゃくちゃ話題だけど、知らなかったの？」

			「ふん、俺は誇(ほこ)り高き孤(こ)高(こう)のネット民族ＶＩＰだ！　アホ発見機など使わん」

			「それ、単に友達がいなくて誰もフォローしてくれないからでしょ。ぼっちじゃつまんないもんね、あれ」

			　……妹よ、世の中には言わない方が良い真実もあると学んでくれ。友達がいなくたって、生きていける。きっと生きていけるはずなんだよ……！

			　精神に特大のダメージを受けた俺は、分身を脇に寄せるとすぐさまＰＣを立ち上げた。日本中のＶＩＰたちよ、俺の孤独を癒(いや)せるのは名前も知らないお前たちだけだぜ。お前たちだけが俺のことを心の底からわかってくれるんだ。

			「あ、お兄ちゃん壊れた……。それじゃ、私はもう部屋に戻るから。ゲームは明日返すね」

			「ああ」

			　こうして俺は、傷ついた精神を回復させるためネットの海へと飛び込んだ。

			　そして――、

			「は……！　寝落ちしたアアアァ！！！！」

			　

			　本来なら早起きして勉強する予定が――遅い。圧倒的に遅い。時刻はすでに午前八時二十分、ホームルームまであと十分だ！

			　俺はパジャマを大慌てで脱ぎ散らかすと、掛けてあったシャツを羽織って、ズボンをスルっと穿(は)いた。その間、わずか二十秒。長年の生活習慣により磨かれた、電光石火の早(はや)業(わざ)だ。そのまま部屋を飛び出し階段をダダダッと駆け下りると、食卓の上にあるパンをガッと掴む。

			「行ってきます！」

			「はいはい、気をつけてね」

			　あきれたような母の声。それを背中で聞きつつ、家から全速力で走り出す。朝の住宅街の道を疾(しつ)走(そう)。徒歩十分ほどの道のりを、どうにか五分で走り切ろうとする。道行く通行人は皆、苦しさで顔面を崩(ほう)壊(かい)させながら走る俺に、唖(あ)然(ぜん)とした視線を送ってきた。中には苦笑している人もいる。しかしそんなことには構っていられない。間にあえ――！！！！

			　そうして、三分ほどが過ぎた頃だった。曲がり角の向こうから、鋼(はがね)が軋(きし)むような耳に堪(た)えない音が響いてくる。気になるあまり立ち止まって見れば、パンをくわえた女の子が自転車をかっ飛ばしていた。車体を左右に振り、顔を真っ赤にしながら、風を突っ切って猛進してくる。

			「……ってま、待て!?　ぶつかるッ！！！！」

			　登校途中の曲がり角で、パンをくわえた女の子にぶつかる。昭和のラブコメを思わせるべったべたなシチュエーションだけど、女の子が自転車に乗っているなんて聞いたことねーぞ！

			　死ぬ！　普通に大惨事が起きる!?

			　俺はとっさに、肩を抱えて身を小さくした。するとその瞬間――、

			「＄％＄＆＃！」

			　幾重にも音を重ねたような、豊かで不思議な旋(せん)律(りつ)が響いた。女の子の自転車が、にわかに跳ねる。勢いよく飛び出した車体は、放物線を描いて五メートルほど先に着地した。スタントマンも真っ青の大ジャンプだ。

			　俺はあとからやってきた恐怖で身を震わせながらも、ゆっくりと立ち上がり、少女が去って行った方向を見やる。

			「あの音……先輩の呪文に似てたような……」

			　以前に何度か聞いた、千歳先輩の呪文詠(えい)唱(しよう)。先ほど響いてきた音は、先輩のそれによく似ていた。もしかして、あの子は魔(ま)導(どう)師(し)か何かだろうか。すぐさまステータスを確認しようとするが、もうすでに効果範囲を抜けてしまったらしく、出てこない。

			「おっと、急がねえと！」

			　立ち止まっている暇なんて、まったくない。忘れていた自身の立場を思い出すと、俺は全速力で走り出そうとする。だがそのとき、地面に一枚のチラシが落ちているのが目にとまった。拾ってみると、学習塾のチラシのようだ。有名大学の名前がずらずらと並んでいる。

			「なんだこれ……うわ、藤堂の写真じゃねえか！」

			　チラシの下の方に、藤堂の写真が掲載されていた。驚いたことに、カリスマ講師の一人として、大々的に紹介されている。「国語は愛の方程式♪」がキャッチフレーズだそうだ。

			　そういえばあいつ、職業欄に塾講師なんて出ていたけれど、マジだったのか。闇(やみ)の人間とは思えない露出っぷりだ。

			「もしかしてさっきの子……」

			　たぶん、このチラシはあの子が落としていったものだろう。魔法らしきものを使っていたけれど、藤堂と何かつながりでもあるのだろうか。いや、でも塾のチラシなんてな。学生なら持っていても不思議ではない。

			「……ま、いいか！　とにかく急がねえと！」

			　時間がもう、差し迫っていた。ひとまず俺は結論を先延ばしにすると、その場から走り出した――。

			　

			　流れる景色の向こうに、学校の門が見えてきた。

			　門柱の脇には校長が立っていて、ギリギリで滑り込む生徒たちに「さっさと入れ！」と声をかけている。

			　いつの間にか生徒たちの最後尾を走っていた俺は、校長にどやされながらも何とか校内へと滑りこんだ。すぐに後ろから、門扉の閉まる鈍(にぶ)い金属音が聞こえてくる。

			「校長――！」

			「アウト！　校長室まで来い！」

			　金属音に混じって響く雄叫(おたけ)び。これは、戸田の声か？　ずいぶんと遅れてやってきたようだが……さすが、辰(たつ)見(み)の遅刻王にしてＡＫＴの一角。せっかく知能を上げてやったのに、まさかテスト当日に遅刻とは、やりおる。

			　まあ、俺、あと一分遅れたらアウトだったけどな……！　背中からジワリと嫌な汗が出た。ここで遅刻したら、小夜と先輩になんて言われるかわからないぞ！

			「うおおおォ!!」

			　喉の奥から声を出して、全身の力を振り絞(しぼ)る。グランドの砂を蹴(け)飛(と)ばしながら、一目散に昇降口へと飛び込んでいった。

			　手早く靴(くつ)を脱いで上(うわ)履(ば)きに履(は)き替えると、階段を上り始める。だが、一年生の教室があるのは四階。階段の長さに息切れがしてきた。もともと俺はインドア派、運動なんてまったくしないからな……！

			　段差が、キツイ。足を踏み出すたびにふくらはぎが張る……！

			「しゃッらあァ！」

			　こうなったら、ステータス操作だ！

			　他の能力をすべて５ずつ引き下げ、筋力と体力の数値を増やす。速度こそ上がらないが、足の痛みが劇的に改善された。ここで改めて気合を入れ直すと、一足飛びで階段を上り切った。

			　そうして角を曲がると、廊下の先に丸いバーコード頭が飛び込んでくる。このまんまる頭、モッチーだ――！

			　ピッチを上げる。モッチーの背中を追い越して、そのままダッシュで扉の向こうへと滑りこんだ。

			「セ――――ッフ!!」

			　教室に足を踏み入れた瞬間、両手を広げて叫ぶ。生徒たちの視線が、瞬(またた)く間に俺へと集中した。

			　にわかに広がる沈黙。やがてそれが収まると、男子を中心に拍手が巻き起こる。

			　やったね！――言ってる当人も意味が良くわからないであろう賛(さん)辞(じ)が、教室中を飛び交う。やりきった。ちょっとした英雄にでもなった気分だ。誇(ほこ)らしい充足感が胸を満たす。

			「こら、席に着け！」

			　遅れてやってきたモッチーの一(いつ)喝(かつ)。教室内の浮ついた雰囲気は、たちまち水を打ったように落ち着く。現実へと連れ戻された俺は、先生に頭を下げつつ、自身の席まで移動した。

			　するとたちまち、斜め後方に座っている小夜がこちらへと振り向き、楽しげに目元を歪(ゆが)める。

			「遅れてやってくるとはな。タクト、敗れたり！」

			　俺を指差し、ビシッと決める小夜。だけど、このセリフは明らかに……。

			「お前、それ敗北フラグだぞ？」

			「なんだと!?」

			「そのセリフは小次郎だからな、負けちまう」

			「なに……！　も、問題ない……」

			　そう言うと、小夜はカバンから参考書を取り出して読み始めた。うっすらと隈(くま)のできた目は尋(じん)常(じよう)ならざる迫力だ。どうやら、テストにかける意気込みは俺以上らしい。これは負けてはいられないな。

			　俺もまた、カバンから参考書を読むと小夜に負けじとラストスパートを掛けた。

			　

			「では、始め！」

			　ホームルームが終わり、最初のテストが始まった。科目は英語、俺が一番苦手としている教科だ。俺は裏返しにしていた問題用紙をひっくり返すと、早速、それに目を通す。

			「よし、当たった……！」

			　勉強した教科書の構文が、そのまま例文として抜き出されていた。完全に山があたっている。やれやれ、運が良かった。これで、筆記の方はひとまず問題なさそうだな。あとは試験開始十分後から始まる、リスニングだけか。

			　そう思ってつらつらと問題を解いていると、教室前方の扉が開いた。扉の隙間から、一人の生徒がおっかなびっくり顔をのぞかせる。戸田だった。遅刻して校長室につかまっていたのが、ようやく解放されたらしい。彼は扉の隙間から顎(あご)を突き出すようにして、顔を半分ほど出すと、恥ずかしげな表情であたりを見渡した。

			「お、戸田か。校長から事情は聞いてるぞ。早く席に戻ってテストを始めなさい」

			「は、はい……」

			「どうした、早く入らないか」

			　なぜか、教室に入るのを躊躇(とまど)う戸田。それを不審に思った英語の安部先生は、自ら扉の前まで行くと、それを一気に開け放った。すると――、

			「おまえ、その髪型はどうした!?」

			「反省しろって、校長が……」

			「お、おおう……！」

			　坊主だった。校則ギリギリまで伸ばされていた髪が、見事にカットされている。さすがに剃り上げられてはいなかったが、バリカンでしっかり刈り込んだようで、かなりの短さだ。人工芝ぐらいの感じである。

			　戸田はもともと女顔。一部では「男の娘」などとあだ名されていた。それがいきなり、坊主。似合っていなさすぎて、おかしい。恥ずかしそうにもじもじするところが、またさらに女の子っぽいので、たまらなく不自然だ。見ているだけで腹筋がよじれてくる……！

			『ピンポンパンポン♪　ただいまから、リスニングの試験を開始します。問題用紙の問題１を見てください――』

			　不意に流れ始めた放送。しかし、今は笑いをこらえるのに手いっぱいで問題を解いている余裕がない。両手で口を押えていないと、すぐに大爆笑してしまいそうだ。

			　くそ、何とかせねば！

			　とっさに周囲を見渡してみた。すると、安部先生以下ほぼすべての人間が笑いを堪(こら)えるのに必死になっている中で、小夜だけが平然とした様子で解答を続けていた。さすが、現代に生き残ったリアルサムライ。精神力では一日の長があるらしい。

			「しょうがない、許せ戸田……！」

			　俺は急いでステータスを開くと、戸田の持っているポイントを確認した。昨日使ったのでだいぶ減ってはいるが、まだ15ポイントもある。これだけあれば、髪形を変えるぐらいは何とかなるだろう。

			　俺は戸田の持っている15ポイントのうち、５ポイントを容姿へと注ぎこんだ。竹田さんの弟の時は、知能を上げただけで行動や服装まで変化したのだ。ならば、容姿にポイントを注げば髪型ぐらいは変化して当然のはず……！

			　戸田の身体が、一瞬だけフラッシュよろしく強い光を放った。その直後、俺の視界に現れたのは――、

			「き、金髪坊主……!?」

			　金色に輝く坊主。その今世紀最大級の圧倒的破壊力の前に、俺はたちまち腹筋を崩(ほう)壊(かい)させたのであった。

		

	
		
			　

			第５話　知能１００の番長

			　

			「……何とか乗り切ったって感じだな。ギリギリ平均はあるか」

			　テスト初日の放課後。今日は英語・生物・数学の三科目を受けた。英語が若(じやつ)干(かん)不安だが、どれも最低限の点数は取れていそうな雰囲気だ。頭が完全に文系の俺にとっては最大の難関ともいうべき数学も、どうにかなった。まずまずの健闘と言えるだろう。

			　俺はグーッと伸びをすると、小夜の方を見た。すると、今にも泣きそうな顔をしている。あの熊にも勝てる超戦闘力を誇(ほこ)る小夜が、である。

			　始まる前は自信がありそうだったのに、そんなにやばかったのか……。俺は喉まで出た「成績どうだった？」という質問を慌てて飲み込んだ。

			「……大丈夫か？」

			「今の私が、大丈夫に見えるか？」

			「いや……。そんなに、ひどかったのか」

			「数学は八割がた赤点だろうな。他も危うい」

			「おいおい、そりゃ……きついな」

			　初日から赤点の危機とは。三バカの一角とはいえ、さすがだ。

			　土曜日に勉強ができなかったことはよく知っているが、日曜はどうしていたんだろうか。

			「……昨日は、何してたんだ？」

			「爺様と修業をしていた。久々に付き合えって言われてな」

			「え、断れなかったのか？」

			「昨日勉強したじゃろって押し切られてしまった。おかげで、丸一日あったのに実際には二時間ぐらいしか勉強できてない」

			「ご愁(しゆう)傷(しよう)様……」

			　合(がつ)掌(しよう)。力なくうなだれる小夜に、心の底から頭を下げる。

			　小夜の爺様は、一度言い出したら何があっても曲げない人だからなぁ……。嫌がる小夜を無理やりに引き連れて、修業を手伝わせる光景が目に浮かぶ。なまじ、土曜日に勉強会だといって家を空けたのがよくなかったらしい。

			「まあ、今夜こそはしっかりと勉強しよう！　後悔しても仕方ない！」

			「……そうだな。次こそはやらねば」

			「そうだ！　俺、勉強を教えてもらえないか千歳先輩に頼んでみるよ。先輩は学年トップクラスだし、絶対に教え方もうまいと思う」

			「あの先輩に？　大丈夫か？」

			　小夜は少々不安げな表情をした。先輩とそれなりに付き合いのある俺たちではあるが、気軽に「勉強を教えてください」と言い出せるような仲ではない。基本的に先輩は人付き合いをあまり好まない人なので、やはりどうしても距離感があるのだ。

			「まあ、任せておけって」

			「何かいい話の切り出し方でも思いついたのか？」

			「そんなのない。けど、土曜にあんまり勉強ができなかったのは俺のせいでもあるからな。お前の成績がちょっとでもよくなるように、頑張るよ」

			「タクト……」

			　小夜は俺の手を握ると、瞳(ひとみ)をうるませた。そして深々と頭を下げる。時代劇の武士よろしく、かたじけないとでも言い出しそうな雰囲気だ。

			　やれやれ、先輩にちょっとお願いするだけなんだけどな。あまりにもオーバーな仕草に、俺はどうにも照れくさくなった。手をすぐさま振り払う。

			「まあ、藤堂や赤塚の件もあるしな。ちゃちゃっと済ませてくるよ。お前はちょっと、ここで待っていてくれ」

			「わかった、期待して待ってるぞ」

			　

			　先輩のいる二年二組を訪れると、教室の中はずいぶんと騒がしい様子だった。男女入り乱れての嬌(きよう)声(せい)が、廊下にまで響いている。俺は邪魔にならないように、そっと扉の陰から教室の中を覗(のぞ)き込む。

			　すると、教室の中央でカバンに荷物をまとめている千歳先輩に、白泉先輩が何やら勢いよく話しかけているのが見えた。なぜか白泉先輩はずいぶんとご機嫌なようだ。ドヤ顔がバカに冴(さ)えている。

			「ヤバ……」

			　土曜日に白泉先輩とひと騒動起こしている俺は、とっさに柱の陰へと体を隠した。そしてそこから、ゆっくりと中の様子をうかがう。

			「おい、桜！」

			「何？」

			「今度のテストであたしと勝負しようじゃないか！　負けた方は、一週間相手の言うことを聞くこと！」

			「あなた正気？」

			　千歳先輩は、半ばあきれたような顔をして白泉先輩の方を見た。

			　それも当然だ。毎回のように学年一位を取る千歳先輩に、白泉先輩が敵うわけがない。彼女の成績は小夜と同等か、それ以下のはずだ。本人自ら、進級ギリギリだと図書館で語っていたぐらいだから。

			「ふん、今までのあたしとは違うんだよ！　今までのあたしとは！」

			「そう……じゃあその勝負、受けて立つわ。ただし、不正行為なんてしたら生徒会長として許さないから」

			「そんなことしないね！　実力だけで十分！」

			　ハイハイどうぞどうぞ、とでも言わんばかりに気だるげな様子の千歳先輩。それに対して、白泉先輩はどこまでも自信満々だった。爆乳というのがふさわしい大きな胸をドーンと張り、長いスカートを揺らすその様は、どこぞの女王様のようである。

			　いったいどこからそれだけの自信が湧いてくるんだ？

			　疑問に思った俺は、白泉先輩のステータスを開いてみた。すると――

			　

			・名前：白泉　凛(りん)

			・年齢：17

			・種族：人間

			・職業：高校生　番長

			・ＨＰ：１５０

			・ＭＰ：０

			・腕力：75

			・体力：80

			・知能：１００

			・器用：55

			・速度：60

			・容姿：80

			・残りポイント：０

			　

			・スキル：喧(けん)嘩(か)拳法

			　

			　あまりのステータスに、俺は茫(ぼう)然(ぜん)としてしまった。所持しているスキルや職業と、一つ真っ向から対決している能力値がある。明らかに不自然で、浮きまくっていた。何が原因でこんなことになったのか。俺はつぶやかずにはいられない。

			「なんで、知能が１００もあるんだ……？」

			　白泉先輩は勉強ができない。その証拠に、ついこの間も図書館で赤点回避のために必死で勉強していた。あれから二日。時間にしてたった四十八時間。それだけの短時間で、どうやってここまで劇的に知能をアップさせたのか。しかも赤塚と同様に、残りポイントがゼロと表示されていて、数字が赤く点滅している。

			　怪しい。嫌な予感しかしない。思わず先輩の顔を、じろじろと覗(のぞ)き込んでしまう。

			「あん？　なに見てんだ？」

			「す、すいません！」

			　すかさずガンを飛ばしてくる切れ長の三(さん)白(ぱく)眼(がん)。その威圧感たるや、猛(もう)獣(じゆう)をもしのぐ。

			　俺は反射的に二回も頭を下げた。ヤバいぞ、ヤバい！　あれだけの迷惑をかけたんだから、何が起こってもおかしくない……！

			「ど、土曜日のことは本当に……！」

			「ああ、あれか？　別に気にしてねーぜ」

			「え？」

			「今のあたしは、最高に機嫌がいいんだ」

			　そういうと、白泉先輩は俺の頭をわしわしと撫(な)でた。その顔は満面の笑みで、少し怖いぐらいである。本当にご機嫌がいいようだ。成績が上がって、完全に舞い上がっているらしい。

			　ふう、何のせいで知能が上がっているのかは知らないが……おかげで、すっかり命拾いしたな。思わずほっと胸をなでおろす。 

			　俺と白泉先輩のやり取りに気づいたのか、千歳先輩がやってきた。彼女は委(い)縮(しゆく)した様子の俺に、首をかしげる。

			「あら、あなた何か用？」

			「えっとその、勉強のことでちょっと相談があって」

			「そう。なら話は外で聞くわ。じゃ、お先に」

			　そういうと、足早に去ろうとする千歳先輩。その服を、白泉先輩が掴む。

			「待て！　あたしとの勝負はどうするんだ！」

			「やるわ。どうせ結果は見えてるし」

			「すかした面(つら)できるのも、あとしばらくの間だけだぜ。成績を見て、泣いても知らねえぞ」

			「あなたこそ、ちゃんと進級できるようにね？」

			　ヒートアップする白泉先輩に対して、あくまで千歳先輩は大人っぽい余裕な態度を崩さなかった。彼女は軽く手を振ると、そのまま俺の手を引いて教室を出た。

			　廊下の端まで移動すると、カバンを下ろしてこちらに振り返る。

			「で、相談って、なに？」

			「実はその、俺と小夜に勉強を教えてほしくて。小夜の成績が、かなりやばいんです」

			「なるほど。事情はわかったけど、私は私でちょっと忙しいからねえ……。どうしようかしら」

			　そういうと、彼女はカバンの中から何冊かの本を取り出して見せた。いずれも古いオカルト関連の本だ。先輩の調べものはまだ続いているらしい。

			「実はそのことでも、ちょっと話がありまして」

			「どういうこと？」

			　目を細め、真剣な顔になる千歳先輩。俺は彼女に、残りステータスゼロの人間の存在や先輩の居場所を探していた魔(ま)導(どう)師(し)のこと、さらに今朝見かけた女の子のことを伝えた。たちまち、先輩の眉(み)間(けん)に深いしわが寄る。目つきがますます鋭くなった。

			「それは魔導師の犯行ね。まず間違いないわ」

			「やっぱり……」

			「話を聞いた限り、その藤堂って女……いえ、男が怪しいわね。私の情報を知りたがっていたのは、一番厄(やつ)介(かい)なはずの私を真っ先に始末するためじゃないかしら」

			「始末って、先輩を……」

			「ええ。連中はそういうことに躊(ちゆう)躇(ちよ)はしないわ」

			　一昨日の自分をぶん殴りたくなる。先輩を殺そうとしていた人間に、まんまと住所を教えようとするなんて。小夜が止めてくれなかったら、今頃、先輩はこの世にいなかったかもしれない。考えるだけでぞっとする。

			　俺は、いったいどんだけバカなのか。自責の念に堪(た)え切れず、俺は先輩に深々と頭を下げる。

			「すいませんでしたッ！」

			「そんなに気にしなくてもいいわ。結局、教えなかったんでしょう？」

			「それはそうですけど、自分が情けなくて……」

			「黒魔術には人を虜(とりこ)にして心を操るようなものもあるわ。その男、香水とかつけてなかった？」

			「はい。すっごく甘い匂いがしました」

			　藤堂の香りを思い出し、首を何度も縦に振る。

			　今思えば、かなり匂いのきつい香水だった。体臭をごまかすためにきつい匂いをさせているおばさんがたまにいるが、あれよりもさらにひどい。長く嗅(か)いでいると、鼻がマヒしそうな感じだった。あのときはいい匂いだと感じたが、今思えば甘ったるすぎてダメだ。

			「たぶんそれ、媚(び)薬(やく)か何かね」

			「なるほど。でも、一緒にいた小夜には全然効いてませんでしたよ」

			「女性にも多少は効果があるけど、その手のものは男性向けだから。それに神凪さんって、精神は人一倍強そうだし」

			「確かに。小夜の心は鋼(はがね)ですからね」

			　小夜は月に一度くらいの頻(ひん)度(ど)だが、山に登り滝に打たれて精神を鍛(きた)えている。ちょっとやそっとのことじゃ、あいつのメンタルはびくともしないだろう。というよりも、そもそもが鈍感すぎてそういうのには気づかなさそうだし。

			「しかし、厄(やつ)介(かい)なことになったわね。私は自衛できるけど、竜前寺君が危ないわ」

			「俺がですか？」

			「ええ。あなたの力を狙(ねら)ってきても、不思議ではないわ。むしろ、その可能性はかなり高いと思う」

			「なるほど……」

			「しかも、その藤堂って男、魔(ま)導(どう)師(し)としてはかなり強い部類だと思うわ。一瞬で他人の精神をコントロールするなんて、なかなかできる真似じゃない」

			　先輩の言葉に、思わず顔を引きつらせる。魔導師の強さは、ラルネとの一件で身に染みている。俺もステータス操作で多少は戦う力があるが、正面切って戦うなんてとんでもない。まして、藤堂にはすっかり魅(み)了(りよう)されてしまった。はたして、今度こそ抵抗できるものか……あまり自信がない。

			「……先輩、俺はどうすれば？」

			「そうね、一応人形は渡してあるけど……それだけじゃ不安だわ。あなた、さっき勉強を教えてほしいって言ってたわよね？」

			「ええ、まあ。今はそれよりも護身術を教えてほしい気分ですけど」

			「だったら、泊まり込みで勉強会をしましょう」

			「え？」

			　驚き、石化する俺。勉強を教えてもらえるのはとてもありがたいが、それと先ほどまでの話がどう結びつくのだろう。それに泊まり込みって、いったい。

			　いやちょっと待て。何にしても、先輩とひとつ屋根の下でって、憧れのシチュエーションじゃないか！　けどいきなりすぎて、なにがなんだか。頭がパンクしそうだ。

			　先輩は固まった俺の体を指でなでると、いたずらっぽく笑う。

			「私が二十四時間近くにいれば、あなたを守れるでしょう？」

			「ええ!?　に、二十四時間!?　いや、すごく嬉しいですけど……！　さすがにそれは、まずいんじゃないですか？　俺たち、いい年頃だし……」

			「別に。何か問題あるの？」

			「だって……俺も、一応は男ですよ？　若い男女がひとつ屋根の下って、なかなか」

			「別にそんなの気にしないわ。私、あなたのことそんなに嫌いじゃないしね」

			「え、ええッ!?」

			　これは、これは遠回しな告白か!?

			　いや、嫌いじゃない＝好きってわけではないだろう。もしかしたら普通って意味合いかもしれない。けどこの流れは、かなり良い感じだよな。期待値を高めに取ってしまっても、問題ないかもしれない。むしろ、大いに期待した方がいいのか……？

			　心が沸(ふつ)騰(とう)して、思考が混乱した。顔が熱くなって、心臓の鼓(こ)動(どう)が速くなる。

			「なんだか顔色がおかしいけど……大丈夫？」

			「ひゃいッ！　全然大丈夫ですッ！」

			「そう？　ならいいんだけど……」

			「そ、それで、勉強会というのは？」

			「どうせ一緒にいるなら、勉強も教えてあげるわ。あなたと一緒じゃ、調べ物ははかどりそうにないしね」

			　千歳先輩は資料をカバンにしまうと、ふうっと息を漏(も)らす。ちょっぴりバカにされているような雰囲気だったが、不思議と悪い気はしなかった。というか、先輩と泊まりがけで勉強なんて、燃える。燃えすぎる。小夜が参加するのが難点だが……ま、途中で追い出せばいいだろう。理由はいくらでも思いつく。

			　小夜さえいなくなれば、あとは先輩と二人っきりだ。夢が、妄想が広がる。もしかしたら、そういうお勉強だってさせていただけるかも……！

			「せ、先輩！　ダメですよそういうのは！　まだ俺……」

			「……何を言ってるのよ」

			「ああっと、すいません！　早速、小夜に報告しましょうッ！　教室で待たせているので、ついてきてください！」

			「ええ、わかったわ」

			　ホップステップジャンプ。俺は先輩の手を握ると、今にも飛び立ちそうな足取りで廊下を駆け抜けていく。まさに天にも昇らんばかりの心持ちだ。

			　やがて教室の前へとたどりつくと、爽(そう)快(かい)な心持ちの俺とは正反対に、不安げな表情をした小夜が立っていた。先輩に勉強を教えてもらえるかどうか、気が気ではなかったのだろう。つま先がタンタンタンと不機嫌なリズムを刻んでいた。

			　そんな小夜は俺と先輩の姿に気づくと、すかさず駆け寄ってくる。

			「引き受けてもらえたんだな！」

			「ばっちり」

			「しっかりと教えてあげるわ」

			「おおッ！　これで成績も一安心だな」

			　ほっと胸をなでおろす小夜。テストどころか勉強するのもこれからだっていうのに、すっかり安心しきっている。

			　俺と先輩は顔を見合わせると、やれやれと両手を挙げた。

			「油断するなよ？　最後はお前次第なんだからな」

			「わかってるさ。油断のこわさは、剣術で嫌というほど知っている」

			「それならいいんだけど」

			「そうと決まれば、早速帰ろう！　先輩も早くッ！」

			　喜び勇んで、小夜は俺たちの手をぐいぐいと引っ張る。俺はふうっとため息をつきつつも、それに従って歩き出した。

			　だが千歳先輩は、その手を振り払ってしまう。

			「ちょっと待って。家に荷物を取りに行かなきゃ」

			「勉強道具ですか？」

			「それもあるけど、替えの服とかもいるわ。あと枕。変わると寝られないタイプだから」

			「枕？」

			　小夜の口から、変な声が出た。彼女は先輩に近づくと、首をひねりながら尋ねる。

			「あの、どういうことですか？」

			「どういうことって、竜前寺君の家にお泊まりするのよ」

			「と、泊まり!?　ど、どういうことだタクト！　今すぐ事情を説明しろッ！」

			　笑顔から一変、般(はん)若(にや)のような恐ろしい顔をした小夜。その殺気たるや、百獣の王をほうふつとさせるほどだ。体がこわばり、額から汗がしたたり落ちた。

			　たまらず、できる限りの早口で事情を説明する。

			「実は、そのさ。藤堂の件とかもあるから、念のために先輩が俺の護(ご)衛(えい)をしてくれることになったんだよ。二十四時間つきっきりで」

			「に、二十四時間だと！　本当ですか、先輩ッ!?」

			「ええ。連中はいつ狙(ねら)ってくるかわからないからね。常に一緒にいることにしたの。それで、どうせ一緒にいるなら勉強も教えてあげようって」

			「うーん、確かに連中は厄(やつ)介(かい)ですが……！　それはちょっと！」

			「竜前寺君の安全には代えられないわよ。わかるでしょう？」

			「そういわれるとそうなんですけど、うーん……わかるにはわかるんですが……」

			　ラルネのことを思い出したのか、渋い顔をしつつも強く否定はしない小夜。護(ご)衛(えい)の必要性は理解できるようだ。けれど、心のどこかが納得していないようで、うんうんと唸(うな)っている。感情と理性がせめぎあっているようだ。やがて彼女は眉(み)間(けん)に指を当てると、動きを止めて思考の海に沈んでいく。

			　そして、考え込むこと数分。妙案を思いついたのか急に顔を上げた小夜は、ハッとしたような顔をした。そして胸を張ると、堂々と自身のアイデアを披(ひ)露(ろう)する。

			「そういうことなら、私も一緒に泊まろう！」

			「えッ？　そりゃ、小夜がいれば心強いけど……俺の部屋、狭いぜ？」

			　六畳一間に三人も入るのは、さすがに少し狭い。かといって、俺の家に空き部屋はなかった。万里の部屋に一人入ってもらってもいいが、できれば避けたい。俺の都合で勝手に決めたら、万里が怒るだろう。

			　というか小夜まで泊まりに来たら、先輩と二人っきりというシチュエーションがなくなってしまう。憧れの先輩と二人っきりでお泊まり。まさに理想だ。この幻想は守りたい。だがここで、小夜はすべてを砕く無(む)慈(じ)悲(ひ)な提案をする。

			「私の家に泊まればいい。親父も爺様も、ちょうど修行に出たところだ」

			「あの人たち、また出かけたのかよ」

			「今度は北海道らしい。ヒグマを倒すんだとさ」

			「相変わらずすげえ修行をするな……」

			　クマなんて、人間の修行相手じゃないだろ。金太郎じゃあるまいし。

			「いや、でもなあ……。小夜の家に三人で泊まるのは……」

			　なんとか、先輩との一夜を死守しようと渋る。口元を歪(ゆが)めて、目いっぱい渋りに渋る！

			「何がそんなに不満なのだ？」

			「だって、お前も一応は女だろう？　女の家に男が入って、大丈夫かよ」

			「気にするな。そんなこと言うような関係じゃあないだろ」

			　そう言われてしまうと、うなずかざるを得なかった。かれこれ十年以上の付き合いだ。家族も同然である。本人がいいと言っているのに、頑(かたく)なに断り続ける理由は残念ながらなかった。

			「じゃ、じゃあ！　先輩はどうですか？　小夜の家の方がいいですか？」

			「ええ。神凪さんの家の方が、広いし」

			　俺の願いもむなしく、小夜の提案をあっさりと受け入れてしまう先輩。その顔はどことなくではあるが、嬉しそうだった。

			　そうかよ、どうせ俺の家は小夜の家より狭いよ。小夜の家が軽く二百坪くらいある立派な日本家屋なのに対して、俺の家はだいたい三十坪くらいの建売だ。あまり都会とは言えないこの町にある家にしては、結構小さい。親父の安月給のたまものである。お隣さん同士で、なぜこれほどの差があるのか。普段は意識していなかったが、考えてみると理(り)不(ふ)尽(じん)だ。思わず叫び出したくなる。

			　だがそんな俺を無視して、小夜と先輩はとっとと話をすすめてしまう。

			「よし、そうと決まれば早速家に帰って準備をします！　一応、父さんたちに連絡もしておかないと」

			「じゃあ、私はあとからお邪魔するわね。荷物をまとめないと」

			「……仕方ない。俺も荷物をまとめてから、お前の家にいくよ」

			「じゃあ、お先に失礼します！」

			　先輩に頭を下げると、廊下をかけていく小夜。こうして俺たち三人は、小夜の家でお泊まり会をすることとなったのだった。

		

	
		
			　

			第６話　お泊まり会

			　

			「なんというか……カオスな部屋だな」

			　小夜に連れられて部屋の扉を開けた瞬間。思わず、そうつぶやいてしまった。ピンクを基調としたやたらファンシーな小物類と、壁に貼られた格闘家のポスター。さらに部屋の端におかれた剣道の防具とぬいぐるみ。いったい、何をコンセプトにした部屋なのか。混(こん)沌(とん)としすぎてコメントに困る。

			「父さんや爺様が、思い出したように『お前は女だから』って女っぽいものを買ってきてな。気が付いたらこんな感じだ。処分するわけにもいかんし、私も困ってる」

			「しまえばいいんじゃないか？」

			「もうとっくに、押し入れはいっぱいだよ」

			　そういって小夜がふすまを開くと、押し入れの中はパンパンになっていた。上段は布団、下段にはカラーボックスが詰まっている。そっと開けて見たところ、カラーボックスの中身は冬物の服とよくわからないファンシーグッズのようだ。

			　普段は剣術と武道の修業ばかりやらせているが、小夜がまったく女らしくないことを家族も気にしているのだろうか。

			「機会があったら、こういうものは買うなってお前からも言ってやってくれ」

			「機会があったらな」

			「しばらくうちにいるなら、機会なんてたくさんあるだろう」

			「あー、それもそうか」

			　千歳先輩は、安全になるまで俺と一緒に寝泊まりするつもりだった。いつまで小夜の家に泊まることになるのか不明だが、その間に、北海道に出かけた小夜の家族も帰ってくるだろう。

			「ごめんくださーい」

			「あ、先輩だ！」

			「結構遅かったな」

			　小夜と一緒に玄関へ行くと、そこにはやたら大きなキャリーケースを引っ張る先輩の姿があった。材質のしっかりした、海外旅行用のやつだ。それもヨーロッパとかアメリカとか、遠方の国に長期旅行するときに使うようなやつである。

			　先輩、小夜の家にどれだけ長期滞在するつもりなのか。自分たちから呼んでおいててなんだが、俺も小夜もそろって焦り出す。さすがに数か月単位とかはちょっと……。

			「先輩、どうしたんですか、その荷物？」

			「いざってときのために、いろいろつめたらこんな感じになっちゃったの」

			　ケースのふたを開くと、中から古びた本や呪符を次々と取り出す先輩。玄関をたちまち怪しげなグッズが埋め尽くす。それだけ詰めたらかさばるだろうな、といったラインナップだった。一番分厚い本なんて、厚さがちょっとした電話帳くらいある。

			　どうやら、でっかいキャリーケースの中身はほとんどこういったオカルトグッズらしい。見たところ、着替えなどは三日分くらいしか入ってないようだった。

			　なんだかほっとしたような、あきれたような気分になる。

			「せ、戦争でもするつもりですか？」

			「敵はどんな手を使ってくるのかわからないのよ。備えあれば憂(うれ)いなしだわ」

			「そりゃそうかもしれないですけど……」

			「まあいいじゃない。それより、部屋に案内して」

			「ああ、はい！」

			　荷物を預かり、小夜の部屋へと案内する。

			　扉を開いたところで、先輩はなぜか「おおッ！」と感嘆の声を上げた。彼女は目をキラキラと輝かせながら、部屋の中をしきりと見て回る。その様子はまるで、美術館にでもいるかのようだった。

			「いい部屋ね。実にセンスがいいわ」

			「そ、そうですか？」

			「この混(こん)沌(とん)とした感じが、実に魔術的よ」

			「魔術的……ですか」

			「はあ……」

			　さすがは魔(ま)導(どう)師(し)。感性が凡人とは明らかに違っている。

			　俺と小夜は何とも言えない気分を抱きつつも、隣の和室からちゃぶ台を運んできた。そしてそれを部屋の真ん中に置き、座布団もきちんと三枚敷いて、勉強の準備は完(かん)璧(ぺき)だ。

			「さて、やりますか」

			「何の科目がいい？」

			「そうですね……。まずは日本史から」

			「日本史ね？　了解」

			　ケースから勉強道具を取り出すと、早速講義を始める先輩。俺と小夜はすぐさまその話に聞き入る。先輩の凛(りん)とした涼やかな声が、耳を爽(さわ)やかに抜けた。さながら春風のようなそれにうっとりしつつも、メモを取るべくペンを走らせる。

			　先輩の講義は先生の授業よりも、よっぽどわかりやすい気がした。

			　さすがの小夜も先輩の前では緊張を強いられるようだ。居眠りせずに、きちんとメモを取りながら聞き入っている。時々、答えに詰まって悩んでいるが、そこはまあご愛(あい)嬌(きよう)だ。

			「お、そろそろいい時間だな」

			　いつになく集中して勉強すること数時間。いつの間にか、時刻は午後六時を過ぎていた。

			「ご飯の支度をしないと。私は少し、失礼します」

			　小夜は食事の準備をするため、席を立つ。

			「一人で大丈夫？」

			「平気です。毎日、私がご飯を作ってますから」

			　小夜は先輩の申し出を断ると、一人でキッチンへと向かった。

			　取り残された格好になった先輩は、肩をぐるぐると気持ちよさそうに回す。

			「私たちも少し、休憩にしましょうか？」

			「そうですね、ちょうどキリもいいところですし」

			　先輩と一緒に居間へ行くと、二人並んでソファに腰を下ろした。背中がクッションに包まれて、何とも心地よい。思わずため息が漏(も)れてしまう。

			「ふう……」

			「最高ね」

			　目の前にあったリモコンでテレビのスイッチを入れる。たちまち、夕方のニュース番組が流れ始めた。今日はそれほど大きな事件がなかったようで、地元のレジャー情報が流されている。近くの海岸で、潮干狩りがちょうど最盛期らしい。何とも平和なひと時だ。

			　まさか先輩とこんな時間を過ごすなんて、ちょっと前までなら夢にも思わなかっただろうなあ……。気持ちが落ち着いてきたところで、急に腹が減ってきた。

			「小夜、今日のメニューは？」

			「チャーハンだ」

			「なんだ、チャーハンか。つかお前、チャーハン大好きだよな？」

			　小夜の料理を食べる機会は今まで何回もあったが、チャーハン以外を食べた覚えがない。考えてみれば、結構不自然だ。

			「一番楽で時間がかからないからな。まあ、今日は先輩もいるから、腕によりをかけてアレンジするつもりだ。期待しろよ」

			「アレンジ……？」

			　先輩の肩がビクッと震えた。何やら不穏な気配を察知したらしい。

			　先輩は俺に身を寄せると、小夜に気づかれないようにそっと尋ねてくる。

			「神凪さんって、料理上手なの？」

			「それなりには。何度か食べたことありますけど、普通においしかったですよ」

			「そうなの？」

			　そういうと、先輩は疑わしげな様子で後ろを振り返った。その視線の先では、小夜が慣れた手つきでねぎをみじん切りにしていた。トントントントンと、気持ちのいい音がしてくる。

			「見たところ、大丈夫そうね。神凪さんが料理できるなんて、正直、意外だわ」

			「家に女が一人しかいないですからね。親父さんたちもクッキングパパなんて柄じゃないですし……」

			「なるほど、それで」

			「先輩も、料理とかするんですか？」

			「まあね。というか、私は一人暮らししてるから。基本は自炊」

			「へえ、そうなんですね」

			　行動からなんとなくそんな雰囲気がしていたが、やっぱりそうだったのか。

			「高校生で一人暮らしって、大変じゃありません？」

			「気楽なものよ。何をやっても文句を言われないし。けど、少し寂(さび)しいかしら。時々、人恋しくなることはあるわね」

			「へえ、先輩が」

			　魔術師らしからぬ言葉である。てっきり、おひとりさまでも全然平気というか、むしろ人嫌いだと認識していた。

			　するとそんな俺の心情を察したのか、先輩はどこか寂しげに笑う。

			「私だって、たまにはみんなと騒ぎたかったりするわ。かといって、何をするにも人と一緒みたいな感じだと、疲れちゃうんだけどね」

			「あー、そういうのわからないでもないです」

			　先輩の言わんとすることは、俺にも何となく理解できた。常に誰かと一緒にいるのは少し疲れるけど、かといってずっと一人は寂(さび)しい。もっとも、俺の場合は小夜がほとんど引っ付いているので、一人になることは少ないのだけど。

			「だったら先輩、しばらくと言わずうちにずっといませんか？」

			「え？」

			　キッチンから響いた小夜の声に、先輩はにわかに硬直した。いつもクールな先輩が珍しく動揺している。先輩は油の切れたロボットのように、ひどくぎこちない動きでキッチンの方を覗(のぞ)き込んだ。

			「いいの？　私は割とそういうの、本気にするタイプよ？」

			「うちでよければどうぞ。父さんも爺様も、かわいい女の子は大好きですから。絶対に反対なんてしません」

			「わかったわ。考えておくわね」

			　先輩がそう返事をしたところで、ジュッと食欲をそそる音が聞こえてきた。しばらくすると、香ばしい香りが鼻をくすぐる。チャーハンづくりも、いよいよ仕上げの段階に入ったようだ。

			　小夜は大きなフライパンを、自慢の腕力に任せてグルングルンッと振るう。チャーハンがきれいな円を描いて宙返りをした。パラパラになった具材が、さながら砂のように躍(おど)る。やがてこんがり焼きあがったそれを八角形の皿に入れ、きれいな山を作れば出来上がり。香ばしいおこげの香りがあたりに漂う。

			「いい香りね」

			「あとは中華スープを用意して……」

			　中華スープの素と余った具材を使って、小夜は手早くスープを準備した。それを器に注いでチャーハンの横に並べると、パンッと手を叩く。

			「よし、できた！」

			　三人そろって夕飯を囲む。

			　さてさて、見た目と匂いはいいが肝心の味はどうなのか。山の一角をレンゲで切り崩すと、やけどしないようにゆっくり口へと運ぶ。

			　口に入った途端、舌全体に広がるほど良いだしの香り。しょうゆベースの、ちょっぴり和風の味付けだ。おこげの香ばしさがそれと絶妙にマッチして、口の中で芳(ほう)醇(じゆん)なハーモニーを響かせる。それにプラスして、かすかに感じられるゴマの風味。それが名わき役としてさらに全体の味を引き立てる。

			「うまい！」

			「おいしいわね」

			　俺と先輩は一言ずつ感想を述べると、しばらく無言でレンゲを動かした。やがてある程度腹が満たされたところで、改めて感想を言う。

			「だしの風味が効いてるわ。何か入れてるわよね？」

			「卵かけご飯用のだし醤(しよう)油(ゆ)を、少し入れてます。これが結構、チャーハンと相性良くて」

			「なるほど、私も今度試してみようかしら」

			　小夜の解説を踏まえて、さらにもう一口。

			　底の方だったせいか、わずかにだがゴマの味が強く感じられる。米粒が口の中で広がった瞬間、鼻を心地よい匂いが抜けた。

			「ゴマの香りがするけど、使ったのはゴマ油か？」

			「ああ。このあいだ使ってみたら、うまかったからな」

			「へえ、凄いな。日々進歩してるってわけか」

			　久々に小夜のチャーハンを食べたが、確かに以前よりクオリティーが格段にアップしていた。神凪家では小夜が炊(すい)事(じ)当番だから、上達するのも当然といえば当然だ。が、これほどとはな。

			「焼き加減もいいわね。ご飯がパラパラ」

			「力はありますから。フライパンを振るのは得意です」

			「粒がしっかりしてるし、卵との絡みもいいな。うーん、うまい！」

			　しっかりと歯ごたえを感じさせる米粒。その一つ一つが口の中で分かれて、つぶつぶとした触感だ。さらにそれらを卵がつつんで、全体を柔らかにまとめている。これだけの味、家で作るのはなかなか難しいだろう。大衆食堂ぐらいのクオリティーはあるかもしれない。

			　女らしいところがあまりない小夜だが、料理の腕はもうばっちりだな。誰かと付き合ったら、とりあえず胃袋はしっかりつかめそうだ。

			「これなら、いつ嫁になっても困らないな。この飯なら満足だ」

			「な、いきなり何を!?」

			　俺の言葉に、なぜか小夜は顔を真っ赤にした。

			　……ん!? 

			　待て、確かに主語をすっ飛ばしたけど、別に俺の嫁って言ったわけじゃないぞ……。動揺する小夜に、急いで訂正を入れようとする。だがそれより前に、先輩が一発かましてくれた。

			「竜前寺君は、こういう味付けが好みなの？」

			「え？　まあ好きですけど」

			「そう。だったら、私も覚えておくわ」

			「は、はい!?」

			「ちょっと待ってください！　それ、どういう意味ですか!?　タクトは私の……いや、何でもないですけど！　何でもないですけど、それは！」

			　動揺して混乱した言葉を発する俺と小夜。二人して身を乗り出すと、問い詰めるように先輩に迫る。

			　先輩は俺たちのあまりに取り乱した様子に、うんざりしたように肩をすくめた。

			「……これからしばらく、私たちは共同生活するのよ？　ずっと神凪さんに任せっきりってわけにもいかないし、私も竜前寺君や神凪さんの好みに合わせたご飯を作れた方がいいじゃない。ただそれだけの話よ」

			「なるほど……」

			「何を勘違いしたのか知らないけれど、今のところそういうつもりはないわ。まあ、今後次第だけどね？」

			「えッ!?」

			「だって、将来なんて誰にもわからないじゃない。一応、今のところは竜前寺君のことは嫌いじゃないと言っておくわ」

			　そういうと、先輩はさっさと皿を片付けて居間へと向かった。丸テーブルのそばに腰を下ろすと、リラックスした様子で足をぐっと伸ばす。

			　スカートの中から、まぶしい太ももが顔を出した。適度に引き締まっている一方、確かな柔らかさも感じさせる、脚フェチも納得の極上品だ。

			「もう少しだけ休憩にしましょ。あんまりぶっ続けでやっても、勉強の効果は上がらないわ。それに食事の後は、集中力が下がるしね」

			「それなら、お風呂に入りますか？　うちの風呂、かなり大きいですよ！」

			　自慢げに胸を張ると、思いっきり手を広げて見せる小夜。神凪家の風呂は、道場をやっている都合上、多人数で使用しても大丈夫なように設計してある。風呂好きなおじいさんの意向もあって、その規模はちょっとした銭湯ほどだ。十人ぐらいならばまとめて入れる。俺も小さい頃は、この家の風呂をよく利用させてもらっていた。

			「せっかくですし、一緒にどうです？」

			「いいわね」

			「俺も！」

			「は？　お前はダメだ」

			「なんで？　昔は一緒に入っただろう？　な？」

			「１２０パーセント不純な目的のやつを、一緒に入れられるか！」

			　小夜は先輩の体をかばうようにして立ち上がると、先輩を連れて風呂場の方へと歩いていく。ときどき、後方を振り返っては俺がついてこないか確認しているのを見る限り、本気で警(けい)戒(かい)されているようだ。

			　ちッ、軽い冗談のつもりだったんだけどな。さすがの俺も、高校生にもなって一緒に入れるとは思ってないさ！

			「しかし、こうなるとムカついて逆に本気で見たくなってくるな」

			　二人の裸体を想像していると、自然と鼻の下が伸びてくる。小夜はもちろん素晴らしいが、先輩も相当なナイスバディだ。

			　ラルネとの戦いの最中、猫から人間の姿に戻ったときに見てしまった先輩の裸――とっさのことではっきり目に焼き付けることができなかったが、ほっそりとした肢(し)体(たい)に反してつくべきところはしっかりとついていたことは覚えている。

			　見たい。もう一度見て、今度こそ記憶に焼き付けたい。妄想がいよいよ我慢ならなくなってくる。

			　……外から覗(のぞ)くか。

			　神凪家の風呂場は、壁の上部に外へと通じる窓がある。しかも素晴らしいことに、窓の位置は一度風呂に入ると目につきにくい場所だ。壁の中央にどどーんと富士山の絵が陣取っていて、窓が端へと追いやられているためである。しかも、窓は湿気対策のために基本的に開けっ放しにしてある。まさに覗くにはうってつけのポイントだ。

			　いや、待てよ。小夜があそこに気を配らないわけがない……。

			　あまりにも絶好のポイントのため、外の窓はかえって警(けい)戒(かい)されているかもしれない。そう考えた俺は、他にどこか覗けるポイントがないか考える。そこではたと気づいた。ロッカーだ。神凪家の人々はまったく利用しないが、風呂場には門下生用のロッカーが設置してある。二人が風呂に入っている間にあそこへ入り込んでしまえば、まずばれないだろう。さすがの小夜も、俺がそこまで大胆なことをするとは思うまい。

			　ようし、そうと決まれば実行あるのみ！

			　こうして、スケベモード全開になった俺は風呂場へ静かに向かったのだった。

		

	
		
			　

			第７話　お風呂

			　

			　足音を殺して、ゆっくりと慎重に風呂場へ侵入する。マットの敷き詰められた脱衣場とアルミサッシのガラス戸が目に飛び込んできた。すでに、二人は浴室へと入っていた。曇(くも)りガラスの向こうに、シルエットが映っている。華(きや)奢(しや)な肩とほっそりとしたくびれのラインが、実に見事だ。手足も長く伸びやかで、ともすれば折れてしまいそうなほどである。

			　背の高さと体つきからして、シルエットとして映っているのは先輩だろうか。残念ながら小夜の方はすでに奥へ入ってしまっているようで、映らない。だが先輩だけでも、俺には十分刺激の強い光景だった。

			「すげえ……！」

			　もっとよく見たい！

			　ガラス戸に近づくと、影が映らないように注意しながら目を凝らす。だが、残念ながらシルエットは見えなくなってしまった。奥の浴(よく)槽(そう)へと移動してしまったようだ。代わりに、楽しげな声が響いてくる。

			「気持ちいい……」

			「たまらないわねえ。これだけ大きなお風呂に入るのは、久しぶり」

			「喜んでもらって、私も嬉しいです」

			　はあっと、二人そろってため息。しばらく、水音だけが聞こえた。だが不意に、先輩がいたずらっぽい声を出す。
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			「ところであなた、見事に浮いてるわね？」

			「え？　……あははッ、そういえば浮いてますね」

			「私のは……うーん。大きさの問題かしら。神凪さんって、いまいくつあるの？」

			　先輩の問いかけに、小夜は少なからず動揺したようだった。ざばりざばりと、激しい水音が聞こえる。

			　これはやはり、む、胸が浮いているのだろうか？　小夜の白いふくらみが水面を漂う姿を想像して、口の中によだれがあふれてくる。なんて良い……いや、けしからん会話だ！

			「ええッ？　ああ、い、言わなきゃダメですか？」

			「いいじゃない、女同士なんだし。だいたい、言っても減るものじゃないんだから」

			「ああっと……うーん……」

			「言わないと、自力で確認しちゃうわよ？」

			「あ、ちょっと！」

			　もみ合っているのか、水音が連続して聞こえた。それにやや遅れて、二人の嬌(きよう)声(せい)が響いてくる。小夜の戸惑いつつも艶(つや)っぽい声と、先輩のとろけるような甘い声。間違いなく、これは先輩が揉(も)んでいるんだろうな。

			　白く豊かなふくらみをわしづかみにして、いたずらっぽく笑う先輩の姿が目に浮かぶ。見たい、凄く見たい……！

			　けれど、ガラス戸を開けることはできない。見つかったらことだからな。俺は見えないことは理解しつつも、必死に戸に顔を押し付けてしまう。

			「うーん、柔らかくってずっしり重いわ。特大のおもちみたい。肌もつやつやだし……」

			「そ、そんなじっくり揉まないでください！」

			「じゃあ、教えてくれる？　私、一度気になると徹底的に調べないと気が済まない性質なの」

			　うーんと唸(うな)る小夜。先輩も彼女の返答を迫るように押し黙り、にわかに沈黙が漂い始める。だがやがて、根負けした小夜がふうっと息を漏(も)らした。

			「……バスト95のＧカップです。一部のメーカーの奴だときつくて、Ｈにしてますけど」

			「へえ、なかなか。一年なら一番かも」

			「そうかもしれないですね。でも、こんなに大きくても邪魔なだけですよ」

			「あら、そうかしら？　絶対、役に立つと思うけど。特にあなたの場合はね」

			「どうしてですか？」

			「竜前寺君は、相当な巨乳好きでしょう？　彼、たぶん大きければ大きいほど好きってタイプだと思うわ」

			「なあッ!?」

			　い、いきなり何を言い出すんだ!?　小夜だけでなく、俺まで大声をあげそうになった。あわてて口を押えると、ガラス戸に耳を押し当てる。

			「な、なんでタクトの性(せい)癖(へき)が関係あるんですか!?」

			「だって、好きなんでしょう？」

			「あいつはただの……お、幼(おさな)馴(な)染(じみ)ですッ！」

			「とてもそうは見えないけどねえ」

			「そ、それより！　私が教えたんですから、先輩の方も教えてください！」

			　必死に話題をそらそうとする小夜。そんな彼女の問いに、先輩はひどくあっさりと答える。

			「バスト88のＦよ。あなたと比べたら、たいしたことないわ」

			　言葉では謙(けん)遜(そん)しつつも、声色からかなり自慢気な様子がうかがえる。先輩のほっそりした体格と控えめな身長でＦカップというのは、確かに凄い。比率でいえば、小夜よりも大きいぐらいだろう。まさにトランジスタグラマー、思わず抱きしめたくなるような素晴らしいボディだ。

			「先輩も凄いじゃないですか！」

			「まあ、それなりにはね。けど、もうちょっと欲しいわ」

			「十分じゃないですか？」

			「凜に勝ちたいの」

			「……ああなるほど、千歳先輩と白泉先輩ってライバルですからね」

			「私はそこまで意識してないわ。ただ、凜が張り合ってくるだけで……」

			　千歳先輩はそこで言いよどむと、湯に顔を沈めたようだった。ブクブクと泡の音がする。

			「沈んでいたら、のぼせちゃいますよ？」

			「平気。それより、あなたも凜には気を付けた方がいいわよ？　竜前寺君、図書館で凜の胸をじろじろ見てたから。注意しないと取られちゃうかも」

			「あのバカ……白泉先輩の胸まで……。出たら懲(こ)らしめてやらないと」

			　歯ぎしりが聞こえた。絞(しぼ)り出すような声から、ただならぬ怒(ど)気(き)が感じられる。思わぬところから、思わぬことが露(ろ)呈(てい)したな……。この分だと、小夜が風呂から出た後は覚悟しなきゃいけないかも。恐ろしい未来に頭を抱える。

			「さてと、十分あったまったわね。そろそろ出ましょうか？」

			「はい！」

			　ペタペタと足音が響いてくる。やべえ、急いで隠れないと！

			　慌てて門下生用のロッカーに向かった。長方形で、人が一人、中へ入れるぐらいのサイズである。助かった、俺は全速力でその中に逃げ込むと、ドアを閉めた。ちょうどいい具合に、目のあたりに通気口が来る。覗(のぞ)きもできるし、見つからない。まさに絶好の場所だった。

			「よし、これで安心だ！」

			　ガラス戸が開く。白い湯気がふうっと吹き出した。

			　いよいよ、二人の裸を拝むことができるぞ……！　いやが上にも期待が高まり、心臓が爆発しそうになった。荒くなった息をどうにか収めつつ、ドアへと張り付く。ひんやりとした鉄の感触が、熱くなりすぎた体に心地よかった。

			「気持ちよかったわね」

			「この時期は風呂に限ります！」

			　マットで足を拭いているのだろうか。二人とも背中を丸くしていて、まだ体の一部しか見えない。だが、焦ることはない。あと少し、あと少しで全身が見えるはずだ。ここで心を乱して、悟られるようなことが万が一にもあってはならない……！

			　そう思った瞬間だった。先輩が手にしていた白い何かを、ひょいっとこちらに投げる。それはロッカーの上に乗り、通気口を完全にふさいでしまった。「辰(たつ)見(み)工務店」の文字が、視界いっぱいに広がる。

			　な、なんてことだ。タオルが、タオルが……！

			「フウッ！　フーッ!!」

			　通気口から全力で息を吹き出し、どうにかタオルを吹き飛ばそうとする。だが、濡れたタオルは重く、俺の貧弱な肺活量ではびくともしなかった。このままではいけない。何も見えないうちに、至福のお着替えタイムが終わってしまう！

			　なんとかせねば。頭をひねった俺は、自身の能力のことを思い出した。そうだ、ステータスに肺活量はないけれど……筋力を増やせば、多少は増えるんじゃないか？　あんまり関係なさそうな気もするが、やれるだけやってみよう。とりあえず容姿と器用を20ほど減らし、その分を筋力にぶち込んだ。すると――、

			「ん？」

			「今、変な音が聞こえたわね」

			　膨(ふく)れ上がった筋肉が、狭いロッカーを圧迫した。スチールの板が盛り上がり、ミシミシと嫌な音を立てる。しまった、筋力を上げると筋肉が増えるんだった……！

			　当たり前のことを忘れていた俺は、自身の筋肉に埋もれながらも慌ててステータスを元に戻した。たちまち暑苦しい筋肉が消えて、スペースができる。だが今度は逆に、圧迫がなくなったことでロッカーがベコッと音を立ててしまった。

			「ロッカーからです！」

			「開けまましょう！」

			　小夜と先輩は勢いよくこちらに駆け寄ってくると、ロッカーを開いた。

			　ご対面。二人の秀(しゆう)麗(れい)な顔が、たちまち怒りに歪(ゆが)んでいく。

			　先輩は軽く顎(あご)を上げると、冷(れい)徹(てつ)で鋭い眼差しを向けてきた。

			　小夜は額に青筋を浮かべ、鬼の形相をする。

			　方向性は違うが、それぞれから凄まじい気迫を感じた。ピキッと、どこかから骨が鳴るような音が聞こえた。

			「……タクト、何をやっていた？」

			「せ、狭い場所が落ち着くから。つ、つい！　ここが脱衣所なんて、知らなかったんだッ！」

			「そういうことなら、もっといいものがあるわね」

			「そうですね、おあつらえ向けのものが」

			　二人は急に不敵な笑みを浮かべると、顔を見合わせた。そしてタイミングを合わせ、叫ぶ。

			「棺(かん)桶(おけ)にでも入れッ!!」

			　小夜の腹に食い込むストレート。先輩の頬を赤く染める強烈なビンタ。その二つを続けざまにくらった俺は、たちまちＫＯされたのだった――。

		

	
		
			　

			第８話　夜に

			　

			　その日の夜。俺たち三人は、男女で分かれて眠ることにした。小夜と千歳先輩は小夜の部屋。そして俺が隣の和室である。夜遅くまでの勉強はかえってよくないという先輩の主張で、就寝時刻は午後十時きっかりだった。そのため夕食を食べて以降は二時間ほどしか勉強できていないが、足りない分は、明日早起きをしてすることになっている。先輩が言うには、このやり方がベストらしい。

			　とはいえ、俺たちはもう高校生。夜十時に眠るのはさすがに少し早すぎた。毎朝六時に起きて鍛(たん)錬(れん)をしている小夜でも、眠りにつくのは十一時過ぎである。まして俺なんて、日付が変わるまで起きていることが当たり前だ。むしろ、夜が更ければ更けるほど調子が出てくるなんて有様である。

			「ふああ……まだ一時か」

			　ふと目覚めて時計を見れば、夜はまだまだ明けていなかった。先輩が設定した起床時刻は、午前五時。まだ四時間もある。眠らねば。布団をひっかぶって目を閉じるが、どうにも寝付けない。居心地が悪くて、寝返りを何度も打ってしまう。完全に眼が冴(さ)えてしまっているようだ。夜中だというのに、バカにさわやかな気分である。

			「しょうがない、トイレでも行くか……」

			　気分転換もかねて、トイレへと向かう。廊下へ出てみると、深夜の日本家屋は何とも気味が悪かった。床板の木目が、目玉のように見える。窓から差し込む月明かりがおぼろに揺れて、何かいるかのようだ。家の中が狭かったら大したことないのだろうが、なまじ広いだけにいっそう怪しげな雰囲気を醸(かも)し出している。

			「ゆ、幽霊ぐらい平気だ……。ぞ、ゾンビにもあったことあるんだぞ……」

			　独り言をつぶやいて、どうにか気を紛らわせる。ゆっくりと、できるだけ床をきしませないように歩を進めた。こうして廊下の端にたどりつくと、「ＷＣ」と札の貼られたドアを恐る恐る開く。すると中から、白い頭が飛び出してきた。やべえ、これは……！

			「貞○ォ！！！！」

			「きゃあッ!?」

			　驚いて、白っぽい頭の持ち主と体がぶつかる。前髪が跳ね上がり、紅の瞳(ひとみ)が見えた。な、なんだ。千歳先輩か。そうだよな、貞○は黒髪だし。間違っても銀髪なんかじゃない。

			「す、すいません！」

			「びっくりしたわ！　魔(ま)導(どう)師(し)でも出たのかと思った！」

			「あはは……。そっちですか」

			　心配するべきは、幽霊より魔導師とは。さすが、千歳先輩らしいや。いたって現実主義である。

			　……まあ、魔(ま)導(どう)師(し)を現実的に心配するということが、ちょっとおかしなことではあるのだけど。

			「あなたもトイレ？」

			「ええ、まあ」

			「そう、でも気を付けてね？　いきなり叫んだら、近所迷惑だから」

			「はい、わかりました」

			「ふああ、私はもう行くわ」

			　軽く頭を下げると、先輩はふわふわとした足取りで去って行った。時折、軽く目をこするその様子は、相当に眠そうである。

			　闇(やみ)の住民というイメージの強い魔導師の割には、そこまで夜には強くないんだな。意外だ。

			　さてと、とっとと用を済ませないとな。今ので下半身が縮みあがってしまったのか、急にしたくなってきた。手早くドアを閉めると、便座に腰を下ろす。

			「ふう、すっきりした」

			　こうして用を足して部屋に戻ると――布団が少し膨(ふく)らんでいた。おかしいな、さっき部屋を出たときは、完全にめくったはずなのに。なぜか、かけ布団が枕元まできちんとかかっている。しかもふくらみはもぞもぞと動いていて、空気で膨(ふく)らんでいるわけではないようだ。

			「まさか……」

			　思い切ってめくってみると、そのまさかだった。先輩である。彼女が俺の布団にもぐりこんでいたのだ。

			　これはもしかして、夜這いでも仕掛けに来たのか……？　夜のお勉強会が始まってしまうのか……？

			　乱れたパジャマ姿に、期待感が高まる。心臓が今にもパンクしそうなほどの勢いで、脈動した。血圧が上がりすぎて、このままだと死ぬんじゃないかと思うほどだ。

			「先輩、あの……」

			「何？　朝はまだよ」

			　目を細め、ひどくけだるげな様子で答える先輩。彼女は時計を見て時刻を確認すると、そのまま枕に顔をうずめてしまった。どうやら、俺が期待したようなことはなかったらしい。この様子だと、寝ぼけて部屋を間違えてしまったようだ。

			「先輩、先輩の部屋は隣ですよ」

			「え？　そうなの、でももう動きたくないわね……。このまま寝させて」

			「そんな、困りますよ！」

			「いいじゃない、大きな布団なんだから、あなたも入れるでしょう？」

			　そういうと先輩は、掛け布団を抱き枕の要領で抱え込み、動くまいとする。

			　うーん、こうなったらもう追い出すことは無理か。小柄とはいえ四十キロはあるはずの先輩を、犬や猫のように引っ張っていくわけにもいかんし。だいたい、女の子にそんなことできない。

			「仕方ないなあ……」

			　覚悟を決めると、布団の中へと潜る。全身を覆(おお)うぬくもりに、何とも言いがたい背徳感を覚えた。

			　これが、女の子のあったかさか……。春の昼下がりのような心地よさだ。頬が緩み、目がとろんとしてくる。柔らかな銀髪が鼻先に触れた。ほのかに石(せつ)鹸(けん)の香りが漂ってくる。はっきりと主張しないが、それでいて存在を感じられるほどよい芳(ほう)香(こう)。上品で清(せい)楚(そ)なそれは、先輩の雰囲気とよくマッチしていた。

			　こうして、二人で一つの布団を大いに満(まん)喫(きつ)していると、唐(とう)突(とつ)に体が冷えた。慌てて頭を持ち上げると、先輩が掛布団を巻き取ってしまっていた。

			「先輩、先輩！」

			　布団を取り戻すべく、先輩の体を揺さぶる。だが、目をつぶったばかりとはいえ深夜とあって、その眠りは非常に深かった。うんうんと反応はしてくれるものの、まぶたは開かれない。

			「私と契約して……布団少女に……」

			「布団少女って、いったいどんな夢を見てるんだよ。しかし、まいったなあ」

			　季節柄、布団がなければ寒くて寝られないということはない。けれど、布団の重みや柔らかさがなければ、寝づらいことも事実だ。

			　俺も、先輩と同じで布団を抱き枕代わりにするようなタイプである。何かしら、体を包むようなものがないと落ち着かなくてしょうがない。

			「こうなったら……」

			　先輩が布団を巻き取っているとはいっても、す巻きのような状態になっているわけではない。彼女の体に密着すれば、身体をすっぽり布に収められるぐらいの余裕はある。

			　こうなったら、意を決して――先輩と密着しよう。何も、不純な目的ではない。あくまで布団を確保するためだ。あくまで。肌に触れたいとか、そういう動機は一切ない……はずだ！

			「大丈夫、大丈夫……」

			　自分で自分に言い聞かせながら、先輩のすぐそばまで迫る。不意に、手が柔らかな何かに触れた。程よい張りと、手にしっとりと張り付いてくるような肉感。丸みを帯びたフォルムをしているこれは、もしや……。

			　――おしりか？

			　思わず声を上げそうになったが、どうにか堪(た)える。ここで先輩が起きたら一大事だ。

			「寝てるよな？」

			　とっさに顔を覗(のぞ)き込むと、まだまだ完全に寝入っているようだった。口から穏やかな吐息が漏(も)れている。起きそうな気配はまったくない。

			　ふう、今度からは注意しないとな。先輩の肌に触れないように気を揉(も)みつつも、しっかりと距離を詰める。体が布団に包まれた。

			　これこれ、この感触だ。これがなくっちゃ、やっぱり眠れない。

			「あったけえ……」

			　布団の心地よさに、全身が緩む。思考がとろけた。するとそのとき、何やら妙な音が隣から聞こえてきた。ばさばさと、重い旗がはためくような音だ。

			　もしかして、小夜か？　夜中に何をしているのだか。俺と同じで、早く寝すぎたせいで目が覚めたのかな。

			「うるさいな……」

			　物音の大きさに、布団に顔をうずめる。視界が完全な闇(やみ)に包まれ、睡(すい)魔(ま)がにわかに勢いを増した。思考がぼんやりとして、何も考えられなくなっていく。無意識と覚(かく)醒(せい)の境界。そこに到達したところで、遠くから木がきしむような音が響く。

			「んッ？　まさか……」

			　いぶかしむような声とともに、一気に布団が持ち上げられた。夜の冷えた風が勢いよく吹き込んでくる。たまらず、無意識にぬくもりを求めて近くにあった暖かいものに抱き付いた。

			　その途端、小夜の声が爆発する。

			「こらァッ！！！！　何してるんだァ！！！！」

			「は、はい!?」

			　慌てて目を開くと、俺の腕は先輩の体をがっしりと抱きとめていた。結構力が入ってしまっていたようで、柔らかな肉に指が食い込んでいる。パジャマも少し乱れていた。ズボンが少し下がって、下着が顔をのぞかせている。白いレースのラインがはっきりっと見て取れた。さすが先輩、下着も大人っぽくて色っぽい……じゃなくて。ヤバい、これじゃ俺が先輩を襲ったみたいじゃねえかよ！

			「ち、違うんだ小夜！　これには事情があってだな!?」

			「ん、何かしら……？」

			　俺と小夜の大声に、さしもの先輩も眠りから覚めた。よかった、これで小夜にも事情をわかってもらえる。一安心だ。

			「先輩、先輩は自分からここの布団に入ったんですよね？」

			「そうだったかしら？　覚えがないわ」

			「つい三十分ぐらい前のことじゃないですか！　覚えてないんですか!?」

			「えっと、トイレに行って、そこで竜前寺君と会って……さあ？」

			　なんでそこで記憶が途切れる!?　一番重要なところがすっぽり抜け落ちているじゃないか！　先輩の尻切れトンボな返答に、小夜の額のしわが深まる。いつも怒っている印象が強い小夜だが、今回は気迫が違っていた。怒りのあまり息が荒くなっているのがわかる。

			「待て、小夜！」

			「うるさい！　今日という今日は、許さんぞ！」

			「そ、そんな！」

			「問答無用！」

			　炸(さく)裂(れつ)する鉄拳。俺の視界を、たちまち無数の星が埋めたのであった――。

		

	
		
			　

			第９話　写真と白いお薬

			　

			「やれやれ、ひどい目にあった……」

			　朝一番に登校した俺は、すぐさま机に突っ伏した。口から大きなため息が漏(も)れる。昨日の夜は、小夜に殴られた頭が痛んであまり眠れなかった。痕(きずあと)を軽くなでれば、まだ皮(ひ)膚(ふ)が張って少しふくらんでいる。さすがに骨とかに異常はないだろうが、ひどい目にあったもんだ。小夜ももう少し威力をセーブしてくれればいいのに。

			　その痛みに加えて、慣れない早朝からの勉強。宵(よい)っ張(ぱ)りで普段は遅刻ギリギリにならないと起きない俺にとっては、予想以上にきつかった。もちろん先輩の手前、居眠りなんてするわけにもいかず、眠いのを必死にこらえてペンを動かした。おかげで、テストが始まる前からもうくったくただ。

			「おいおい、大丈夫か？」

			　隣の小夜が、心配そうな顔で見つめてくる。まったく、どの口がそんな言葉を言うのか。

			「半分以上はお前のせいだぞ？　お前が殴らなきゃ、もっと休めてたはずだぜ」

			「あれはしょうがないだろう。お互いにもう済んだってことにしよう」

			「まあ、そういうことにしておくか」

			「ふう……。私も少し、くたびれたな。やっぱり、朝から勉強というのはどうにも……」

			「お前はいつも、朝から修行してるじゃないか」

			　多くのスポーツや武道の例にもれず、神凪流剣術も朝練というものがある。塾(じゆく)頭(とう)を任されている小夜は、当然のように早朝から鍛(たん)錬(れん)をしていた。普通に考えれば、朝にちょっと勉強したぐらいで疲れるわけがない。

			　けれど、小夜は首を横に振る。

			「体は朝から使っても、頭は朝から使わないんだよ。なんだかんだ言って、私も昨日の夜はあまり眠れなかったし……ふああッ！」

			「そういうものかな。でもまあ、おかげでテストはそれなりにできそうだよな？」

			「ん？　あ、ああ……」

			「どうした、妙に自信なさそうだな？」

			　あれだけしっかり勉強したというのに、小夜の顔は晴れなかった。テストへの苦手意識が、勉強したことからくる自信を上回っているようだ。いつもは力強い光にあふれている瞳(ひとみ)が、どことなく弱々しい。

			「まあまあ、落ち着こうぜ。そんなんじゃ、解ける問題も解けないだろう」

			「そうだな、少し深呼吸でもするか」

			「俺も付き合うぞ」

			　その場で立ち上がると、両手を大きく広げて胸をそらせる。吸って、吐いて。十秒ほどの間隔で、ゆっくりと胸を上下させる。

			　そうしていると、教室の扉が開いた。白いベールをかぶった少女が、鮮(あざ)やかな金髪を揺らしながら勢いよく入ってくる。

			「おはようございますッ！」

			「おはよう」

			「あれ、二人とも何をやってるんですか？　ラジオ体操の時間じゃないですけど？」

			　俺たちの動きを見た竹田さんは、かくんと首をかしげた。あー、そうだよな。確かにこれじゃあラジオ体操にしか見えないよな。彼女の微妙な顔つきに、何とも言えない気恥しさを感じた俺と小夜は、すぐさま姿勢を正す。

			「何か用があってきたのか？　竹田の方から来るなんて、珍しいが」

			「はい、竜前寺さんにお届け物を届けに来ました」

			「届け物？」

			「ほら、この間のお礼ですよ。渡すって言ってたじゃないですか！」

			　このっ、このっ、とばかりに小突いてくる竹田さん。

			　そういえば、満(まん)福(ぷく)寺(じ)の商売に協力する代わりに、とっておきの「お宝」をいただくという話になっていたな。わざわざそれを届けに来てくれたのか。

			　さてさて、あの美代さんがあそこまで勧めてきたお宝とはいったい……。期待に下半身、ではなく胸が膨(ふく)らむ。

			「おお！　それじゃあさっそく……。ちょっとこっちへきて」

			「はい！」

			「おい、私には見せてくれないのか？」

			「俺が今からもらう品は、満(まん)福(ぷく)寺(じ)に代々伝わるありがた――い品なんだ。そう簡単に見せるわけにはいかん。な？」

			　若(じやつ)干(かん)の無茶振り。それに、竹田さんは「ええ」と戸惑いつつもうなずいてくれた。

			　小夜は納得がいかないような顔をしつつも、その場に残る。

			　しめしめ、うまくいったぞ。あとは目的のブツを受け取るだけだ。小夜さえしのいでしまえば、あとはどうとでもなる。

			　竹田さんの手を引いて廊下に出ると、社会科準備室へと入る。地球儀などが置かれたその教室は、人の出入りがほとんどないことで有名な場所である。薄暗い室内には埃(ほこり)がたまっていて、最低でもここ数日は誰も入っていないようだった。

			「さ、出して」

			「はい、お代官様」

			　もったいぶった様子で、カバンから薄い紙袋を取り出す竹田さん。よく、本などが入っているタイプの袋である。

			　さっそく中を開けてみると、黒いビニールに包まれた冊子が入っていた。

			「おお、ビニ本か！　おぬしもなかなか悪よのう、寺の娘なのにこんなものを」

			「いえいえ、お代官様ほどでは」

			「中を改めてもよいか？」

			「もちろんです、どうぞ」

			「さてと……」

			　俺の趣味と内容があっていればいいのだけど。大いなる期待と一(いち)抹(まつ)の不安を感じながら、本を守る最後の防壁――黒ビニール――を打ち破る。たちまち、下着姿の女の子が目に飛び込んできた。

			　透けるような色白で、華(きや)奢(しや)な体格。いささか肉感には乏しいが、それがまた繊(せん)細(さい)で良い。相当に若いモデルなのだろう、まだ発育途上といった趣(おもむき)だ。けれど胸は豊かで、大人っぽい黒のレースブラをしっかりと持ち上げていた。若さと成熟、アンバランスな魅力に満ちあふれている。
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			　たちまち、少女の体に視線がくぎ付けとなる。美代さん、グッジョブ。あんた、男の趣味を実によくわかってるよ！

			　だがその顔に目を移した瞬間、恐ろしい絶望が頭を打ち付けた。

			「おわあぁッ!!」

			　これは、これは孔(こう)明(めい)の罠(わな)か！　視界に飛び込んできたのは、恥ずかしげに頬を赤らめた美(み)代(よ)さんの顔だった。

			　誰か、誰か嘘だと言ってくれ。なんで、よりにもよって美代さんなんだ！

			　二次元のロリババアは決して嫌いじゃない。むしろ好物だ。けど、三次はやめてくれ。特に若返る前の姿を知っているような人は……！　うぐあッ！

			「ど、どうしたんですか!?」

			「どうしたもこうしたもあるかッ！　なんだよこれ！」

			「えッ？　そりゃあ、ブロマイド集ですけど」

			「そうじゃなくて！　なんで、被写体が美代さん!?」

			　俺の質問に、竹田さんはポリポリと頬をかいた。俺の顔を見ていた目が、わずかにずれる。

			「だって、自分たちで作った方が安上がりじゃないですか」

			「そりゃそうかもしれないけどさ……！　せめて竹田さん本人という選択肢はなかったのか？」

			「な、何を言うですか!?　うら若き乙女のこの私に、裸をさらせと!?」

			　竹田さんは沸(ふつ)騰(とう)して、ゆでだこみたいになった。さすがの彼女も、そういうことに対する羞(しゆう)恥(ち)心(しん)はちゃんとあるらしい。けど、それじゃあ被写体になった美代さんはどうなんだ？

			「……美代さんならいいのか？」

			「おばあちゃんですから。中年を超えた女性と乙女は、別の生き物なのですよ？」

			「うん、まあそのとおり……だな」

			　確かに、中年以降の女性の羞(しゆう)恥(ち)心(しん)のなさは凄いからな。強者になると、下着で宅配の応対に出たりする。あのすべてを置き去りにした図々しさは、確実に乙女とは別物だろう。コ○キングとギャ○ドスがほとんど別のポケモンであるかのように、乙女とババアは違う。隔絶した壁がある！

			　竹田さんの言葉には、謎の説得力があった。

			「まあ、とにかく！　美代さんは勘(かん)弁(べん)してくれ……」

			「わ、わかりました。また、代わりのものを用意しましょう」

			「今度は写真集はやめてくれよ。また何を見せられたものか……」

			　美代さんの友達の写真とかが来たら、今度こそ確実に死ねるからな。それだけは全力回避しなければならない。

			「了解ですッ!!　お任せください！」

			　ピッと敬礼をすると、竹田さんはトトトッと教室を出ていく。

			　まったく、朝から騒がしい子だ。

			「あ、置いてったな……」

			　その場に取り残された、美代さんの写真集。いらないけれど、さすがにこのまま放置しておくわけにもいかないか。ひとまずカバンに押し込むと、急いで教室に戻る。

			　するとすでに教卓にはモッチーの姿があり、遅れて入ってきた俺を睨(にら)んできた。

			「遅いぞ、またギリギリじゃないか。テスト週間ぐらい、余裕を持て」

			「はーい、これからは気を付けます」

			「よし。では、少々早いが出欠をとる」

			　咳払いをするモッチーの脇をすり抜け、席へと戻る。頬(ほお)杖(づえ)をついた小夜が、あきれた目でこちらを見上げた。

			「遅かったが、何をもらってたんだ？」

			「大したものじゃないって」

			「そう言われると、逆に気になるじゃないか。見せてみろって」

			「お、おい！」

			「あッ！」

			　小夜ともみ合っているうちに、カバンから例の写真集が落ちた。たちまちのうちに小夜の顔が凍り付く。刹(せつ)那(な)の間。時が静止して、俺たち二人は無言で見つめあった。ほんの一瞬なのに、永遠にも感じられる時だった。

			　やがて再起動を果たした小夜は、恐ろしく俊敏な動きで写真集をつかむと、再びカバンの奥へと押し込んだ。彼女はちらちらと周囲を見渡すと、他の生徒が見ていなかったかどうかを確認する。

			「……どういうことか、あとで説明してくれるな？」

			「も、もちろんでございます！」

			　小夜の冷え切った声と眼差しに、俺はたまらず敬語で返事をしたのだった――。

			　

			「何とか乗り切ったな……」

			　その日の放課後。俺はやり切った表情で参考書をカバンに詰めていた。あのあと、さらに小夜からお仕置きを食らったので体はボロボロだが、頭脳はそれなりに働いてくれた。前日と早朝のつめこみ学習が、予想以上に成果を上げていたようだ。この分なら、今日も平均ぐらいはあるだろう。俺もどちらかと言えば成績が心配な生徒であるだけに、まずまずの結果だ。

			　さすがの小夜も、今日はそれなりにできたことだろう。俺と同じように勉強したはずだし、俺と違って万全に近い。成績が上がっていないはずがなかった。

			　そう思って隣を見ると、そこにはなぜか昨日と同様にあまり晴れない顔をした小夜がいた。

			「おいおい、まさか……」

			「そのまさかだ。今日も、ちょっとダメだった」

			「昨日も朝も、めちゃくちゃ勉強しただろ？」

			「確かにな。け、けれどお前のことで……。そんなの、すっかりすっ飛んでしまったわ！」

			　顔を真っ赤にすると、ぶぜんとした様子で腕組みをする小夜。考えてみれば、そうだ。俺は昨日から小夜に心配と迷惑をかけっぱなしである。覗(のぞ)き、夜這い疑惑、写真集……一日もたたない間に、三連チャンだ。さすがの小夜も、これには参ってもしょうがない。

			「あー、すまん……」

			「もういい、済んだことだ。お互いに水に流そう」

			「わかった。それで、テストはどうなんだ？」

			　小夜は顎(あご)に指を当てると、顔を上に向けて軽く思案した。

			「……赤点はないだろうな。たぶんだが」

			「なら、それなりに良かったじゃないか」

			「私にしてはな。けど、昨日の分を挽(ばん)回(かい)できるほどじゃない。このままだと総合的にまずいことになる」

			「それもそうか。赤点を取らなきゃいいってもんでもないしな」

			「まして今回は……あいつらまでできているみたいだからな。少し、プライドが」

			　小夜はうんざりしたような顔をすると、教室前方の人だかりを見た。そこには、テスト期間中にもかかわらず、心底誇(ほこ)らしげな顔をする赤塚と戸田の姿があった。

			「今回はマジで学年上位だって！」

			「んなわけねーだろ！」

			「今までの成績考えろって」

			「いやほんとほんと！　この水、すっげーご利益あるんだよ！　頭が冴(さ)えまくり！」

			　疑わしげな男子たちに向かって、ペットボトルを突きつける戸田。お前の場合は、ご神水というよりは俺のステータス操作のおかげだろうけどな。あれだけいじっておいて、効かないわけがない。

			　不思議なのは、赤塚も自信ありげな様子でいることだ。残りポイントがなくてステータスはいじってないはずだが……。当の赤塚は、周囲の男子たちに向かって何やら胡(う)散(さん)臭(くさ)い講習会でも開いているような雰囲気だった。口元に手を当てて、ひそひそひそと話している。いったい、何の話をしているのか。まさかテスト問題を盗み見るために、職員室に忍び込む算段でもつけているんじゃあるまいな。こいつらだと、まんざらありえなくもなさそうなのが怖い。

			「あの連中よりできないというのは……さすがにショックだ」

			「ＡＫＴの中で、今回やばそうなのはお前だけか」

			「他人事みたいに言うな！　うーん……ほんとにまずいぞ、これは……」

			　小夜は頭を抱えると、低い声で唸(うな)り始める。こんな状態でも、一応彼女は大学進学を希望する身である。一年のときからあまりにぎりっぎりな成績では、大いに将来が危ぶまれる。できれば上位。最低でも中位ぐらいには食い込んでおきたいところだ。

			　今のまま行けば、誰でも入れるボーダーフリーの大学以外に道はない。親御さんの性格からすると、それなら大学進学せずにすぐ道場を継げというだろうから、まあ事実上、進学は無理ってとこだろう。

			「よし、こうなったら……！」

			　小夜はいきなり机から立ち上がると、赤塚の方へと歩いて行った。いったい何をするつもりなのか。俺はかたずをのんで見守る。やがて人ごみをかき分けて前に進み出た小夜は、赤塚を拝み始めた。

			　おいおい、プライドはどこへ行った！　たまらず頭を抱えたくなる。

			「頼む！　赤塚、成績アップした方法を教えてくれ！」

			「え？　いや、それは……簡単には教えられないかな」

			「教えてくれないのか？」

			「すげえ効果あるからな。みんなに実践されたら困る」

			　小夜の問いかけに、赤塚は渋い顔をした。

			　だがそこは、美少女になった小夜のこと。中腰になると、上目遣いと猫なで声で懇(こん)願(がん)する。

			「そこを何とか！」

			「いやあ、でも……」

			「もし願いを聞いてくれたら……な？」

			　胸を寄せると、小夜はつやっぽく笑う。

			　赤塚の眼元がたちまちゆるみ、鼻の下が伸びた。バカな高校生はだいたいエロい高校生だが、彼もその図式から外れない。むしろ、超が付くスケベっぷりだ。十八歳になったらすぐそういうお店に行くために、今からコツコツ小遣いを貯めていると宣言するほどである。そんな奴が元オーガとはいえ、容姿が１００を軽く超える巨乳美少女に勝てるはずがない。

			「あはは、わかったよ。俺の成績がアップしたのは、薬のおかげだ」

			「薬？　そんなものでか？」

			「そういえば、変な薬が流行ってるとか言ってたな」

			　満(まん)福(ぷく)寺(じ)のお守りが売れなくなった原因が、確か変な薬の流行だったはずだ。美代さんは迷信だと一(いつ)蹴(しゆう)していたが、実際に赤塚の成績はアップしたらしい。これはちょっと胡(う)散(さん)臭(くさ)いな。そういえば満福寺では残りポイントゼロに気を取られて、他のステータスは確認してない。ちょっと見てみるか。

			　俺は赤塚のステータスを開くと、知能の欄を見た。すると、信じがたいことに驚異の80を達成していた。元が小夜と同レベルだったとは思えない。あまりのことに、口から声が漏(も)れてしまう。

			「まじか！」

			「どうした、タクト？」

			「いやさ……」

			　小夜の耳元に口を寄せると、赤塚の知能が80になっていたことを告げた。

			　たちまち、青白かった小夜の顔が喜色に染まる。彼女は俺が止める間もなく、赤塚の手をガシッと握った。そして、身を乗り出して尋ねる。

			「その薬、私にも分けてくれ！」

			「ええ？」

			「頼む！　私にはそれが必要なんだッ!!」

			　小夜は赤塚を拝み倒すぐらいの勢いで、手をつかんで頭を下げる。

			　赤塚はその攻勢になすすべもなく押し切られた。

			「いや……。あげたいのはやまやまなんだけどさ。もう、俺の手元にはないんだよ。ほんと、ほんとごめん！」

			「く……そうか」

			「あー、でも。白泉先輩なら持ってるかも。すげえ大量に買ったらしいし」

			「白泉先輩が？」

			　あの人も、ここ数日で知能が急上昇した人だ。もしそれが薬の効果だとしたら、明らかに異常だ。ここまでくると、うーん……。とてもただの健康食品の類とは思えない。一気に怪しくなってきた。

			　魔(ま)導(どう)師(し)、それもラルネのような性質の悪い連中が薬の製造に絡んでいそうだ。危険な気配がする。この薬には、間違いなく何か裏があるように思えた。

			「小夜、やめとこう。さすがに何か怪しい気がする」

			「まあな。でも、話ぐらいは聞いてもいいだろう？　私には後がない！」

			「でもなあ……」

			「本当に、ただの凄い薬かもしれないだろう？　それに、もしヤバいものだったら先輩に知らせないと！」

			「わからないでもないけど、やっぱ危ないって……」

			「見るだけ！　見るだけなら！」

			　声を張り上げて、押し問答を繰り返す俺と小夜。事態は一進一退で、なかなか進展しなかった。俺が小夜を止めようと必死なように、小夜もまた薬を手に入れようと必死だ。なんといっても成績がかかっている。簡単にはあきらめられないようだ。もし副作用などがなければ、小夜にとっては救世主としか言いようがない薬なのだから。

			　やがて、小夜の強烈な熱意に負けて、俺の方が折れた。

			「わかったよ。行くだけ行ってみるか」

			「ああ！」

			「ちょっと待って！」

			　廊下から響く涼やかな声。振り向けば、そこにいたのは千歳先輩だった。彼女は扉を引いて教室の中に入ると、まっすぐ俺たちの方へと歩み寄ってくる。たちまち、教室にいた男子たちの視線が殺到した。だが先輩はそんなものには一切構わず、俺と小夜の前に立ちふさがる。

			「話は聞いたわ。気持ちはわかるけど、それはあまりにも危険よ」

			「ですが……ちょっとぐらいなら……」

			「凜の知能の件に、魔導師がかかわっているのはほぼ間違いないわ。今のところ悪い兆候はないけど、何が起きるかわかったものじゃない」

			「でも……！」

			「大丈夫よ。あなたの成績は私が何とかしてあげるから。大船に乗ったつもりで安心して、ね？」

			「む……はい……」

			　先輩の言葉に、しぶしぶといった様子でうなずく小夜。その目からは、わずかばかりの反抗心が感じられた。目上の人に従順な小夜には、少し珍しい態度だ。それだけ、切羽詰まっているということだろう。圧倒的な成績上位者である先輩に対する反発も、少しはあるのかもしれない。

			「さ、家に戻って勉強しましょ。私はもう、帰る準備はできてるわ」

			「もしかして、俺たちを迎えに来たんですか？」

			「ええ。昨日は迎えに来てもらったしね」

			「そんなことしなくても、こちらから行ったんですけどね。さて、じゃあ行きますか」

			「ああ、すまん！　私はちょっと……。先に行っててくれ」

			　小夜はどこか弱々しい言葉でそう言うと、ゆっくり席を立った。いったい何の用事があるのか。俺はすぐに問いただそうとする。用事にかこつけて、白泉先輩のところに行かれたらたまらない。だが、そんな俺を先輩がやんわりと止めた。

			「女の子にあんまりそういうことは言わせないの。じゃ、ごゆっくり」

			「ありがとうございます」

			　先輩に頭を下げた小夜は、小走りで教室を出ていった。階段があるのとは反対方向だ。

			　あっちは確か、トイレがあった方だな。ああ、なるほど。そういうことか。あの小夜にもデリカシーってものがあったんだな。

			「私たちは校門の前で待ちましょうか」

			「そうですね」

			　こうして俺と先輩は、連れだって校舎を出た。校門の前で、小夜が出てくるのを待つ。だが十分以上経過しても、小夜はいっこうに姿を現さない。おかしい。大を済ませているにしても、さすがに長すぎるだろう。腹の調子が悪いとかは一言も言ってなかったし……。まさかな。

			「……やけに長いですね」

			「ええ。ちょっとおかしいわね」

			「先輩、様子を見に行ってもらえますか？　もしかしたら、小夜のやつ……」

			「わかったわ。一緒に行きましょう！」

			　同じ可能性に至った先輩と俺。互いに顔を見合わせてうなずくと、一気に校庭を駆け出す。土間へと飛び込み、靴(くつ)を替えて、階段を一気に駆け上った。

			　すれ違った教員が「こらァ！」と声を上げた。

			　先輩はやってしまったという顔をしたが、速度は緩めない。一階から四階まで続く階段を、一息でどうにか駆け上る。

			　そうして一分ほどで、俺と先輩は小夜が利用したであろう女子トイレの前にたどりついた。中の様子はわからないが、とりあえず物音や水音はしない。利用者はいないような雰囲気だ。

			「ふう……ここね」

			「先輩、お願いします」

			「わかったわ」

			　軽くうなずくと、先輩は慎重に足を踏み入れた。やがて奥の個室まで確認を終えると、先輩が鋭い声で叫ぶ。

			「いないわ！　校庭を確認して！」

			「はいッ！」

			　急いで近くの教室の窓から外をのぞくが、校庭に小夜らしき姿はない。行き違いにはなっていないようだ。これはもう、ほぼ確定か。俺はいらだちから上(うわ)履(ば)きで壁を軽くける。

			「やられた！　小夜のやつ、白泉先輩に会いに行ったんですよ！」

			「まずいわね！　早く見つけないとッ！」

			「えっと、白泉先輩の行きそうな場所と言えば……」

			　慌てて記憶をひっくり返すが、いかんせん俺はインドア派だ。不良の白泉先輩が行きそうな場所なんて、すぐに思い当たるはずがない。ゲーセンか、それともコンビニか。せいぜいそれぐらいだ。

			「うーん、よくわからないですね」

			「そういえば、体育館裏に使われてない倉庫があったわ。そこに校内の不良が集まるって、生徒会に相談があった！」

			「きっとそこですよ！」

			　急いで体育館の裏へと向かうと、先輩の言ったとおり、古ぼけたプレハブがあった。ちょっとした長屋くらいの大きさだろうか。正面には両開きの大きな扉があって、鍵(かぎ)がかけられている。だが、形式の古い南(なん)京(きん)錠(じよう)は防犯効果などまるでなさそうだ。おそらく、針金一本で簡単に開くことだろう。実際、過去に何度も不法な手段で開けられたのか、さびの浮いた表面には細い傷が幾筋もついている。

			「あ、あれ！」

			　裏に回ると、倉庫の壁に小夜が張り付いていた。彼女は古タイヤの上でつま先立ちになり、壁上部の小さな窓から中の様子をうかがっている。

			「おい！」

			「のわッ!?」

			　声に驚いた小夜は、たちまち体を震わせた。彼女は俺と先輩の姿を確認すると、ほっと胸をなでおろす。

			「な、なんだ。タクトと千歳先輩か……」

			「お前、こんなとこで何やってんだよ！」

			「どうしても、白泉先輩のことが気になって……つい」

			「もういいわ。さ、帰りましょう」

			「ちょっと待ってください！」

			　小夜はこっちこっちとばかりに手を上げると、窓の奥を指さした。俺たちにも中を見るよう、促(うなが)しているようだ。その目は真剣で、表情もいつになく硬かった。瞳(ひとみ)に宿る剣(けん)呑(のん)な光が、何か深刻なものをうかがわせる。

			「どうする？」

			「見るだけ見ましょうか。小夜って、こういう嘘はつかないですから」

			「わかったわ」

			「まずは先輩から、どうぞ」

			「ええ」

			「今、場所を空けます」

			　小夜は軽く頭を下げると、すぐさまタイヤから降りて場所を譲った。それと入れ替わりで先輩が彼女と同じようにタイヤの上に乗り、背伸びをする。
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			　だが、小夜に比べるとかなり背の低い彼女では、少し身長が足りなかった。ぴょこぴょこと頭を振って頑張るが、ギリギリで目線が窓枠を超えられない。見かねた小夜が彼女の腰をつかんで、そっと持ち上げてやる。

			「……ありがとう」

			　気恥ずかしそうに、頬を赤らめた先輩。

			　小夜は黙って頭を下げると、さらにもう少し持ち上げて、中を見やすいように調整する。

			　すると、あろうことか――見えた。いつもは布地の奥に隠されている秘密の花園が。まぶしい太ももに映えるその色は、深い黒。少し光沢があって、面積はかなり少なく見える。昨日の白もよかったが、これも素晴らしい。先輩のミステリアスな雰囲気にベストマッチした、大人っぽいデザインだ。

			　それを図らずも絶好のポジションで目撃することになった俺は、思わず声を出しそうになる。幸せで胸がいっぱいになった。気分が高(こう)揚(よう)して、そのままどこかへ飛び立ってしまいたいような心持ちだ。

			「見えますか？」

			「ばっちり！」

			「はあ？　お前じゃないぞ？」

			「ああ、いや！　何でもない」

			　慌てて首を振ってごまかす。

			　小夜はいぶかしげな表情をしつつも、先輩のパンツが見えていることには気づかなかった。

			「あれね。うーん、何かしらね……よくわからないわ」

			「でも、怪しいですよね」

			「まあね、でもこれ以上は近くで見ないと」

			「あの、俺にも見せてもらっていいですか」

			「ええ」

			　先輩と入れ替わりで、タイヤに登る。つま先立ちになれば、すぐに目線が窓へと達した。かなり楽だった。その事実に気づいた先輩が少し頬を膨(ふく)らませたが、まあ仕方ないだろう。俺だって、男にしてはそれほど身長が高い方ではないしな。こういうことは牛乳に相談してほしい。

			　中を覗(のぞ)くと、まずはガラクタの群れが目に飛び込んできた。先の欠けたカラーコーン、折れたハードルにパンクしたボールの山。すぐには捨てられない粗大ごみが、この倉庫にまとめて保管してあるらしい。なかなかの散らかりっぷりだ。掃除もあまりされていないようで、コンクリートの床が土ぼこりでうっすら白くなっている。

			　その床の隅に、隠れるようにして小さなカセットコンロが置かれていた。マットを斜めに立てかけて、入り口からは見えないように細工がしてある。そのコンロの上には網が置かれていて、さらにその脇には得体のしれない白い粉の収められたビーカーがあった。まさか、な。いくら不良のたまり場だからって、そこまでは……。

			「あれってもしかして……？」

			「さあ。調べてみないことには。とりあえず、生徒会室に行って倉庫のカギを持ってくるわ」

			「そうですね。……あッ！」

			　重々しい金属音。それとともに、倉庫の薄(うす)闇(やみ)が裂けた。誰かが入ってきたようだ。

			「誰か来ました！」

			「なんだと!?　もしかして、白泉先輩か？」

			「まだわからん。けど気づかれたらやばい！　静かに！」

			「そうね」

			「了解」

			　俺たち三人は揃って息を殺し、気配を消した。やがて人影はゆっくりと中に入ってくる。背が高く、胸が大きくせり出した優美なシルエット。白泉先輩だ。彼女はマットの近くまでやってくると、下からコンロを引っ張り出した。そして網の上にアルミホイルを敷き、ビーカーに入っていた白い粉を載せる。

			　着火。先輩はとろけるような笑顔で、白い粉を炙(あぶ)り始めた。やがてそれをスプーンですくいあげると、その匂いを堪(たん)能(のう)するかのように鼻で息を吸う。

			「いい匂い。嗅(か)いでるだけで頭がシャキッとしてきて……ほんとたまんねえよなあ……！」

			　心底幸せそうな先輩の言葉。それは俺たちの耳にはっきりと届いた。まさかの想像が当たってしまった。あのビーカーに入っている白い粉は、ほぼ間違いなく――麻薬かその類である。俺はすぐさま覗(のぞ)くのをやめると、音をたてないように注意しながらタイヤを降りた。

			「信じられない。先輩が、白い粉を炙(あぶ)ってる……」

			「どうする？」

			「止めるに決まってんだろ」

			「私もついていくわ。いざって時は、気絶させる準備ができてる」

			　どうやって隠していたのか不思議だが、靴(くつ)下(した)の中から細い杖(つえ)を取り出す先輩。小夜も木刀を構えて準備は万端だ。俺たちは揃ってうなずくと、倉庫の扉へと走る。軽く手をかけると、扉は開いていた。白泉先輩が何かしらの手段で鍵(かぎ)を開けて、そのままにしていたようだ。

			「いきますか」

			「ええ」

			「大丈夫だ」

			「おりゃあッ！」

			　叫びながら一気に扉を押し開くと、倉庫の中へとなだれ込む。白泉先輩はいきなりやってきた俺たちに、目を点にした。彼女は驚きのあまり身体をのけぞらすと、ひきつった声を出す。だが、さすがは辰(たつ)見(み)のドン。すぐさま平静さを取り戻すと、啖(たん)呵(か)を切る。

			「なんだよ、いきなり！　あたしに何か用か!?　桜、なにしに来やがった」

			「あなたの吸ってた白い粉、調べさせてもらうわ！」

			「先輩、なんでこんなことを！」

			「そうです！　麻薬なんてやると、破(は)滅(めつ)しますよ！」

			　だが、白泉先輩から返ってきたのは想定外の言葉だった。

			「あ、ああ!?　何言ってんだ？　あたしはただ、この砂糖でべっこう飴(あめ)を作ってただけだぜ？」

			　そういって白泉先輩がアルミ箔(はく)を広げると、そこには確かにあめ色に輝く固体があった。白い粉が解けたもののようだ。確かにべっこう飴と言われれば、そうとしか見えない。

			　だけど、先輩のあの恍(こう)惚(こつ)とした表情が忘れられない。というか、ただの砂糖をこんなところで炙(あぶ)るなんて普通あり得ない。苦しい言い訳に聞こえた。

			「でも先輩、それで頭がシャキッとするとかなんとか言ってたじゃないですか。ただの砂糖にはとても思えませんよ」

			「……いや、まあ。だけど、ほんとにこれはただの砂糖の一種だと思うぞ。売ってた人もそう言ってたし」

			「売ってた人？　先輩、やっぱり怪しすぎです！」

			　一瞬、しまったという顔をする先輩。小夜が、じれったいとばかりにビーカーへと手を伸ばす。そうして中の白い粉に鼻を近づけた彼女は、おやっという顔をした。

			「甘い匂いがするな。これは……確かに砂糖だ。間違いない」

			「だから言っただろ。もういいや、お前らにも教えてやるよ。河原で成績がアップする特別な砂糖だって売ってたんだ。怪しかったけど、試してみたら頭もスッキリするしテストもバッチリだったしな。これから図書館で勉強しようと思って使ってたんだ。テスト勝負を申し込んだ手前、桜には知られたくなかったんだがな」

			　白泉先輩の言葉を聞いて、小夜がすごい勢いで食いついた。

			「じゃあこれが、例の成績アップの薬なんですか!?」

			　小夜は身を乗り出すと、血走った眼で先輩の顔を覗(のぞ)き込む。その勢いたるや、鬼か悪魔か。さしもの白泉先輩もやばいと判断したのか、冷汗を流しながら深くうなずく。

			「それなら、ちょっと試してみようかな……」

			「おいバカ、やめろ！」

			「何が起きるかわからないわ！」

			「平気ですよ、どう見ても砂糖なんだから」

			「見た目はそうでも、どんな術式がかけられているかわからないわよ」

			「じゃあ、先輩がチェックしてください。もし危ないものだったら、すぐやめますから」

			「わかったわ」

			　先輩は砂糖をつまむと、目を細めて凝(ぎよう)視(し)した。唇が細かく動き、風のささやきのような音が響いてくる。指先がほんのりと淡い光を帯びた。細い蝋(ろう)燭(そく)のようだ。やがてそれが収まると、先輩は怪(け)訝(げん)な顔をする。

			「ほとんど、何の反応もないわね。かすかに魔力があるような気がするけど、これぐらいなら自然の範囲内ね」

			「ということは、大丈夫ってことですか？」

			「今のところは」

			「じゃあ、いただきますッ！」

			「あ、ちょっと！　やっぱりやめておいた方が！」

			「調べて大丈夫だったんですから、平気です！」

			　そういうと、小夜は俺たちの制止を振り切り、砂糖を一つまみ食べてしまった。口に入れた瞬間、彼女の目じりがとろんと気持ちよさげに下がる。

			「おお、これ結構美味(おい)しい……」

			「ただの砂糖にしてはうまいだろ？　べっこう飴(あめ)にするとな、香ばしさが増してもっといい感じだし効果が増すらしいぞ！」

			「ぜひください！」

			「待って！　その砂糖はほんとに砂糖なのかもよくわからないのよ。やめて！」

			「そうだって！　そんな怪しいものを食べたりしたら……あれ？」

			　そう言ったところで、俺は白泉先輩の姿に違和感を覚えた。あるべきはずのものが、何か欠けている。いきなりだまし絵でも見せられたかのような、奇妙な感覚だ。

			　いったいどこが足りていないのか。彼女の体を上から下までしっかりと確認する。すると、胸元のあたりにわずかな違いがあった。おっぱいマイスターたる俺でなければ気づかないほどの、わずかな差ではあるが。

			「白泉先輩。その……」

			「なんだ、はっきり言えよ」

			「胸、小さくなりました？」

			　俺の問いかけに、場の空気が凍りついた。

			　なに言ってんだこいつ。そういわんばかりの冷ややかな視線が、容(よう)赦(しや)なく向けられる。

			　白泉先輩は憤(ふん)怒(ぬ)の形相を浮かべると、拳を構えた。そしてその状態で、ずいっと俺に身を寄せてくる。やばい、かなりの地(じ)雷(らい)を踏んでしまったようだ。

			　俺は眼前に迫った先輩に対して、全力で頭を下げて釈明する。

			「べ、別に先輩が貧乳とかそういうわけじゃないんです！　ただ、昨日とかに比べると胸の勢いが若(じやつ)干(かん)ないかなーとか思っただけで！　悪気はなかったんですよ！　はいッ！」

			「ふん！　あたしのこの胸に文句があるなんて、何の冗談……ありゃ？」

			　左手で軽く胸を持ち上げた先輩の動きが、にわかに静止した。彼女は慌てて視線を下げると、今度は両手で自身の胸の質量を確認する。白い指先が、執(しつ)拗(よう)にふくらみを揉(も)みしだいた。だがそのたびに、顔の焦(しよう)燥(そう)が色濃くなっていく。

			「ウソだろ!?　ほんとに小さくなってる！　つか、今も縮んでる！」

			「えッ？」

			「そんなバカな」

			　小夜と千歳先輩も、大慌てで先輩の胸元を覗(のぞ)き込んだ。彼女たちの目の前で、次第次第に先輩の胸は勢いを失っていく。大胆に露出された谷間が、少しずつ浅くなっていった。支えを失った淡い緑のブラジャーが緩んで、布があまり始める。

			「な、なんだよこれッ!!」

			　髪を振り乱しながら、叫ぶ。狼(ろう)狽(ばい)しきったその顔には、かすかな狂気すら浮かんでいた。彼女は逃げていく肉をどうにかとどめようと、自分で自分の胸をわしづかみにする。だが、白い肌が赤くなるほどつかんでも、次第に指と肌の間に隙間ができていく。

			「ああ、なくなるッ!!」

			　文字通りスイカほどもあった胸は、いつの間にかすっかり小さくなっていた。その最後のふくらみも時とともに溶けてなくなり、正真正銘、まったいらになる。並の貧乳なんてレベルではない。完全な板だ。

			「ど、どういうことだ!?」

			「わからない。砂糖からは魔力の反応を感じなかったのに。もう一度見るわ、砂糖を貸して！」

			「はいッ！」

			　ビーカーを手にすると、急いで千歳先輩に差し出す。彼女はそれを少しつまむと、掌(てのひら)に乗せて広げた。粒の一つ一つまで見通すように、砂糖を真剣な眼差しで観察する。

			「これは、やられたわね！　どうやら、砂糖はただのマーカーみたい。術式が砂糖にかけられているわけじゃないから、気づかなかったのよ！」

			「どういうことですか？」

			「大規模な術式がどこかにあって、そのターゲットに『この砂糖を食べた人』って設定してあるのよ。砂糖自体はごくごくわずかな魔力しか持っていないから、調べてもわからなかったんだわ！」

			「そんな……」

			「私のミスよ。簡単なからくりだけど、見破れなかった」

			　悔しげな顔をすると、地(じ)団(だん)太(だ)を踏む千歳先輩。まんまとしてやられてしまった。彼女は唇をかむと、拳を握りしめる。

			「それで、大規模な術式っていうのはどんな術式なんですか？」

			「そこまでは……。竜前寺君、ステータスに変化は？」

			「えっと……あッ！　容姿が20も低下してます！」

			　白泉先輩のステータスを見ると、容姿が80から60へと変化していた。それを聞いた千歳先輩は、顎(あご)に手を当てて目を細める。

			「……なるほど、興味深いことがわかったわ」

			「やっぱり、原因は容姿の減少ですか」

			「ええ、おそらくは。でもそれだけじゃない」

			「どういうことですか？」

			「凜の胸がなくなったのは、おそらくステータスのせいだわ。魂力を抜かれたんでしょうね。けどそれ以上に、胸が縮んだことで容姿の数値が減ったってことが興味深いのよ」

			「はあ、俺にはよく意味がわからないんですけど」

			「私にも」

			　そろってうなずく俺と小夜。先輩はやれやれと首を振った。

			「いい、世の中には胸が小さい方がいいって考える人もいるわ。だから、胸が小さくなった、イコール、醜(みにく)くなったとはとらえられないの」

			「おお、そういわれると確かに！」

			「そうか？　胸なんてでかけりゃでかいほどいいだろ」

			　眉(まゆ)をひそめる白泉先輩。俺はわかってないなと首を振る。

			「いいえ、世の中には貧乳じゃなきゃダメって奴もいます！　俺は、大きい方が好きですけど」

			　一年の男子にも数人だけだが、胸が小さくなきゃ絶対にいやだって奴がいる。少数派だけど、確かに存在はしているのだ。そういう連中からしてみれば、今回の変化は逆に容姿の向上と捉えることができるだろう。そう考えると、少しばかり奇妙な状態だ。

			「おそらくだけど、ステータスは誰かの主観に基づいて判断されてるのよ。観測者であるあなたの可能性が一番高いけど、厳密には判断しかねるわね」

			「つまり、容姿の数値が高いってことは……それだけタクトの理想に近いってことですか？」

			「あくまで、タクト君が主観だとすればだけどね」

			　先輩の答えに、小夜はなるほどと手をついた。そして俺の顔を見ると、少々恨(うら)めしげな顔で詰め寄ってくる。

			「つまり、私はお前好みに改造されたってわけか……」

			「おいおい、人聞きが悪いな！」

			「だけど実際、そうじゃないか？　今の私の容姿は、お前の理想そのものなんだろ？」

			「確かにそうだけど……客観的に見ても間違いなく美人になったと思うぞ！」

			「そうだとしても、なんだか納得が……」

			　視線を交差させ、火花を散らせる俺と小夜。深刻な問題だけに、ちょっとやそっとのことでは妥協なんてできない。互いの対立は次第に深まり、距離が開いていく。緊迫した空気が倉庫の中に満ちた。

			　だがそれを、白泉先輩の怒号が一(いつ)蹴(しゆう)する。

			「何でもいいから！　あたしの胸を何とかしてくれッ！　それに、お前ら何なんだ！　さっきからわけわかんねーことばっかり話してようッ！」

			「あ、ああ！　はいッ！」

			「わ、私が説明しますッ！」

			　俺も小夜も、不良には頭が上がらなかった。戦いをあっさり中断すると、二人して先輩への事情説明を始める。

			　とはいえ荒唐無稽で、おっそろしくファンタジーな内容の話だ。時々、千歳先輩のフォローが入るので話としてはわかりやすくなっていたが、およそ受け入れがたいものである。常人ならば、間違いなく冗談だと思うだろう。それか、俺たちの頭がおかしいと考える。

			　けれどそれを、白泉先輩はあっさりと受け入れてしまった。

			「えっと、桜が魔(ま)導(どう)師(し)で、竜前寺はステータスが見える超能力者ってことか」

			「まあ、そんな感じです」

			「だいたいあってるわ」

			「すっげー！　なんでそんなこと隠してたんだよ！　めちゃくちゃ楽しそうじゃねーか！」

			　想像していたよりも、はるかに子どもっぽい反応。白泉先輩は目を輝かせると、次々に質問を浴びせかけてくる。まるで、特撮ヒーローと出会った子どものようだ。それも、最近のませたガキではなく昭和の純粋な子どもである。

			　辰(たつ)見(み)のドンとか言われている白泉先輩の、実に意外な一面。俺たちは互いに顔を見合わせると、苦笑する。

			「なあなあ、秘密基地とかあるのか？　もしないんだったら、いい場所知ってるぜ！」

			「それより、今は先輩の胸を取り戻さないと」

			「そうですよ。さっき、凄く大事そうにしていたじゃないですか」

			「ああ？　そうだったな!!　何とかしねーと！　けど、どうやって？　この砂糖を買った相手は、たぶんもうトンズラしてるぜ」

			「そうね。すでに身を隠した可能性は高いわ。……うーん」

			　顎(あご)に手を当て、心底弱った様子で首をかしげる千歳先輩。

			　俺たちにも、特に案なんてなかった。姿を消してしまった顔も知らない人間を、はたしてどうやって見つけるのか。それに見つけたとして、どうすれば先輩の胸は帰ってくるのか。問題は山積みだ。解決の糸口すら、思いつかない。何から手を付けていいのかすらわからないような段階だ。

			　俺たちが困りきっていると、ちょうどそのタイミングを見計らっていたかのように、突然、聞きなれない声が響いた。

			「私、犯人を知っています」

			「だれッ!?」

			　外から聞こえたその声に、俺たちは全速力で振り返る。するとそこには、一人の少女が立っていた。中学生ほどに見える彼女は、この学校とは違う制服を身に着けていた。

			「あ、君は……！」

			　よく見ればこの間、俺にぶつかりそうになった自転車の女の子であった。いったい何をしに、ここにやってきたのだろう。

			　俺はそっと、先輩に耳打ちをする。

			「先輩、この子は多分……」

			「藤堂？」

			「いえ、この間の朝に見た子なんですが……」

			　彼女は警(けい)戒(かい)する俺たちをよそに、つかつかと倉庫の中へ足を踏み入れてきた。正体がつかめない。俺はすぐさまステータスを呼び出して、彼女が何者なのかを確認する。

			　

			・名前：白(しろ)銀(がね)　リコ

			・年齢：14

			・種族：人間

			・職業：中学生　魔(ま)導(どう)師(し)

			・ＨＰ：30

			・ＭＰ：20

			・筋力：45

			・体力：55

			・知能：70

			・器用：80

			・速度：60

			・容姿：75

			・残りポイント：80

			　

			・スキル：黒魔術

			　

			「魔導師……!?」

			　この見た目と幼さで、魔導師なのか。俺は驚きのあまり、少女の身体を上から下まで念入りに観察した。溌(はつ)剌(らつ)とした印象の整った顔立ち。やや茶色を帯びた透明感のある瞳(ひとみ)に、桜(さくら)色の唇。栗色のツインテールは長く艶(つや)やかで、輝くようだった。肉付きはやや薄いが胸はしっかりと盛り上がっており、活動的で明るいごく普通の少女にしか見えない。先輩のような怪しげな雰囲気があるわけでもなく、ましてラルネのような邪悪さなどかけらもない。街を歩けばすぐに景色に溶け込めるような、そんな少女だ。

			　しいて言うなら、瞳の奥に強い光が宿っている気がするが……。普通と異なる点と言えば、それぐらいだろう。

			「私の正体に気づくなんて、あなたがステータスの見える人なんですね？」

			「な、なんでそのことを！　誰だッ！」

			「聞いてなかったですか？　私があなたのことを調査するために派(は)遣(けん)された魔導師ですッ！」

			「え？　こんなので？」

			　白銀さんの小ささに驚いた小夜。彼女は思わず、白銀さんの体を上から下まで見渡す。するとたちまち、グーパンチが飛んだ。それを受け止めた小夜は、目つきを変える。

			「……できる」

			「あなたこそ、私のパンチを止めるなんて凄いです。初めてですよ！」

			「どうやら、只者ではないことは確かなようだ」

			　これが本当の、拳で語り合うというやつなのだろうか。小夜はやけに納得したような顔をして、うんうんとうなずいた。その瞳(ひとみ)はキラキラとしていて、嫌にさわやかである。武道家には、常人には理解しがたい独特の世界があるらしい。

			「先輩、あの人ですか？」

			「さあ。私も、実際に顔を見たことはないから。けど大丈夫、ちゃんと区別する方法はあるわ」

			「……魔法をぶつけて語り合うんですか？」

			「まさか。私はそんなことしないわ。もっと文化的な方法があるから」

			　そういうと、先輩は白銀さんの瞳を覗(のぞ)き込んだ。まっすぐで、どこまでも見抜かれそうな冷(れい)徹(てつ)な視線。並の人間なら、たちまち汗の一つでも垂らしそうだ。だが、白銀さんは表情を硬くしつつも、うろたえることなくその目を見つめ返す。

			「あなたの師匠は？」

			「ミッシェル・カーチスという女の人です」

			　先輩の目が、わずかに細められた。彼女はふむふむとうなずく。

			「そう、じゃあ師匠が飼っている亀の名前は覚えてる？」

			「フォルス・マグネ・ル・ペトーレ三世です」

			「……なるほど。スラスラ出てきたってことは間違いないわね」

			「はい。覚えさせられましたから」

			「間違いないってことかしら」

			　照れくさそうに頬を赤らめると、ペコっと頭を下げる白銀さん。その様子を見た先輩は、先ほどまでとは打って変わって、満足げに目を細めた。その表情からは険しさが完全に抜けている。

			　あれ、いやにあっさりと信用したな……。いつもなら他人はすべて泥棒と思えを地で行くのに。どことなく覇気が感じられない。そのことに小夜も違和感を覚えたようで、不安げな目を向けてくる。

			「先輩、ほんとにいいんですか？」

			「ええ、大丈夫よ」

			「先輩が信じるのなら、私は信じますけど……」

			「しかしあなた、ずいぶんと遅かったわね。何をしていたの？」

			「ずっと、千歳さんがどこにいるか探してたんですよ！　師匠から渡された地図が、もうわかりにくくって！」

			　そう言うと、白銀さんは肩に提げていたカバンから一枚の地図のような物を取りだした。Ａ４サイズほどのそれはひどく単純に描かれていて、辰(たつ)見(み)高校と駅が一本線で結ばれている。実際は、あいだに商店街があったり交差点があったりするので、一本道なんかじゃないはずなんだが……物凄く大雑把に書いた結果らしい。さながら、小学生が走り書きしたようなクオリティだ。これではたどりつけるわけがない。

			「師匠が渡したのはこれだけ？」

			「は、はい。あとはこづかいぐらいです」

			「いつにも増してひどいわね。ま、いいわ。それで私の情報を集めているうちに怪しい奴を見つけたってわけか」

			「はい！」

			「それで、あなたが知ってる犯人は誰なの？」

			「犯人は藤堂成美という名前の魔(ま)導(どう)師(し)です！」

			　やっぱりそうか！　白銀さんの言葉に、俺と小夜は揃ってうなずく。あいつはこの上なく怪しかったし、やけに素(す)性(じよう)を隠していた。何より、俺から先輩の情報を聞くために、得体のしれない魔術まで使っている。まさに疑うならこいつしかいない。

			　先輩も予想していたとおりだったのだろう。白銀さんの言葉に、なるほどといった顔をする。

			「藤堂ね。私も、名前は聞いているわ。二十代後半ぐらいの……オカマらしいわね」

			「はい。私もいろいろと調べたんですが、どうやらこの町である術式の実験をしているようで」

			「あ、そういえば……」

			　俺は、この間拾ったチラシをカバンから取り出して見せた。たちまち、白銀さんの目が丸くなる。

			「それ！　なくしたと思ってたのに……どこで拾ったんですか!?」

			「この間、俺とぶつかりそうになったときだよ。覚えてない？」

			「いえ、最近は忙しかったので……」

			「なるほど。もしかして藤堂とつながってたらどうしようと思ってたけど……全力で調べていたってわけか」

			　あれから少し不気味に感じていたのだが、そういうことか。胸をなでおろし、ほっと息をつく。

			　だがそんな俺とは対照的に、深刻な顔をした先輩が白銀さんに詰め寄る。

			「それより、大規模な術式って何かしら？　魂力を抜き取るもののこと？」

			「ええ。かすかに魔力を込めた砂糖をマーカーにして、大規模に魂力を奪うってものです。砂糖を効率よくばらまくために、餌として一時的に魂力を割り振ることもできるようですが」

			「使(し)役(えき)魔(ま)が魂力を奪う技みたいな感じかしら？」

			　以前、七瀬が変化した使役魔と戦った際に、小(さ)夜(よ)が食らった技である。あのときの小夜は魂力――俺のステータスでいうところの、残りポイントに当たる――をすべて俺の能力で割り振ったあとでゼロだったため、特に何事もなかった。今回もそうならば、最悪、事前に残りポイントをすべて割り振ってしまえば大丈夫だろう。

			　しかし、白銀さんは肩をすくめると渋い顔をする。

			「あれとは少し違うんです。今回、発動している連中の術式は、形質変化した魂力でも奪うことができるんです」

			「どういうこと？」

			「魂力は、本人の希望に応じて少しずつ己を変化させるために使われていきます。たとえば、足が速くなりたいと願えば、足を強化するように使われます。まあ、そうやって消費されていくのはかなり少ない割合なんですがね。今回の術式は、そうやって使われたものも根こそぎ奪い去ることができます」

			「なるほど。それじゃあ、胸がなくなった凜は……」

			　笑いを堪(こら)え切れずに息を吹き出すと、千歳先輩は白泉先輩の方を覗(のぞ)き込んだ。

			　白泉先輩は慌てて胸元をガードすると、顔を真っ赤にする。その様子は、高校の番長というよりは一人の乙女だった。

			　へえ、白泉先輩にもこういう面があったのか。意外な事実に、思わず息が漏(も)れる。

			「い、いいだろ別に！　乳がでかくなりたいって思ったって！」

			「問題はないけど、意外ね」

			「てっきり、胸なんて邪魔だってタイプだと思ってました」

			「俺も」

			　予想外の事実に、声を揃えて騒ぐ俺たち。

			　先輩は顔から火を噴きそうになりながらも、反論する。

			「あ、あたしはな、ずーっと男女って言われてきたんだよッ！　確かにやってることは野郎っぽいし、言葉遣いもがさつすぎっけどさ。さすがにガキの頃から言われ続けたら、やになるだろうが!!　だから……その……乳があれば女って意識してもらえるだろうなって」

			　そう言われれば、確かに先輩は男っぽい。体つきは大柄だし、顔も非常に整ってはいるが、男に見えないこともない。声も結構低めだ。ボディラインが全力で女性だと主張していたので、男だと認識したことは一切なかったが、そうでなければ勘違いしてしまったかもしれない。事実、胸がペちゃんこになった先輩は男装が非常に似合いそうだった。

			　そんな先輩の言葉にシンパシーを感じたのだろう。小夜は瞳(ひとみ)を輝かせると、先輩の顔をずいっと覗き込んだ。そして、彼女の手をがっしりと握る。

			「わかります！　凄くわかります！」

			「そ、そうか？」

			「ええ！　私も昔はそうでしたから！」

			　首が折れてしまうんじゃないかと思うほど、勢い良くうなずく小夜。先輩はその様子に少しばかり面食らう。

			「お前はどう見ても、女にしか見えねえけどな？」

			「そんなことないです。オーガとか、地上最強の生物とか……もう好き放題言われてました！」

			「ウソだろ？」

			「いえ、ホントに昔は……」

			「あら、昔とは限らないかもしれないわよ」

			　千歳先輩の冷めた言葉が響く。小夜は目を丸くすると、彼女の方を見た。

			「あなた、さっきの砂糖を少し食べたでしょ？」

			「あッ……。でも、今のところ何もないですよ」

			　冷や汗を流しつつも、小夜は笑ってごまかした。

			　しかし、白銀さんが絶望的な事実を告げる。

			「効果は遅れてやってくるんです。最初は使われていない魂力を、知能アップに使います。これが、砂糖をばらまくための餌ですね。それで、十分に砂糖が行き渡ったところで、次は魂力を根こそぎ奪い取るんです！」

			「もし、砂糖を食べる前に魂力がすべて消費されていたら？」

			　小夜の問いかけに、白銀さんは軽く考え込んだ。彼女は顎(あご)に指を当てると、考えを反(はん)芻(すう)するように何度かうなずく。

			「そうですね……そんなことまずないんですけど……。どちらにしても、それまでに消費された魂力は全部、抜き取られるんではないでしょうか」

			「全部？」

			「はい、まるっと」

			　無(む)慈(じ)悲(ひ)の宣言。小夜の顔が、にわかに石化した。彼女はゆっくりと自身の体を見下ろすと、額から大量の汗を垂らす。白い歯が震えて、カチカチと耳障りな音を鳴らした。恐怖と焦(しよう)燥(そう)。豪胆な彼女が普段は決して見せないような感情が、露わとなる。重苦しい圧迫感を伴った沈黙が、周囲を包んだ。

			　やがて小夜は顔をゆっくりと持ち上げると、今度はせきを切ったような勢いで話し出す。

			「どうすればいい!?　ど、どうすれば、魂力を奪われないですむ!?」

			「そ、そうですね。魔術は夜に強まります。日が沈むまでに藤堂を倒すことができれば、大丈夫でしょう！」

			「もう奪われちまったのも、何とかなるのか？」

			　胸を押えながら、白泉先輩が尋ねる。

			　白銀さんは、先輩のあまりの剣幕に顔をひきつらせつつも、軽くうなずいた。

			　たちまち、先輩の顔が喜びで満ちていく。死にかけていた顔が、一気によみがえった。

			「よっしゃあッ！　とっとと倒そうぜ！」

			「でも、どこにいるのかが……先輩、知ってますか？」

			「あたしが砂糖を買ったときには、河原にいたぜ。でも、もういなくなっちまっただろうけどな」

			「怪しい場所を、しらみつぶしで探してみるしかないかしら……」

			　窓の外を見ながら、千歳先輩は低い声でつぶやく。スマホを取り出してみれば、時刻はすでに午後三時。この時期の日没はだいたい六時くらいだから、タイムリミットはあと約三時間しかない。ローラー作戦をするには時間が苦しすぎる。

			「白銀さん、何か手がかりはないの？」

			「この町内にいることはわかってます。術式の範囲から考えて、そんなに離れられないですから」

			「町内と言っても結構広いぜ？　使われてない工場とか廃墟だけで、相当数あるぞ」

			「あなたの舎(しや)弟(てい)は使えない？　無駄に人数いたでしょ？」

			　辰(たつ)見(み)のドンというだけあって、白泉先輩には結構な数の舎弟がいる。彼らを動員できればそれなりに役立つだろう。

			　けれど、白泉先輩は渋い顔をする。

			「今日はダメだ。全員テストがやべえからな。緊急事態だっていえばそれでも集まるだろうが……魔法のことなんて、そんなに広められねえだろ？」

			「そうね。一般の人に盛大に広めるのはまずいわ」

			「じゃあ、難しいな。スマン」

			「うーん、どこかにいい手がかりはないかしらねえ」

			「そうだ、赤塚！」

			　ここで俺は、白泉先輩のことを教えてくれた赤塚のことを思い出した。あいつも、砂糖の購入者だったはずだ。今頃どうなっているのか。心配が顔をのぞかせる。

			「俺のクラスにも、砂糖の購入者がいます！　あいつなら何か知ってるかも！」

			「あ、そういえばそうだったわね。彼に聞いてみましょう！」

			「私もついていきますッ！」

			「それなら、全員で行ってみようぜ」

			　白泉先輩の声に、皆が応じた。こうして、五人そろって教室へと走る。血相を変えて廊下を駆け抜けるその姿に、すれ違った生徒たちは皆、眉(まゆ)をひそめた。

			　特に白銀さんは、うちの学校とは違う制服を身に着けているために、悪い意味で注目を浴びまくりだ。この分だと、明日の朝は質問攻めだな。

			「お、なんだ？」

			「やけに混んでるな」

			　教室の前へ着くと、ちょっとした人だかりができていた。騒がしい彼らをかき分けてドアを潜ると、見慣れない少年の姿が目に飛び込んでくる。

			　身長はかなり低めで、百五十センチそこそこ。線が細く、一歩間違えば女の子にも見える。顔の輪(りん)郭(かく)は柔らかで、ブラウンの瞳(ひとみ)が大きかった。鼻は少々低めだが、愛(あい)嬌(きよう)がある感じだ。年齢は中学生くらいだろうか。幼く見える。

			　こんなやつ、このクラスにいただろうか。むしろ、この学校にいたか？　うちの制服を身に着けているが、着ているというよりは着られているという感じだ。ダボついていて、ズボンのすそが床をこすっている。

			「誰だ？　誰かの弟か」

			「違う！　俺は赤塚だ！」

			「はあ!?」

			「そんなバカな！　赤塚はもっとデカい感じだったぞ！」

			　手を頭のてっぺん近くまで上げて、小夜は赤塚の身長を表現した。俺の知っている赤塚は、確かにそれぐらいの身長があったはずだ。間違っても、こんなに小さくはない。

			「もしかして……！」

			　慌ててステータスを開くと、少年は確かに赤塚だった。ただし、容姿が20、筋力が15も減っていた。身長と筋肉が減ってしまったがために、こんな子どもっぽい状態になってしまったらしい。俺は改めて彼の体を上から下まで見渡すと、おいおいと額に手を当てる。

			「この人、やっぱり赤塚君なのね？」

			「はい、間違いないです」

			「おい、どういうことだ？　説明してくれよッ！」

			「話はあとで。それよりあなた、成績をよくするための薬を買ってたわよね？」

			「そうだけど、それよりも――」

			「いいから。話して」

			　千歳先輩の低く、迫力のある声。まさに魔女といった趣(おもむき)の、凍(い)てつき有無を言わせぬ響きだ。その雰囲気にのまれた赤塚は、動揺するものの、すぐさま先輩に従う。

			「あ、はい！　河原で買いました」

			「どういう人から買ったの？」

			「顔は良く見えなかったけど、女だったかな」

			「おそらく藤堂ね、間違いない」

			「それで、その女がその後どうしたのかはわかりますか？」

			　先輩と入れ替わりで、白銀さんが尋ねる。だが、赤塚は首を横に振った。

			「さあ。そんなことまでは……」

			「そうですか、残念です」

			「でも、もう少し売りたいみたいなことは言っていたかな？　もしかしたら、まだ売っているかも」

			「本当!?　ちなみに、買ったのはどこの河原ですか？」

			「ええっと……」

			「地図ならあたしが持ってるぜ！」

			　白泉先輩は、カバンから『関東道路地図』なる本を取り出した。かなり本格的なもので、ちょっとした辞書ぐらいの厚さがある。相当に重そうなのに、なんでわざわざ学校にそんなものを持ってきているのか。千歳先輩があきれたように眉(まゆ)をしかめる。

			「どこで使うつもりだったのよ、それ」

			「バイク乗りには地図が必(ひつ)須(す)だぜ？」

			「あなたが乗ってるのは、自転車じゃない」

			「自転車こそバイクだろうが！　何言ってんだ」

			「……ついていけないわ」

			　千歳先輩はやれやれと肩をすくめた。それをよそに、白泉先輩は素早くページをめくると、辰(たつ)見(み)川と書かれた場所を指さす。

			「河原っていうと、このあたりか？」

			「だいたいそこぐらいです」

			　赤塚が指差したのは、学校からまっすぐ北に進んだ先にある橋のたもとだった。ここからわずか五百メートルほどの場所だ。

			「近いな、すぐに行けるぜ」

			「さっそく、行ってみましょうか」

			「私はちょっとここに残るわ。事態の収拾をしないと」

			　赤塚の変化に、混乱を見せる生徒たち。千歳先輩は彼らを一(いち)瞥(べつ)すると、ふうっと息をついた。彼らを放置してこのまま出発したら、事態がどんどん拡大してしまうだろう。誰か、この場を収める人が必要だ。その意味で、生徒会長の千歳先輩は適任だといえる。

			「わかりました。では、私が指揮を執りますね！」

			　白銀さんが任せてくださいとばかりに胸を張る。その様子に白泉先輩はむっとした表情をしたが、自身は魔法が使えないので、仕方なく折れた。

			「戦いになったら、私がサポートしよう。それなりには役立つはずだ」

			「あたしもやるぜ！　喧(けん)嘩(か)殺法を見せてやらあッ！」

			「ちょっと待って。神凪さんと凜の二人にはいいものを上げる」

			　千歳先輩は二人に近づくと、そのまま彼女たちを連れて教室の端へと移動した。そこで三人は顔を寄せ合うと、何やらこそこそと話し始める。

			　やがて、二人はこちらを見てハッとしたような顔をした。白泉先輩が何事か叫ぼうとした。が、その口をすかさず千歳先輩の手が押える。いったい何を話しているのか。気になるあまりこっそりと聞き耳を立てるが、周囲の雑音に紛れて聞こえなかった。

			「よし、これで準備完了よ。いってらっしゃい」

			「はいッ！」

			「おうよッ！」

			　先輩から離れて、こちらに戻ってくる二人。俺は小夜の横に立つと、その肩を小突く。

			「なあ、何を話してたんだ？」

			「女同士の内緒話だ。男が聞くもんじゃない」

			「そういわれると、ますます気になるというか……」

			「どうだっていいだろう」

			「さ、行きますよ！」

			　白銀さんに手を引かれ、俺はしぶしぶながらも動き出す。見れば、白泉先輩はもう廊下のかなたにいた。せっかちな彼女は、俺が動き出すのを待ちきれなかったようだ。

			「おら、とっとと行かねえと置いていくぞ！」

			「は、はいッ！」

			　いらだたしげな声にビビりつつも、急いで走り出す。こうして俺たち三人は、藤堂がいるかもしれない河原へと向かったのだった。

		

	
		
			　

			第10話　河原と占い

			　

			　走ること数分。俺たち四人は無事に橋のたもとへとたどりついた。この町を東西に貫(つらぬ)く二級河川、辰(たつ)見(み)川。その河川敷は青々とした芝生になっていて、かなりのスペースがある。さすがにサッカーや野球は厳しいが、だいたいのスポーツはできるだろう。もっとも、そこまで整備が行き届いているわけではないので、草や凸(でこ)凹(ぼこ)に気をつけなければならないだろうが。

			　堤防の上から下を眺めると、橋の下に学生が並んでいるのが見えた。その先には、顔をベールで隠した、いかにもといった雰囲気の女性が座っている。彼女の前に置かれた台の上には、怪しげな鏡が輝いていた。間違いない、あれが藤堂だな。

			「あれだな。性(しよう)懲(こ)りもなく店を開きやがって！」

			「わかりやすすぎるぐらいわかりやすいな……」

			「二人いますけど、もう一人は仲間でしょうか？」

			　白銀さんが指差した先には、藤堂と同じようにベールで顔を隠した女性がいた。二つに分けられた金髪が、ぴょこぴょこと尻尾(しつぽ)のように揺れている。外人さんだろうか。

			「あの女、なんか見覚えがないか？」

			「そうか？」

			「あの金髪とか、どこかで……」

			「金髪なんて、世界にはいっぱいいるだろ」

			　釈然としない顔をする小夜をよそに、俺たちは静かに藤堂たちの下へと接近していく。橋(きよう)脚(きやく)の陰に隠れて、横からゆっくりと。音をたてないように。芝生の地面を滑るようにしながら、藤堂たちのそばへとたどりつく。するとそのとき、白泉先輩が落ちていた雑誌で足を滑らせてしまった。

			「タタタッ！　誰だよ、こんなところに雑誌を捨てた奴は！　つか、エロ本かよ！」

			「うわァ、凄い……」

			「これは……」

			　袋とじが破れて、開脚したお姉さんの姿があらわとなった。それに思わず放心して、思考停止状態になる俺たち。特に小夜と白銀さんは、動きが完全に止まってしまった。たちまちその姿を、藤堂たちに見とがめられる。

			「た、大変です！　竜前寺さんたちが来ちゃいました！」

			「まずい！　逃げるのじゃッ！」

			　鏡と段ボール箱を抱えると、藤堂とお付きの女は一斉に走り出した。

			　俺たちは思考を再起動すると、すぐさま彼女たちを追いかける。いきなり始まった逃亡劇に、ざわつく学生たち。静かだった河川敷が、一時騒然となった。

			「待てオラァッ！　乳返せッ!!」

			　猛スピードで逃げる二人を、白泉先輩が驚異的な脚力で追い上げていく。おっぱいの恨みは恐ろしい。その目は完全に血走っていた。走り方もさながらター○ネーターのようで、腕の振り方が独特である。

			「ええいッ！　これでもくらうのじゃッ！」

			　藤堂は懐から小さなツボのようなものを取り出した。形からすると、香(こう)炉(ろ)か何かだろうか。その蓋(ふた)を開くと、中に入っている灰を一気にぶちまける。

			「うがッ！」

			「目が、目がッ！」

			「せ、線香臭い……！」

			　突然の攻撃に、後ろを走っていた俺たち三人はたまらず立ち止まった。強烈な線香の香りと、目に入る灰。鼻と目からのダブルパンチに、思わず涙が出てくる。ハーブか何かが主成分として入っていたのだろう。口と目がすーすーして、とにかくきつい。隣から、ごほごほと咳き込むような音も聞こえた。粘膜を一撃でやられてしまったようだ。

			「はははッ！　どうじゃッ！」

			「んなもん、効くかァッ！」

			「うそッ!?　特別配合の灰ですよ!?」

			「やりおるッ！」

			　俺たちが咳き込むのを尻目に、先輩は平然と逃げ去る二人に追いついた。腕で目と口をガードし、一気に強行突破したらしい。彼女によって追い詰められた二人は、とうとう観念したのか動きを止めた。その場に腰を下ろし、お願いとばかりに手を組んで祈る。

			「すみません！　つ、つい出来心だったんです！」

			「出来心ですむかッ！　このアマ、とっちめてやるッ!!」

			「ひいッ！　姉さまも何か言ってくださいよう！」

			「わ、わしはこう見えても今年で百二歳になる年寄りじゃ。ほんとじゃぞ！　ま、まさかそんな年寄りは殴らん……よな？」

			「はあ？　何言ってんだ？」

			　身を寄せ合い、ぶるぶる震えながら釈明する二人。その言葉を聞いた白泉先輩は、あきれたように首をかしげた。どうも、二人は藤堂ではないような雰囲気だ。というか、さっきの焼灰攻撃と言い、年齢と言い……。この人たち、もしかして。

			　遅れてその場にたどりついた俺と小夜は、互いに顔を見合わせる。小夜の方も、二人の正体に気づいたようだ。

			「ほいッ！」

			「あ、とっちゃダメですよッ！」

			「……やっぱり竹田さんか」

			「こっちは美代さんですね」

			　ベールをとると、姿を現したのは竹田さんと美代さんだった。藤堂だと思っていた方が美代さんで、付き人をしていたのが竹田さんだ。二人してこんなところで何をやっているのか。俺も小夜も、そろってやれやれと頭を抱える。その様子を見た白銀さんは、すぐさま俺たちに尋ねてくる。

			「あの、お知合いですか？」

			「……同じ学年の友達と、その曾(そう)祖(そ)母(ぼ)だ」

			「え？　どういうことですか!?」

			「それは二人に聞かないと。でも、だいたいの見当はつくな……」

			　二人に近づくと、中腰になって顔を覗(のぞ)き込む。たちまち、竹田さんが半泣きになりながら事情を話し始めた。

			「竜前寺さんに頑張ってもらったのは良かったんですけど、実際に宣伝効果が出るのには結構時間がかかるってことがわかりまして……」

			「うんうん、それで？」

			「ご神水にも、一応期限というものがあるんです。なので、できるだけ早いうちに売らないといけません。そこで……」

			　言いにくそうに、言葉を濁した竹田さん。そのあとを、すかさず美代さんが引き継ぐ。

			「ここの河原で、変な薬を売っていた女に目を付けたんじゃ。そいつに成りすましてご神水を売れば、たくさん売れると思ってのう」

			「……お守りが売れなくなった原因の薬を、逆に利用したと？」

			「まあ、そういうことじゃの。実際、一時間ほどでかなりさばけたぞ！　いや、我ながら実にナイスなアイデアじゃった！」

			　ドヤっと胸を張る美代さん。

			　いやいやいや！　仮にもお寺の人がいったい何をやっているんだ!?　この間、俺がやったのもかなり詐(さ)欺(ぎ)っぽかったけど、今回はまんま詐欺じゃないか！　せこい商売をするにも、限度ってものがあるだろう。

			「……それ、騙(だま)してませんか？」

			「いや、わしらはただここの河原でご神水を売っておっただけじゃ」

			「そうですよ、何も言っていません！」

			「いや、それが詐欺なんじゃ――」

			「もういい。二人とも、ちょっとこっちへ来てくれ」

			　俺の話を打ち切り、小夜が前面に出た。その目は冷え冷えとしていて、背中からただならぬ気配が放たれている。オーガ、地上最強の生物。俺は、小夜がかつてそう呼ばれていた頃の姿を幻(げん)視(し)した。ヤバい、危機を察知した体が本能的に震える。今の小夜の姿は、それほどまでに恐ろしかった。

			「待ってください！　話せばきっとわかりますよ！」

			「年寄りの言うことはの、ちゃんと聞くものじゃぞ！」

			「うるさいッ！　今日という今日は、年寄りだろうが神だろうが仏だろうが、問答無用ッ!!」

			　小夜は二人の服をつかむと、そのまま近くの草むらまで引きずって行った。やがてガシッボカッと、漫画さながらの派手な音が響いてくる。おいおい、あれが人間を殴る音か……？　あまりの音の大きさに、俺と白銀さんはたまらず顔をひきつらせた。

			　一方で、白泉先輩は自身も参加したいとばかりにうずうずした顔をしている。

			　しばらくして、草むらからほうほうの体で竹田さんと美代さんが出て来た。二人の頭には、さながらサー○ィーワンのアイスクリームのようなたんこぶができている。さすがに二人とも女なので、顔は避けられたようだが、それ以外はボロボロになっていた。

			「し、死ぬかと思いました……」

			「うむ、菩(ぼ)薩(さつ)が見えたぞ……」

			　ある程度、匍(ほ)匐(ふく)前(ぜん)進(しん)で進んだところで、ばったりと倒れる二人。そのあとに続いて、小夜がやってくる。その表情は死にかけている二人とは対照的に、実にさわやかだった。怒りを出し尽くして、実にすっきりとしている。ニコッと満足げに細められた目が、逆に怖い。これが小夜の本気か……絶対に怒らせないようにしないとな。それなりに修(しゆ)羅(ら)場(ば)をくぐっている二人でこのざまなのだから、俺なんかじゃ命がいくらあっても足りない。

			「しかし、困りましたね……。当てがなくなってしまいましたよ！」

			「そうだな。あいつ、河原にいないとなるとどこへ行ったんだか……」

			「それだったら、そこにいる美代さんに占ってもらえばいいでしょう？　ねッ？」

			　小夜はバタンキューとばかりに倒れている美代さんの顔をのぞくと、ウィンクした。先ほどまでとは一変して、普通にやわらかい表情だ。すっきりして、目上の人を大切にする小夜本来の性格に戻ったらしい。

			　けれど美代さんは、商売道具の鏡を抱え込むと、首をフルフルと横に振る。

			「ダメじゃ！　わしの占いはのう、そう滅多やたらに使うものではないッ！」

			「話せば長くなりますけど、普通に緊急事態なんですッ！　そこをどうにか」

			「しかしのう。占いというものは運命律を乱すから短期間に何度も……」

			　なおも渋る美代さん。一応、理由があってのことらしい。ぶつぶつと、何やら難解な専門用語を唱えている。このまま押し切るのは、かなり難易度が高そうだ。何せ相手は、百歳超えの法師だ。言葉で説得するのは至(し)難(なん)の業(わざ)だろう。

			　ここで俺は、今朝竹田さんとした約束を思い出す。

			「そういえば竹田さん、あとで何かくれるって約束したよね？」

			「ええ、まあ」

			「だったらさ、美代さんに占ってもらう権利をもらうってわけにはいかないかな？」

			「え？　ああっと……どうですか、美代姉さま？」

			「むう……。ええい、わかった！　仕方あるまい！」

			　竹田さんの言葉に、とうとう美代さんは重い腰を上げた。彼女はポンポンと背中をたたきながらその場で正座をすると、鏡を目の前に置く。瞳(ひとみ)が閉じられた。先ほどまでのおちゃらけたものとは明らかに異なる、神妙な空気が美代さんを包み始める。霊気だろうか。青白く、実体のない何かが彼女の体を包む。その様子を見て、白銀さんが思わずつぶやいた。

			「これは、なかなかですね。これだけの霊気を集められる人は、そうはいませんよ」

			「そうか？　あたしは何も感じないぜ。つか、占いって当たるのかよ」

			「これを感じないって、なかなか凄いですね……」

			　霊感ゼロの俺ですら、何か起きているとわかるのに。白泉先輩はまったく何も感じていないようだった。この人、筋金入りの感じない人なんだな。どうりで、怪しげな砂糖をべっこう飴(あめ)になんかできるわけである。

			　そんな先輩をよそに、美代さんの集中が完了した。彼女はおもむろに鏡の上へと手をやる。

			「さて……。そなたらは何を占ってほしいのじゃ？」

			「先日、ここで砂糖を売っていた藤堂という女です」

			「ほう、わしたちの化けていた女が何かやらかしたのか？」

			「話すと長くなるのですけど、まあいろいろと……」

			　美代さんの質問を、黙ってはぐらかす俺たち。別に話してもいいんだが、事情を説明している時間が惜しかった。

			　スマホを取り出して見れば、時刻は四時半。日没まで、あと一時間半ほどしかなかった。四人――特に、小夜と先輩の顔に冷汗が浮かぶ。

			　美代さんもそんな俺たちの焦りを感じ取ったのだろう。やれやれといった顔をしつつも、占いを再開してくれる。

			「そなたら、また何か変なことに巻き込まれておるようじゃの。まあ、あとで聞くとしよう……。起きろ、神(しん)理(り)の鏡！　汝(なんじ)が映すは世界、汝が覗(のぞ)くは心！　流れゆく森(しん)羅(ら)万(ばん)象(しよう)、繰り返される輪(りん)廻(ね)。その身に絡みし因(いん)果(が)の糸を、今こそ我はこの手に掴まん！」

			　言霊を吐くと同時に、手が鏡面に潜った。ガラスが異様な輝きを放ちながら、液体のように波打つ。きらめく銀色の鏡面。普通ではありえない、神秘的な光景だ。俺たちはそろって彼女の手に視線を集中させる。美代さんの占いはすでに何回も見ているが、いつみても不思議な感覚だ。心臓をわしづかみにされているような気分になる。

			　やがて、閉じていた瞳(ひとみ)がカッと見開かれた。手がザバと引き上げられる。

			「どうやら、そなたらが捜(さが)している藤堂という女は、近くの廃工場にいるようじゃの」

			「まじかよ、すっげえな！　どのあたりかもわかるか？」

			「もちろんじゃ。しかしな、少し気になることがある」

			「というと？」

			「気配が二つあるような気がしての。どうやら、対象が絞(しぼ)り切れておらぬような感じじゃ」

			「それはどういうことでしょう？」

			　白銀さんの問いかけに、美代さんは腕組みをして唸(うな)った。彼女としてもあまり経験のない現象のようだ。

			「わしとしてもはっきりとしたことは言えぬが……。占う対象が、はっきりしておらぬ場合に起こりやすい現象じゃ。たとえば、Ａが泥棒だと疑われている。だが、実際にはＡではなくＢが泥棒だとしよう。そこで、泥棒としてＡの居場所を占おうとすると、術式が混乱して真犯人のＢと捜(そう)索(さく)対象のＡの両方の気配が出てくるというわけじゃ」

			「つまり、藤堂は砂糖を売っていない……？」

			「きっと、自ら人前に出ることを嫌ってバイトでも雇ったんでしょうね」

			「なるほど」

			　白銀さんの言うことに、うなずく俺たち。確かにその線はあるだろう。そうなると、俺と小夜の前に姿を現したのが不可解になるが……魔(ま)導(どう)師(し)お得意の気まぐれってやつだろうか。千歳先輩とかも、割と思い付きで行動するところがあるし。

			「ちなみに、いま占いで示した場所はほんとに藤堂の居場所なんですか？」

			「それは間違いない。安心するがよい」

			「それなら安心だ。ありがとうございます」

			「なんの。そなたら、地図は持っておるか？　場所を描いてやろう」

			「あたしが持ってるぜ！」

			　白泉先輩は、先ほども使った地図帳を取り出した。美代さんはパラパラとページをめくると、そのうちの一つに大きな丸を付ける。そこは、ここから川沿いにまっすぐ東へ向かった先にある廃工場群だった。さらに美代さんは、工場群の中央に位置する鉄工所跡に黒々とチェックを入れる。

			「おお、凄く絞(しぼ)れましたね！」

			「この間はアバウトな情報しか出なかったのに！」

			　占いの精度に感心する俺と小夜。以前お願いしたときよりも、格段にパワーアップしていた。先ごろはごくごく抽象的なキーワードしか出てこなかったのに対して、今回はズバリである。体はボロボロなのに、占いの方はやたら調子がいいようだ。

			「なんで、こんなにわかったんですか？」

			「おそらく、占う対象が魔(ま)導(どう)師(し)だからじゃの」

			「この間も魔導師でしたよ？」

			　先日占ってもらったのは、いなくなってしまった千歳先輩の行方である。藤堂と千歳先輩のどちらが強いかは知らないが、条件的にはほとんど同じはずだ。

			「あの娘は占ったとき、弱って猫になっておったじゃろ？　魔力も著(いちじる)しく下がっておったから、捜(さが)しにくかったんじゃろうて」

			「そういえば、そうでしたね」

			「うむ。おそらく、今回占った藤堂とやらは万全の状態のようじゃの。何をしに行くかは知らんが、気をつけるがよい」

			　美代さんは含(がん)蓄(ちく)のある言葉でそういうと、深々とうなずいた。

			　俺たちは彼女に軽くうなずき返すと、決意を新たにする。

			「しかし、これは逆に運が向いてきたかもしれん。これなら、あと一時間半でどうにかなるだろう」

			「この間みたいなヒントだったら、時間がかかっただろうからなぁ……そういう意味では確かに運が良い」

			　示された場所は具体的。距離も、ここから十五分もあればたどりつける。かなり厳しいと思われたタイムリミットだが、ここにきて一挙に実現性が出て来た。全員で廃工場まで行って、藤堂を倒せば何とかなる。あくまで戦いに勝つことさえできれば、の話だが。

			「先輩に連絡を入れましょう！」

			　小夜は急いで先輩に電話をした。だがたちまち、彼女の顔がわずかにだが曇(くも)る。

			「そうですか、はい。わかりました……」

			「どうだって？」

			「先輩はまだしばらく時間がかかるそうだ。終わり次第、来るとは言ってくれたけどな」

			「となると、俺、白泉先輩、小夜、白銀さんの四人か」

			　白銀さんは魔(ま)導(どう)師(し)だが、実力は未知数だ。はたして、同じ魔導師である藤堂を相手にどこまで戦えるのか。肉弾戦なら小夜や白泉先輩もそれなり以上に戦えるが、魔術での戦いは彼女が頼りなだけに少々不安だ。まして、藤堂はおそらく準備万端だ。

			「そうだ。竹田、一緒についてきてくれないか？」

			「え、私がですか!?」

			「お前だって、それなりに戦えるだろう？　今は少しでも戦力が必要なんだ」

			「どういう状況なのか、さっぱりわからないんですけど……」

			「理由はあとで説明するから！」

			　小夜はそういうと、逃げようとした竹田さんの腕をつかんだ。竹田さんは訳もわからないまま引きずられ、強制連行される。その顔はもう、どうにでもなれといった感じだ。泣きそうなのを通り越して、達(たつ)観(かん)しつつある。法師だから、そろそろ悟りでも開くかもしれないな。

			「さ、行きましょう！」

			「はいッ！」

			「とっとと藤堂って野郎をブッ飛ばそうぜ！」

			　一足先に進みだした小夜を先頭に、決意も新たに歩き始める俺たち五人。その後ろから、少々情けない声が響いてくる。

			「ちょっと待て！　わしを置いて行く気か？　腰が、腰が痛いのじゃがッ！　一人で動くのがつらいのじゃがッ！」

			「す、すみません美代姉さま！　用が済んだら必ず戻ってきますので！」

			「この薄(はく)情(じよう)もの――ッ！」

			　遠く響く美代さんの声。それを背に、俺たちは藤堂の待つ廃工場へと向かったのだった。

		

	
		
			　

			第11話　廃工場の魔女

			　

			　辰(たつ)見(み)川の横に広がる廃工場群。もともとはちょっとした工業団地だったのだが、現在稼(か)働(どう)している工場はない。特に産業のなかったこの町に、様々な優(ゆう)遇(ぐう)措(そ)置(ち)を用意して市が工場を誘(ゆう)致(ち)してきたのだが、結局はうまくいかなかった。場所が不便だったからである。とにかく工場を引っ張ってくれば何とかなるという発想でなされた、典型的な行政の失敗だ。あとに残されたのは、広大なコンクリートの大地と荒廃した建物だけ。更(さら)地(ち)に戻すにも金がかかるため、放置されてしまっている。

			　放置された工場と言えば、イメージされるのは不良のたまり場だ。辰見川沿いのこの工場群も、そのイメージに違わないらしい。錆(さ)びついた門の前に立つと、いきなりド派手な落書きが目に飛び込んでくる。工場の外に広がるコンクリートの地面には、堂々と改造バイクが置かれていた。

			「ここか……」

			「魔女というより、ヤンキーが出てきそうですね」

			　道中、簡単ではあるが事情を説明された竹田さんは、こんな感想を漏(も)らした。彼女の言うとおり、暴走族でもいそうである。

			「実際、ここを根城にしてる族は多いらしいぞ。うちの道場にもそういう奴が来てたからな」

			「そ、そうなんですか!?」

			「あたしら、辰高組もここが根城だぜ。もうちょっと先に行ったところだけどよ！」

			「いやだなあ、私ってヤンキーとか苦手なんですよね。うるさいですもん」

			「うるさいって、おいおい……」

			　怖いとかじゃないのか。人とどこかずれたことを言う竹田さんに、肩をすくめる。そういえば、満(みちる)君が不良で困っていたときも、変えてほしい理由は「うるさいから」だったよな。ある意味一貫しているのかもしれない。

			　俺があきれている間に、白銀さんは門を調べ始めた。唇が薄く開かれ、聞き取れないほどの速さで何事かつぶやかれる。指先が淡い光を帯びた。彼女はそれで門の鉄格子をさすると、満足げにうなずく。

			「どうやら、罠(わな)などは設置されていないようです」

			「じゃあ、入るだけだな！」

			「でも、鍵(かぎ)がかかってますよ！　それに立ち入り禁止って」

			　扉には「立ち入り禁止」と赤字で書かれた札が貼られ、大きな南(なん)京(きん)錠(じよう)が二つもかけられていた。さすがに、注意書きを気にして入れないということはないが……。この扉を乗り越えるのは、結構な手間がかかりそうだ。まして、周囲は住宅街。通りがかりの人にでも見つかったら、かなり面倒である。

			　どうしたものか。うろたえる俺たち。だが、白泉先輩は余裕たっぷりだった。彼女は懐から鍵(かぎ)を二本、どうだとばかりに取り出して見せる。

			「それ、もしかしてここの鍵ですか？」

			「ああ。ここは良く使う場所だからな。手先の器用な奴に頼んで、合鍵を作ってあるんだよ」

			「なんかもう、自宅感覚ですね」

			「さすがは白泉先輩……凄いというか、なんというか」

			　我が物顔で鍵に手をかける先輩に、俺たちはあきれてしまった。そのうち「町のものはあたしのもの、あたしのものはあたしのもの！」とかガキ大将みたいなことでも言い出しそうだ。

			「でも、今回は助かりました。さ、行きましょう！」

			「そうだね。時間もないし……」

			　スマホを見れば、時刻はあともう少しで午後五時。時間的な余裕は、あまりなくなってきている。俺たちは扉を開くと、白銀さんの先導で門をくぐった。そして廃工場群の中でも、ひときわ大きな建屋を目指す。かまぼこを三つつなげたような屋根が、だんだん大きくなってきた。

			　進むこと、一分ほど。特に何の妨害もなく、俺たちは建屋の前までたどりついた。錆(さ)びついた鉄の扉に手をかけると、ゆっくりゆっくりと押し開く。隙間から差し込んだ光が、工場の中に漂う闇(やみ)をたちまち切り裂いた。

			「あれか……！」

			　光の先に、薄ぼんやりと輝く魔法陣があった。かなりの大きさだ。俺の六畳間よりも、一回り大きいぐらいに思える。円と星をベースに、ルーン文字のようなもので彩られたそれは、大きさの割には驚くほど緻(ち)密(みつ)だ。俺たちを脅(おびや)かす悪いものだとはわかっていても、思わず感嘆してしまうほどである。

			　藤堂はその中央に立ち、必死で何かを唱えていた。この間のセクシーなピンクスーツの上に、黒い衣をまとっている。衣は風もないのにはためき、彼女の体からただならぬ魔力が発せられていることを端的に象徴していた。手に握った杖(つえ)からは、光の波動のようなものが断続的に放たれている。

			「まずいですねッ！　ちょうど、儀式を行っているところですよ！」

			「なら、今すぐに止めないと！」

			　懐から霊(れい)符(ふ)を取り出すと、素早く構える竹田さん。だがその手を、あろうことか小夜が止めた。

			「待った。相手が違う」

			「え？　どういうことですか？」

			「そいつじゃなくて、こいつが犯人だってことだよッ!!」

			　そういうと、白泉先輩はあろうことか白銀さんを指さした。いったい何を言い出すのか。俺は慌てて彼女の前に立つと、白銀さんをかばう。

			「ちょっと待ってください！　いきなり何を言うんですかッ！」

			「そ、そうです！　何を証拠にそんな言いがかりを！」

			「ごめんなさいね。何も言わなくて」

			「千歳先輩!?」

			　後ろから姿を現したのは、学校にいるはずの千歳先輩だった。なぜ彼女がいるのか。というか、いったい何がどうなっているのか。頭がパンクしてしまいそうだ。脳の回路がショートを起こして、熱が出てくる。世界をたたき壊されたような気分だ。

			「何が……どうなっているんですか？」

			「その娘は、あなたの調査に来た魔(ま)導(どう)師(し)じゃなかったってことよ。むしろ逆、今回の事件を起こした張本人ね」

			「ちょっと待ってください！　私のどこが怪しいっていうんですか？　あなたの質問にも正しく答えたじゃないですかッ！」

			　今までにないほど声を荒らげ、吠(ほ)える白銀さん。その通りだ。彼女は先輩の質問に正しく答えて、先輩もそれで信用していたはずだ。

			　しかし、千歳先輩はその必死な叫びを聞いて、逆にいたずらっぽく笑う。

			「いえ、あなたは間違いなくミスを犯したわ」

			「どこが間違っていたというんです？」

			「まずは、師匠の名前の質問。あなたはあそこでわざわざ『女の人です』っていったけど、それが間違いだった」

			「違うっていうんですか？」

			　白銀さんの問いかけに、先輩は静かにうなずいた。

			「ええ、白い髭(ひげ)のクソじじいよ。あなた、語学がちょっと苦手ね？　それでMichelとMichelleの区別がつかずに勘違いした」

			「……あはは、ボ、ボケてたみたいです。いやだなあ、この年でボケるなんて……。ほんとに師匠には悪いことをしました！　で、でも亀の名前は正確でしたよね？　私があなたの妹弟子でないのなら、あんなに長い亀の名前なんて答えられませんッ！」

			　白銀さんはむっと頬を膨(ふく)らませると、少し舌足らずな口調で猛反論した。けれど千歳先輩は余(よ)裕(ゆう)綽(しやく)々(しやく)、わかってないなとばかりに手を上げる。

			「覚えていたからダメなのよ。師匠本人ですら、うろ覚えでたまに間違えてたくらいよ。それを待ってましたとばかりにスラスラ答えるなんて、普通じゃないわ」

			　先輩がそういうと、白銀さんは大きく肩を落とした。口から長いため息が漏(も)れる。訪れた沈黙。嫌な時間が流れ始めた。

			　俺は白銀さんからゆっくりと距離をとると、小夜や白泉先輩の方を見る。彼女たちは俺と目が合うと、申し訳なさそうに笑った。

			「すまねえな、黙ってて！」

			「先輩に、タクトには言うなって口止めされてたんだ」

			「敵を欺(あざむ)くにはまず味方からってことか」

			「誰かひとりぐらい、本気で信じてる人がいないと怪しまれるかと思って。ごめんなさいね。これも、あいつの本拠地を突き止めるためだったのよ。魔法陣を破壊するためにね」

			「そういうことですか。でもそれじゃあ、藤堂は？　何か魔法陣の中心で頑張ってるみたいですけど……？」

			　最大の疑問がそこである。今、魔法陣の中心で儀式らしきことをしているあのオカマは、いったい何者なのか。今何をしているというのか。集中しているのか、こちらを見ることすらしないその姿は非常に不気味である。

			　俺の疑問を聞いた先輩は、軽い調子で言う。

			「彼女は私たちの味方よ。今、魔法陣を壊そうとしてるところ。私もすぐに手を貸すつもり」

			「え？　ということはもしかして……」

			「ええ。彼女があなたの調査に派(は)遣(けん)されてきた魔(ま)導(どう)師(し)よ。行き違いになっちゃってたみたいだけどね」

			　ペロッと舌を出す千歳先輩。ちょっと待て、前に話を聞いたときは美人って言ってなかったか？

			「いや……前に聞いたとき、先輩は相手のことを美人とか言ってませんでしたっけ？　藤堂はオカマですよ！」

			「あら、美人って言葉は男女ともに使うじゃない。オカマでも問題なしよ。まあ、私もてっきり女だと思ってたけど」

			「そ、そんなアホな……！」

			　美少女どころか、俺はオカマに全身を調べられるのかよ！　尻の心配をしなきゃならんじゃないか！

			　俺の中で、何かが音を立てて崩(ほう)壊(かい)した。男の夢が、憧れが。砂となって消えていく。俺自身の体も、このまま砕けて消えてしまいそうだった。なぜ。どうしてこうなったよ。自問自答を繰り返す。

			　愕(がく)然(ぜん)として固まる俺の肩を、小夜がゆっくりとさすった。彼女は俺の顔を覗(のぞ)き込むと、まあまあとばかりに背中をたたく。だが、その顔にはどこか喜色がうかがえた。こいつ、この状況を喜んでいるようだ。人の不幸は蜜(みつ)の味。うまくいったもんである。

			「クソ、やってられねえ……！」

			「まあまあ、お前は私で我慢しとけってことだな。いや、むしろ私でももったいないぐらいだぞ？」

			　胸を突き出すと、ほれほれとばかりに揺らす。弾む果実は、悔しいけれど魅力たっぷりだった。

			「否定できないけど、否定できないけど……こんなことあっていいのか！」

			「はいはい、漫才はそこまで！　まだこいつを何とかしないと」

			「そうだぜ、親玉が残ってる！　盛り上がるのは、あいつを倒してからだッ！」

			「はいッ！　さっさと倒して、美代姉さまを迎えに行きましょうッ！」

			　気合を入れなおす俺たち四人。だがここで、白銀は伏せていた顔をゆっくりと上げた。眼が細まり、得体のしれない笑みを浮かべる。
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			「ははは、この私をまんまと騙(だま)したつもり？　けど、甘いわ！　私はむしろ、この状況を待っていたッ！」

			　彼女は肩をひくひくと震わせると、そのまま腹を抱えた。その目に映るは狂気。口から発せられるのは低くおぞましい声。先ほどまでの大人しい少女はどこかへ消えて、代わりに現われたのは狂乱する魔女だった。とうとう、本性を現したようだ。

			　瞳(ひとみ)がわずかにだが金色を帯びている。ただならぬ魔力の気配に包まれる。急速に高まるそれに、俺はたまらず近くに落ちていた鉄材を拾った。錆(さ)びつき、ひどく頼りないがそれでも握らずにはいられない。ステータスでは千歳先輩を下回っているはずなのに、それ以上の恐ろしい何かを感じた。

			「ち、千歳先輩！　これは……！」

			「わからない！　けど、なんだか力が……！」

			「あうッ！　な、何ですかこれ！　立っていられないですよ……！」

			　千歳先輩と竹田さんが、ほぼ同時に膝をついた。魔法陣の中心に陣取り、先ほどから一心不乱に詠(えい)唱(しよう)している藤堂も、苦(く)悶(もん)の表情を浮かべる。それと同時に、彼女を取り巻いている魔法陣がにわかにスパークした。ほとばしる見えない力。それによって、藤堂の体がいきなり魔法陣の外へと弾き飛ばされる。

			「アッ！」

			「おっとぉッ!!」

			　地面に叩き付けられそうになった藤堂を、俺は反射的に受け止めた。圧し掛かる質量。たっぷりと肉感的な彼女――正確には男だけど、この際もういいだろう――の体は大柄で、標準以上に重い。とっさのことでステータスを操作する間もなかった俺は、そのまま絡み合った体勢で倒れる。

			　頭に衝(しよう)撃(げき)……は、来なかった。代わりに、どっぷんとゼリーにダイブしたような感触が頬に伝わる。顔を左右から激しく圧迫する、量感たっぷりの柔らかな感触。ふかふかで温かくて、何とも心地が良い。とろけてしまいそうだ。

			　これは……あれだよな。俺は恐る恐る目を開いた。するとたちまち、視界を肌色が埋める。やっべえ！　すぐさま手を前に突き出すと、俺はやじろべーよろしく勢いよく立ち上がる。

			「こんな状況で胸に飛び込むなんて、ほんとに好きなのねえ。お姉さん、あきれちゃうわ」

			「違うわッ！　つか、お姉さんじゃねえだろ！」

			「おい、やばいぞッ！」

			　小夜の鋭い声が響く。見れば、白銀の体から火花が放たれていた。慌ててステータスを開いてみれば、ＭＰの値が軽く１５０を超えている。ま、まさか！　俺以外にもステータス操作ができる奴がいたのか!?　驚いて確認するが、他の値は特に変化がなかった。

			「どうなってんだよ！」

			「ふふふ。これが魔(ま)導(どう)師(し)三人分のパワーか。ほんと、素晴らしいわ！」

			「何だと!?　どういうことだッ!!」

			「この術式はね、魔力を吸い取ることもできるの。範囲が凄く限定されちゃうけどね。三人も集まってくれたのは、逆に好都合だったわ」

			　白銀の言葉に、慌てて先輩のステータスを確認する。すると、80あるはずのＭＰがたった20にまで減少していた。白銀め、すでに魔導師対策は万全だったというわけか！

			「竹田さん、君は大丈夫!?」

			「だ、ダメです！　どうやらあの魔法陣、魔力も霊力も一緒にすいとるみたいです！」

			　魔法陣の適用範囲には、法師も含まれていたらしい。力を奪われて、竹田さんもかなり疲れた顔をしていた。息も荒い。それを見た千歳先輩は、忌(いま)々(いま)しげに唇をかみしめる。

			「見破られるのは想定済みだったってこと……!?」

			「まあ、考(こう)慮(りよ)はしてたって感じだわ。ここまであっさりやられるとは予想外だったけれどね」

			「チッ！　魔法陣を壊すはずが、逆に利用されるなんて……！」

			　先輩は苦しげに前傾姿勢をとりながらも、白銀の顔をにらみつけた。瞬間、腰のベルトから杖(つえ)を引き抜くと、まったく聞き取れないほどの速さで呪文を紡(つむ)ぐ。音が幾重にも重なり、さながら一人で合唱をしているかのようだった。たちまち杖の先端に光がともり、放たれる。

			「いけッ！」

			　宙を貫(つらぬ)く一条の光。それは白銀の顔を正(せい)確(かく)無(む)比(ひ)に射抜かんとした。けれど、白銀はうっとうしげな顔で腕を一振り。何でもないかのように光を払いのけてしまう。折り曲げられた光は積まれた鉄材に当たり、その一部を赤熱させた。

			「残念」

			「魔力が落ちてるから……!?」

			「そんな豆鉄砲が、効くわけないでしょう？」

			「こうなったら、勝ち目はなさそうね」

			　焦るのを通り越してしまったのだろうか。先輩はどこか達(たつ)観(かん)したような口調で言った。おいおい、こりゃマジでやばいんじゃないのか？　唾(つば)をのむと、組み敷いてしまった藤堂の顔を覗(のぞ)き込む。

			「お、おい！　あんたは戦えないのか？」

			「あたしはどちらかっていうと、技術系なの！　魔法陣を解除したりするのは得意だけど、直接的な戦いはそんなに得意じゃないわ。ましてあんな化け物みたいなやつに、勝てるわけないでしょ！」

			　犬が水を振り払うかのように、何度も何度もしつこいほどに首を横に振る藤堂……さん。その顔は青くなっていて、必死だ。

			　この様子じゃ、本当に無理そうだな。素人(しろうと)眼に見てもダメそうなのが明らかだった。こうなると頼りになるのは……。

			「竹田さんは!?」

			「だ、ダメです！　ひ、避難しますね！」

			　そういうと、驚異的な逃げ足を発揮する竹田さん。世界陸上も真っ青だった。彼女は滑るような速さで工場の隅まで走っていくと、そのまま鉄材の陰に隠れてしまう。こうなると、残るのは小夜と白泉先輩か。二人とも肉弾系だな。

			　藤堂を鉄材の陰に避難させると、俺は二人の方を見やった。すると、彼女たちは俺の視線に応じるかのようにうなずく。

			「小夜、白泉先輩！」

			「おう！」

			「行くか！」

			「よし、こうなったら三人一斉に行こう！　小夜は真ん中、俺は右、先輩は左をお願いしますッ！」

			「任せなッ！」

			　先輩はポケットからメリケンサックを取り出すと、両手にはめた。そして顔の前でカチンッと鳴らすと、姿勢を低くして一気に飛び出していく。コンクリートの床を滑るように走り抜けていくその様子は、いかにも戦い慣れていた。伊(だ)達(て)に番長なんてやっていない、そう感じさせる動きだ。二人の間の距離が、瞬(またた)く間に縮んでいく。

			「波動・収束・天照す力の欠片(かけら)――」

			　紡(つむ)がれる呪文。白銀は先輩の接近を、呪文で真っ向から迎え撃つつもりのようだった。構えられた掌(てのひら)に、次々と光が収束していく。

			「先輩、よけて！」

			「は、早く！」

			「バカ野郎！　こういうのはな……」

			　俺たちの必死の叫びを、先輩は無視して突っ込んだ。番長のプライドゆえか。よけるつもりはまったくないようだ。ヤバい！　数秒後の惨(さん)状(じよう)を想像して、思わず目を閉じたくなる。あんなものを食らったら、いくら白泉先輩でも体が粉々だ！　その刹(せつ)那(な)、白銀の呪文が完成した。

			「フレア・ストライク！」

			「せんぱァ――いッ!!」

			「そ、そんな！！！！」

			　雄叫(おたけ)びを上げる俺と、口元を押えた小夜。だがその直後、予想外の声が響く。

			「がら空きだぜッ!!　喧(けん)嘩(か)の基本が、なってねえ！」

			　強烈なアッパーブロー！　拳が伸び、白銀の顎(あご)を空へと打ち上げる。細い体はたちまちのうちにのけ反り、かかとが地を離れた。

			「下に避けたのか！」

			「さすが！　戦い慣れている」

			　先ほどの強烈な一撃を、先輩は下に避けたらしい。拳を顔の前に出していた白銀の体勢から、下ががら空きになっていると気づいたようだ。強烈な一撃を食らわせた先輩は、満足げに笑みを浮かべる。だがその直後、彼女の顔が曇(くも)った。

			「いってえェ!!　な、なんだよこれッ！　アタタ……！」

			　拳を押え、その場にうずくまる先輩。ピキッと、何かが砕けるような音がした。押えた手をゆっくりと離してみれば、たちまち金属片が床に落ちる。拳にはめていたメリケンサックが、ものの見事に砕けていた。

			　それを見た千歳先輩が、たちまち悔しげに眉(まゆ)をしかめる。

			「防御魔法ね……！」

			「ご名答。攻撃の方がおとりで、メインはこっち。どう、ダイヤモンドより硬い魔力の壁を殴ったご感想は？」

			「クソッ！」

			「こう見えても私、戦闘経験は豊富なんだ」

			「みてえだな……！」

			「そりゃあッ！」

			　白銀の強烈な前蹴り。白い足が豪快に振りぬかれ、先輩の腹を直撃した。彼女はくの字に折れ曲がると、そのまま吹き飛ばされてしまう。端に置かれていた鉄材の山にぶつかった彼女は、低いうめき声をあげ、それきり動かなくなった。完全に意識を失ってしまったようである。

			「小夜……！」

			「ああ、こいつはヤバい！」

			「……みんなを連れて、ここから逃げるか？」

			　筋力強化をした俺と小夜ならば、全員を連れて帰ることぐらいならできそうだ。しかし小夜は首を横に振る。

			「ここまで来て、おめおめと逃げ帰れるか！　それにもう、時間がない！」

			　屋根の隙間から見える空は、すでに赤く燃えていた。東の方はもう、薄く墨(すみ)を引いたようである。日没まで、もう時間的な猶(ゆう)予(よ)はほとんどないだろう。もし、このまま日が落ちて術式が完成したら――小夜はオーガに逆戻りだ。美少女だったことは、はかない夢と消える。いや、一度でも美少女だった経験があるだけに、以前より悲惨なことになってしまいそうだ。

			「わかった、やろう」

			「安心しろ、いざとなったらお前だけでも逃がすから」

			「よせよ、そういうのは男の言うことだ」

			「ふん、もやしが何を言ってるんだ」

			「いつでもかかってきていいよ。どうせ、勝てないんだから」

			　カラカラと笑う白銀。負けるつもりなど、毛頭なさそうだ。自身の勝利を一分たりとも疑っていないように見える。いやらしく歪(ゆが)められた目元。それを見た俺と小夜は、怒りに身を奮い立たせた。そして、互いに距離を詰めるとどうやって奴を攻めるか話し合う。

			「どうする？」

			「正面からは無理だな。またさっきみたいにやられる」

			「二手に分かれて、同時に行くというのはどうだ？」

			「それも個別に対応されてダメなような気がするな……」

			　考えあぐねた俺は、天を仰いだ。すると白銀の向こうに、工事現場などでよく見る、鉄骨の足場が組まれているのが見えた。その上には太い柱が渡されていて、滑(かつ)車(しや)が吊るされている。資材を持ち上げるための設備か何かだろう。かなり錆(さ)びついてきていて、いつ崩れてもおかしくはなさそうに見えた。

			「そうだ。あれを……」

			　俺は小夜の方へと振り向くと、視線で足場を示した。

			「なるほど。一か八かだが、やってみる価値はありそうだ！」

			　俺の言わんとすることを、小夜はすぐさま察してくれた。彼女は腰に佩(は)いていた木刀を引き抜くと、正眼の構えをとる。

			　俺は小夜に軽くうなずくと、手にしていた鉄材をしっかりと構えなおした。ここで、筋力のステータスを強化。容姿・器用・体力を削り、一気に１１０にまでアップさせる。膨(ふく)れ上がった筋肉が制服を圧迫し、ミシミシと音が鳴った。開(かい)襟(きん)シャツのボタンがひとつ、はじけ飛ぶ。容姿を削ったから、今の俺はまさしく鬼のような形相となっていることだろう。それを見た白銀は、楽しげに眼を細めた。

			「面白い技を使うのね？」

			「この見た目は伊(だ)達(て)じゃねえぞ！」

			「来なさい！」

			「どりゃァッ!!」

			　加速。床をけり、体を風にする。疾(しつ)走(そう)。たちまちのうちに、白銀との距離が狭まった。踏み切り。コンクリートから、一気に宙へと飛び立つ。鉄材を上段に構えると、俺はそのまま白銀に向かって落ちていった。鉄材が風を切り、強烈な加速度をもって迫る。

			「突撃？　甘いわねえ」

			　白銀は再び手を前に出すと、受け止める構えをとった。またも防御魔法だ。けれど、その手には乗らない。

			「こっちだッ！」

			　脇に回り込んでいた小夜が、すかさず飛び出してきた。けれど、白銀の対応は冷静なもの。体をひねって俺の攻撃を避けると、今度は小夜に向かって手を突き出す。小夜はあえてそれを避けず、真正面から木刀を打ち込んだ。

			　閃(せん)光(こう)、衝(しよう)撃(げき)。透明のはずの防御魔法の壁が、にわかに稲(いな)妻(ずま)を帯びた。空間のゆがみのようなものが、にわかに実体化する。小夜はここぞとばかりに力むと、声にならない気勢を上げた。だが、攻めきれない。

			「ふん、破れないわよ」

			「ならば後ろからッ！」

			　俺は白銀の背中に向かって、素早く一撃を入れようとした。だが俺がこの手で来ることは予想していたのだろう。白銀はバレリーナのように足を高々と上げると、鉄材を跳ね除けた。カーンッと小気味良い音が響いて、鉄材はさながら小枝のように吹っ飛んでいく。

			「ちッ！」

			　俺が鉄材を取りに戻ると同時に、小夜もまた白銀から距離をとった。攻めきれない。苦々しい顔をする俺と小夜に、白銀はやれやれと肩を落とす。

			「何か作戦を話し合っていたから、いったい何をするのかと思えば……単純すぎじゃない？」

			「単純で悪かったな！　どうせ俺たちはバカだぜッ！」

			「伊(だ)達(て)に成績で苦労はしていない！」

			　小夜はドンッと効果音でも出そうなほど、堂々とした態度で言ってのけた。白銀はいよいよあきれた顔をする。

			「胸を張るな！　恐怖で少しおかしくなってきたのかしら……？」

			「かもしれないな」

			「まあいいわ、それならこれ以上恥をさらさないように、さっさと始末してあげる」

			「なめるなよ！」

			「また突撃？　同じ手がそう何度も……」

			　俺は鉄材を上段に構えると、再び突撃の体勢をとった。白銀は芸がないなとばかりに、防御魔法の詠(えい)唱(しよう)を始める。だがその瞬間、俺は上段に構えていた鉄材を肩に担いだ。そして勢いをつけると、やり投げの要領で思いっきり放つ。

			「そう来たわね！　だけどこの魔法は、正面からでは絶対に貫(つらぬ)けない！」

			「正面からはそのようだな」

			「何？」

			　小夜のつぶやきに、白銀は即座に迎(げい)撃(げき)態勢をとった。だが、彼女は飛び出さない。むしろ、距離をとった。

			　そうしている間にも、鉄材の槍は白銀に――迫らなかった。完全に的外れな方向へとすっ飛んでいく。上へ上へ。一直線に宙を貫いた鉄材は、そのまま白銀の背後にある鉄骨の足場へと衝突した。一本、二本。まとめて三本。衝突の衝(しよう)撃(げき)で回転を始めた鉄材は、錆(さ)びついていた鉄骨を次々とへし折っていく。

			　地響き、そして破(は)砕(さい)音。十年以上にわたり放置され、完全に錆びついてしまっていた鉄骨は、俺の放った強烈な一撃に耐えきれなかった。鋼(はがね)がきしむ音が響き、全体が傾き始める。やがて一気にバランスを崩すと、巨大な塊(かたまり)となって落ちていった。

			「しまったッ!!」

			　白銀はとっさに防御魔法を頭上に展開しようとした。が、ワンテンポ遅かった。降り注ぐ鉄材の下敷きになり、あっという間に姿が消えてしまう。断(だん)末(まつ)魔(ま)すら響かせることはなかった。鼓(こ)膜(まく)を揺さぶる音の津波と、埃(ほこり)をはらんだ空気の洪水。

			　そのあとに残されたのは、巨大な鉄材の山だけだった。白銀はその中に完全にのまれて、頭すら見えない。苦しまされた割には、実にあっけない最期だった。

			「一瞬だったな……」

			「ああ。倒してしまえば、どんな強敵もあっけないものだ」

			「大丈夫!?」

			　大慌てで俺たちの方へと駆け寄ってくる千歳先輩。だが、まだ魔力を抜かれたことから回復しきっていなかったのだろう。途中でよろめいてしまう。俺は彼女の下へと駆け寄ると、その体をどうにか抱き留めた。筋肉太りした体に、柔らかな胸が当たって何とも心地よい。

			「ふあ……」

			「おいおい、何を緩(ゆる)んだ顔してるんだ？」

			「ああっと！　せ、先輩！　大丈夫ですか？」

			「ええ。それよりあなたたち、怪我はない？」

			「見てのとおり、怪我ひとつないですよ」

			　はにかみながら、ガッツポーズをする小夜。

			　だがそのとき、彼女の腕が不自然に膨(ふく)らんだ。細くしなやかなはずの腕が、一瞬だが岩を切り出したような筋(きん)骨(こつ)隆(りゆう)々(りゆう)としたものになったのだ。

			　見間違いだろうか？　俺は慌てて隣の先輩を見た。すると彼女もまた、きょとんとした顔をしていた。大きな瞳(ひとみ)が見開かれ、口が少し開いてしまっている。その態度に、小夜もまた困惑する。

			「ど、どうかしたんですか？」

			「今、腕が太くなったような……」

			「え？」

			「そんなことは――」

			　そのときだった。小夜の言葉を遮(さえぎ)るかのように、爆発音が轟(とどろ)く。鉄材の破片が無数に飛び、そのうちの一つが俺の頬を擦った。とっさに爆発に背を向けると、先輩の体をガードする。砕けた床の欠片(かけら)が背中に降り注ぎ、服に小さな穴が開いた。

			　ま、まさか……？　恐怖に身をすくませつつも、ゆっくりと振り返る。するとそこにいたのは、見知らぬ女だった。その現実離れした容姿に、思わず息をのむ。世紀の傑(けつ)作(さく)か、はたまた神の作品か。形容しがたいほどの美の極(きよく)致(ち)がそこにあった。

			　若木のようにしなやかな手足。尻から腰にかけての見事な曲線。重たげに揺れる、両手で抱え切れないほどの乳房。そして何より――女神を彷(ほう)彿(ふつ)とさせる完(かん)璧(ぺき)な顔。作り物めいたという表現があるが、この女はその逆だ。自然でなければこのようなものは生まれない。そう思わせるほどの雄大さを内に秘めている。

			　その深い蒼(あお)みを帯びた瞳(ひとみ)に睨(にら)まれただけで、俺は身体が震えるような感覚を覚えた。それはまるで、自分が支配されてしまうかのような感覚だった。心の奥に深々と手を差し入れられて、思うが儘(まま)に操られる。そんな感じだ。

			「な、なんだあれ……！」

			「わからない！　だが、只者じゃないぞ！」

			「ま、まさか……」

			　言葉を詰まらせる先輩。彼女に代わって、後方から様子をうかがっていた藤堂が叫ぶ。

			「あれは白銀よ！　魔法陣に吸わせていた力を、一気に自分へ流し込んだんだわ！」

			「な、なんだって！」

			「間違いない！　その証拠に、魔法陣の魔力が少し弱くなってる！」

			　言われてみれば、女の足元にある魔法陣の光が、わずかながら弱くなっている気はした。けれど、俺たちにはそれ以上のことはわからない。

			「ま、魔力って言われても……」

			「タクト、ステータスだ！」

			「そうだった。よし、待ってろ……」

			　小夜に促(うなが)されて、白銀のステータスを開く。すると俺の前に現れたのは、絶望的な数値だった。

			　

			・名前：白銀　リコ

			・年齢：14

			・種族：人間

			・職業：中学生　魔(ま)導(どう)師(し)

			・ＨＰ：２１０

			・ＭＰ：２６０

			・筋力：２５０

			・体力：２３０

			・知能：１８０

			・器用：２００

			・速度：１９０

			・容姿：２８０

			・残りポイント：３８０

			　

			・スキル：黒魔術

			　

			　何と言うステータスだろう。すべての数値が１５０を軽く超えている。最大値の容姿に至っては、２８０だ。どうりで、半ば洗脳されたような状態となってしまうわけである。主人公の美しさが物理的な影響力すら持つと言う設定の小説があったが、それはまんざらフィクションとは言い切れないようだ。俺は白銀に目を奪われないように注意しながらも、小夜の方へと振り向く。

			「やばい、こいつはマジモンの化け物だ！　ほぼすべての数値が２００を超えてる！」

			「な、なんだと！」

			「くそ……！　さっさと倒したいのに！」

			　見れば、空はいよいよ昏(くら)くなりつつあった。日没まであと、数分もないぐらいだろう。なんとしても、早々に決着をつけなければならない。

			「どうすりゃいいんだ！　先輩、何とかならないんですか？」

			「無理よ！」

			「じゃ、じゃあ竹田さんは!?」

			「私にも、手の打ちようがありませんよう！」

			「ええい！　ここまで来たら、当たって砕けろだッ！」

			　そう言うや否や、駿(しゆん)足(そく)で飛び出して行く小夜。彼女は木刀を腰に構えると、無防備な裸体へと打ち込もうとした。白銀の唇がにわかに震え、人には聞き取れぬほどの速さで呪文を紡(つむ)ぐ。するとたちまち白い光が現れて、木刀を防いだ。先ほどの防御魔法だ。けれど、それだけではない。白い光はカメラのフラッシュよろしく弾け、白銀の全身を覆(おお)っていく。

			「な、なんだ!?」

			「あれは……！」

			　やがてその光が弾けると、煌(きら)めく銀の鎧(よろい)が姿を現す。体の各部を鎧で覆った白銀は、さながら伝説の戦乙女のような姿と化していた。その手には、金色に輝く杖(つえ)が握られている。

			　その勇ましい姿を見た千歳先輩は、ひきつった表情をして後ずさった。その目からは光が失われ、顔には絶望の色が浮かんでいる。

			「魔力の鎧……！　しかもあの純度、ほぼ無敵じゃない……！」

			「な、何だって!?　む、無敵!?」

			「ええ！　あれを倒そうと思ったら、上級の魔(ま)導(どう)師(し)が十人単位で束にならないと……！」

			「そ、そんな！」

			「あきらめるなッ！」

			　弱気になった俺たちを、小夜が一(いつ)喝(かつ)した。彼女は木刀を構えなおすと、再び白銀に突撃する。瞬間的に距離を詰めた彼女は、目にもとまらぬ速さで木刀を振るった。神速。まさにそう形容するのがふさわしい攻撃の嵐だ。格闘技に関しては一般人でしかない俺の眼では、とても見切れないほどである。

			「無駄だよッ！」

			　けれどそれを、白銀は難なく避ける。だがその動きには、形容しがたい妙な無駄があった。先ほどまでの戦い慣れていた彼女とは、どこかが違う。まるで暴走する体を無理やりに操っているかのようだ。動きに精(せい)彩(さい)がない。

			　これはもしや……。白銀の奴は、自分で自分の力をコントロールしきれてないんじゃないか？　だとしたら、俺たちにはまだ勝機があるかもしれない。

			「小夜！　そいつ、力をコントロールしきれてないみたいだ！」

			「わかってる！　こいつ、さっきよりも鈍(にぶ)い！」

			「ふん、そんなことに気づいたところで……圧倒的な力の前には、無駄なのよォ！！！！」

			　そう叫んだ瞬間、白銀の存在感がさらに増した。またステータスを上昇させたのか？――俺が確認する間もなく、彼女は小夜の懐へと潜りこんだ。そして、杖(つえ)で強烈な一撃をみぞおちに入れる。

			「小夜――ッ!!」

			　宙を舞う小夜の体。彼女はそのまま弧を描き、資材の山へと突っ込んでいった。苦しげな叫びと、無数の金属音が工場中を反響する。

			「勝ったッ！　私の完全勝利よッ！　もはや抵抗することすら許されない」

			「な、なんってこった……も、もうおしまいだ……！」

			「こうなったら、私の命を魔力に換えて――」

			「うッ……さすがにきついわね！」

			　勝利宣言をしたところで、苦しむ白銀。口から嗚(お)咽(えつ)が幾度となく漏(も)れる。急速すぎる強化は、彼女の体にも少なからぬ負担をかけているようだった。

			　その様子を見た千歳先輩が、俺にそっと耳打ちをする。

			「そうだわ。あともう少し。もう少しだけ、あいつを強化させられないかしら？」

			「どういうことですか？」

			「限界を超えた風船は、破裂するってことよ」

			「なるほど……」

			　言いたいことはわかった。けれど、今の俺たちには攻め手がない。何の演出もなしに俺たちが吠(ほ)えたところで、あいつはすぐに見破るはずだ。

			　どうしたものか……。攻めあぐねた俺と先輩は、白銀から距離をとりつつ、彼女の周りをゆっくりと回る。何か隙はないか。眼を皿のようにしていた。白銀の一挙手一投足が、スローモーションに見えてくる。

			　そうしているうちに、工場の中が急に暗くなり始めた。いよいよ、日が沈み始めたようだ。太陽の紅い光が消えて、藍(あい)色の闇(やみ)がひたひたとあたりを満たしていく。魔法陣の輝きのおかげで、最低限の視界は保たれているが、やがてあたりはすっかりと闇に沈んだ。

			「うう、イタタ……」

			　暗(くら)闇(やみ)の向こうから、太い声が聞こえてきた。それに合わせて、ドンドンと怪獣のような足音が近づいてくる。おいおい、この期に及んでいったい何が来るというのか。聞き覚えのない声と足音に、さしもの白銀も顔を険しくした。

			「誰ッ!?」

			「私だ！」

			　高らかな宣言とともに、足音の主が姿を現す。筋(きん)骨(こつ)隆(りゆう)々(りゆう)としたたくましい肉体が、淡い光の下に姿を現した。肩幅が広く、どっしりとした大きな骨格。それを包む鋼の筋肉は巌(いわお)のようで、服を今にも引きちぎらんとしていた。顔はいかめしく、眼光は刃のよう。口の端から覗(のぞ)く白い歯は、獣の牙(きば)にも見える。

			　――とうとう、戻っちまった！

			　目の前に現れた、制服姿の巨漢。それはかつて、オーガ♀と呼ばれていた頃の小夜そのものだった。日没までに白銀を倒せなかったから、元に戻ってしまったようだ。クソ、なんてこった！　もっと手早く仕事できていれば……！

			「あ、あれはいったい……」

			「小夜ですよ……。戻ったんです」

			「ええッ!?」

			　さしもの先輩も、以前の小夜がこれほどだったとは想像していなかったようだ。彼女は目をぱちくりとさせると、普段からは想像できないような動揺した様子を見せる。資材の山の向こうからは、誰かがすっ転んだような派手な音が響いてきた。「はにゃッ!?」と形容しがたい声も聞こえる。どうやら、竹田さんが驚きのあまりずっこけたらしい。意外と元気みたいだな、まったく。

			　動揺したのは白銀も同じだったようで、今までの余裕がどこかにすっ飛んでしまっていた。彼女は震えながら杖(つえ)を構えると、叫ぶ。

			「す、姿が変わったところで……はったりよ！」

			「それはどうかな？」

			「何ッ!?」

			　小夜は素早く白銀の後ろへと回り込むと、迎(げい)撃(げき)される前に木刀を打ち込んだ。肩に強烈な一撃が決まり、鎧(よろい)がきしみを上げる。先ほどまではなかった展開。白銀は驚き、目を見開いた。その間にも、小夜は二度三度と攻撃を食らわせる。それはすべて鎧に阻(はば)まれたが、一方的に押されていたのが嘘のような流れだ。

			「つ、強くなってる！」

			「違うわ。白銀が弱くなってるのよ」

			「どういうことですか？」

			「神凪さんの得体のしれない変化に、恐れを抱いているんだわ」

			「なら、今がチャンスってことですね……！」

			　勢いをつけると、俺は白銀に向かって飛び出していこうとした。だがそれを、千歳先輩の手が制する。

			「あなた、能力の制限時間を過ぎてるんじゃない？」

			「ええ、もうとっくに」

			　俺の能力「ステータス再割り振り（自）」には三分という制限時間がある。これは一定時間、自身のステータスを自由自在に操ることができるというものだ。だが制限時間を過ぎると、十分間のインターバルが発生し、その間は能力の使用が一切できなくなってしまう。

			　もう、制限時間は過ぎて元の身体に戻っているうえ、能力を再び使えるまでには、まだ時間がかかる。だから、今の俺は素の能力しか使えない。素の状態の俺は、貧弱なインドア学生だ。体育の授業ですら苦労するありさまで、小夜や先輩たちのように戦う能力なんて一切ない。けれど、今ここで動かなければ――手遅れになる気がした。すべてを失ってしまうような気がした。だから俺は先輩の手を軽く振り払うと、一歩前に進み出る。

			「俺、行きますよ」

			「やめて！　能力の使えないあなたじゃ、的になるぐらいしかできないわよ！」

			「それでいいじゃないですか。俺が注意をそらした分、小夜が戦いやすくなれば！」

			「ちょっと！」

			「おりゃああァッ！！！！」

			　あらん限りの叫びをあげて、疾(しつ)走(そう)する。マイクの調整に失敗したような、耳に響く音が廃工場に響いた。鉄骨に音が反響してぐわんぐわんと唸(うな)る。我ながら、どこから声を出しているのか疑いたくなるような音量だった。さしもの白銀も、この雄叫(おたけ)びには驚いたようで、一瞬だが動きが止まる。自慢の魔力の鎧(よろい)も、音まではガードしてくれないようだった。

			「らっせェッ！！！！！！」

			　肩を突き出すと、動きを止めた白銀の体に全力でタックルを食らわせる。衝突。白銀は俺の肩を真正面から受け止めた。鎧の腹に肩がぶつかり、しびれるような感触が伝わってくる。わずかに――単位に表わしたら、数センチのことだろう――のけ反る白銀の体。俺は白銀の胸が眼前に来たことを確認すると、その大胆に露出された谷間に思いっきり顔を押し付ける。たちまち、白銀の顔が赤くなった。

			「な、何を!?」

			「今だッ！」

			「任せろッ！」

			　俺の予想外の行動に、白銀は動揺して隙だらけになった。そこへすかさず小夜がやってくると、鎧の隙間を狙(ねら)って強烈な突きを繰り出す。鋭い切っ先が肩の付け根から鎧の下へと潜り、柔らかな肉を穿(うが)った。苦しげな嗚(お)咽(えつ)が漏れ、血が一筋流れる。

			「おのれェ……！」

			　白銀は肩を押えて体勢を立て直すと、素早く俺たちから距離をとった。彼女は背中を丸くして中腰の姿勢をとると、力を高め始める。魔法陣から彼女に向かって、無数の光が連なった。白銀の肉体が再び光に包まれる。

			「これで全力だと思った？　まだよ、まだ私は強くなるのよ……！」

			「お、おいおい……本当なのか!?」

			「はったりじゃない。ステータスが、ステータスが上がり始めてやがる！」

			　目の前に表示された白銀のステータス画面。そこに数字された数字は、さながらストップウォッチのようにめまぐるしく変化していた。３００、３５０……。数字が際限なく膨(ふく)れ上がっていく。

			「逃げるわよッ！　早く！」

			「はいッ！」

			「逃がさないッ！　……あぐァッ！」

			　逃げる俺たちを追いかけるべく、白銀は走り出そうとした。けれど、最初の一歩を踏み出したところで顔を歪(ゆが)め、動きを止めた。想像を絶するほどの激痛が、全身を駆け抜けたようだ。彼女はその場に膝をつくと、やおらに崩れ落ちる。彼女は水を失った魚がごとくのたうち、苦しみ始めた。

			「どうしたんだ、白銀の奴……」

			「限界を超えすぎたんだよ。あれ以上は人間に制御できるステータスじゃなかったんだ！」

			「なるほど、自分の力に溺れて死ぬのか……」

			　感(かん)慨(がい)にふける小夜。だがそこへ、千歳先輩の鋭い叫びが飛んでくる。

			「このままだと爆発するわ！　今すぐ逃げないと！」

			　とっさに工場内を見渡した。

			　まだ奥にある資材の山の陰には竹田さん、白泉先輩、藤堂さんの三人が避難している。

			　そのうち白泉先輩は意識を失っていて、まだ回復していないようだった。逆に竹田さんと藤堂さんは、力を吸い取られて疲れているものの、動けることは動けるようだ。特に竹田さんは、結構元気そうである。

			「小夜は千歳先輩と藤堂さんを連れて行ってくれ！　俺は竹田さんと白泉先輩をひっぱっていく！」

			「私は大丈夫よ！　二人で凜を引っ張って行って！」

			「ダメですよ、先輩もかなりやられてるじゃないですか！」

			　強がってはいても、息は上がっていた。顔にもはっきりと、疲労の色が出ている。

			「……そうね、わかったわ。けど、二人で大丈夫？」

			「そうだ、私も手伝おう！」

			　女性とはいえ、白泉先輩は結構大柄だ。体重もそれなりにある。けれど俺は、小夜の提案に笑って答えた。

			「いや、俺は平気だ。竹田さんは？」

			「それぐらいなら！　私、結構力ありますから！」

			「だそうだ」

			「わかった、気を付けていけ！」

			　こうして小夜たちを先に行かせると、俺は竹田さんとともに白泉先輩の下へ駆け寄った。二人で白泉先輩の肩を持つと、そのまま一目散に工場の外へと走り出す。中央の魔法陣は、すでに限界を告げるかのように赤く輝いていた。白銀の叫びも、次第に大きさを増している。爆発するのはもはや時間の問題だ。

			「い、急ぐぞ！」

			「は、はいッ！」

			　二人三脚の要領で、息を合わせて工場の外を目指す。やがて鉄の扉を潜り抜けたところで、いよいよ白銀の断(だん)末(まつ)魔(ま)が響き渡った。脳天を貫(つらぬ)き、鼓(こ)膜(まく)が破れるかと思うほどの音津波。それは恐ろしく、そしてどこか哀しい響きを持っていた。魔(ま)導(どう)師(し)になんかならなければ、普通に過ごせていたのかもな。脳裏をふと、白銀の笑みが通り抜けていく。

			　やがて断末魔を追うかのように、爆風がやってきた。背中を風に突き飛ばされ、俺と竹田さんの二人は揃って吹っ飛ばされた。砂(じや)利(り)に胸からダイブした俺たちは、声にならないうめきを上げる。

			「あう……！　アタタタ……！」

			「くう、いってえッ！」

			「先輩は？」

			「大丈夫みたいだ。まだ気絶してるよ。いや、これは……寝てるのか？」

			　白泉先輩の口からは、穏やかな吐息が漏れていた。やれやれ、これほどの騒ぎがあったのに寝てたのかこの人は……。後ろを振り返ってみれば、爆風で工場の壁のトタンが何枚もはがれていた。むき出しになった鉄骨の向こうには、散乱した資材とひび割れたコンクリートが広がっている。特に魔法陣のあたりは、ちょっとしたクレーターのようになっていた。この分じゃ、白銀はあとかたも残っていないだろうな。

			「起きてくださいよ、先輩！」

			「おーい！」

			　竹田さんが肩をゆすり、俺がぺしぺしとほっぺたを叩く。それを続けること、三十秒ほど。さすがの先輩も、ようやく目を覚ました。切れ長の瞳(ひとみ)が、ぼんやりとだが開かれる。

			「あん……？　あたし、何してたんだ？」

			「あー、ようやく気がつきましたね」

			「おめえは、竜前寺……ああッ！　あのアマはどうなった？　倒せたのか!?」

			　いきなり胸倉をつかむと、まるでカツアゲでもするかのような感じで尋ねてくる白泉先輩。俺と竹田さんはまあまあと手を振ると、すぐさま事情を説明する。

			「すると何か、倒したには倒したけど時間切れってことか……」

			「まあ、そういうことになっちゃいますね」

			「クソ、なんだよそれ！　じゃあ、あたしの胸は一生……」

			　愕(がく)然(ぜん)とした表情で、胸元をさする先輩。そこは見ていて悲しいぐらいにフラットだった。以前の先輩の胸をエベレストとするなら、今の先輩の胸はモンゴルの大平原だ。白い手が必死に肉を集めてふくらみを作ろうとするが、ないものはない。板をどれだけさすろうが、凹(おう)凸(とつ)ができないのと同じである。

			「終わった、あたしの青春……」

			「ま、まあまあ！　そんな大げさにとらえなくても。まだ、まだ育ちますよ！」

			「胸の成長はな、十五歳でほぼ終わるらしいぜ」

			「え、ええッ！　そ、そうなんですか!?　私、いよいよこれから巨乳になっていくつもりだったのに！　美代姉さまより大きくなるのが夢だったのに！」

			　慰(なぐさ)めるはずが、目を丸くして驚く竹田さん。彼女は自身の胸に手を当てると、その大きさを確認するように持ち上げる。軽くつぶれたそのふくらみは、推定Ｄといったところか。手にぎりぎり収まるくらいで、巨乳というには少し物足りない。美代さんは推定Ｆだから、身長差を含めてもだいぶ小さいな。というか竹田さん、そんな野望があったのか……。

			「ふ、二人とも、希望は捨てずに行きましょう！　い、いつか、努力は報われるかもしれない！」

			「竜前寺さんは、男の子だからそんなことを言えるんですよ……」

			「そうだ。おめえにぺちゃぱい女の苦労なんてわかるか……」

			　その場で膝を抱えると、いじけた雰囲気を全身から放つ二人。とてつもなくネガティブな気配だ。近づいただけで、精神が汚染されてしまいそうなほどである。

			「ま、まあまあ……。貧乳は希少価値だって言いますよ！　胸なんて飾りだとも言いますし、ね？」

			「ほんとにそう思ってますか？　竜前寺さんは、お嫁さんがぺちゃぱいでも耐えられますか？」

			　竹田さんは俺に詰め寄ると、真に迫った口調で問いかけてきた。

			　俺は冷や汗を流しつつも、首を縦に振る。

			「す、好きな子が貧乳だったら……我慢するよ、うん。めちゃくちゃ我慢する」

			「…………よかった、やっぱりそうですよね！　先輩もほら、元気出しましょう？」

			「……まあ、なっちまったもんは仕方ねえか。ところで、桜たちはどこへ行った？」

			「それならたぶん、あっちにいますよ」

			　竹田さんが指差した先には、千歳先輩と藤堂さんの姿があった。二人ともくたびれた様子で天を仰いでいる。だが、近くにいるはずの小夜の姿が見当たらなかった。あんなに大きな体を、いったいどこに隠してしまったのか。俺は慌てて二人に駆け寄る。

			「あの、小夜は？」

			「神凪さんなら、あそこよ」

			　先輩が指差したのは、吹き飛ばされたトタンの陰だった。ブロック塀まで吹き飛ばされた大きなトタンの板が、斜めになって屋根を作っている。

			　その下の三角形をしたスペースに、小夜は大きな体を器用におさめていた。背中を丸くして、顔をすっかり膝で隠してしまっている。

			「小夜……」

			「見るな。しばらく、そっとしておいてくれ……」

			　ぞっとするような声だった。悲しくて、切なくて。胸があふれるような感情が、目いっぱいこもっていた。それを聞いた俺は、とっさに何をしていいのかわからなくなってしまう。こういうとき、どう声をかけてやればいいのか。気の利いたセリフが、全然思いつかなかった。

			「……大丈夫か」

			「ああ。元に戻っただけだ、体は元気だよ」

			「そうか。ならよかった。……なあ、小夜」

			「言うな」

			　強い、拒絶の意思をはらんだような言葉。ナイフを突きつけられたかのようなその感触に、背筋がゾクリとする。

			「な、なんだよ。俺はまだ何も……」

			「慰(なぐさ)めてくれるつもりだったんだろう？　いいんだ、そういうのは。逆につらくなる」

			「いや、でも！」

			「でもじゃない。タクト、お前は嘘が下手なんだ。言葉じゃそれなりにうまく言えても、態度に現れやすい。そんな下手な嘘をつくお前を、私は見たくない」

			「なんだよそれ、俺が嘘をつくってことか!?」

			　小夜の決めつけに、思わず語調が強くなった。小夜もまたそれに応じるかのように、語気を強める。

			「そうだ。どうせお前のことだから、『人は見た目じゃない』とか言うんだろうが……実際のところ、そうは思ってないんだろう？　かわいい女の子が好きなんだろう？」

			「それは……！」

			「いいんだ、当たり前のことなんだから。私だって、かっこいい男の方が好きだ。みんなそうだろう」

			「……そうだな。確かにそうかもしれない」

			　俺は小夜の言葉を素直に認めた。ここで否定したら、あとに言うことがすべて嘘くさくなる気がした。こうなったらもう、素直にぶつかっていくしかない。余計な飾り気のない、俺自身のありのままの言葉で。

			「俺はかわいい子が好きだよ。もちろん、きれいなお姉さんも大好きだ。だから正直、美人の小夜が魅力的だったってことは否定しない。けどさ、お前の魅力は他にもあると思うんだ。世話焼きで面倒見のいいとことか、まっすぐで一途なところとか……」

			「ほんとに？　無理やり、言葉をひねり出してないか？」

			　顔をひざからひょっこりと出すと、いぶかしげな目を向けてくる小夜。慌てて顔を横に振る。

			「そんなことない！　俺たち、これでももう十年以上の付き合いにはなるだろ？」

			「幼稚園からだからな。それぐらいにはなるか」

			「これだけ付き合ってこれたのって、やっぱり性格があってのことなんだよ。見た目だけじゃさ、そんなに長く付き合えない。俺、アイドルなんて普通に三か月ぐらいで飽(あ)きちまうから。その、なんだ。すっげえありがちだけど……。お前の性格はさ、間違いなく魅力的だよ」

			「タクト……」

			　小夜はゆっくりとトタンの下から出てきた。彼女は俺の目を少し照れくさそうな目で見つめてくる。頬は赤く、仕草はもじもじとしていた。

			「今の私がいいというなら、その…………」

			「何かしてほしいのか？」

			「キ、キスしてくれないか？」

			「はあッ!?」

			　予想外の展開に、素(す)っ頓(とん)狂(きよう)な声が漏れる。大阪の芸人よろしく、その場でひっくり返るかと思った。い、いきなり何を言い出すんだ、こいつは。ふざけているのか？

			　そう言い返そうと思ったら、小夜は恐ろしく真剣な表情で今か今かと俺からの口づけを待ち構えていた。厚ぼったい唇が、不恰好に突き出されている。キスって、キスっておい……。なぜそういうことになるのか。俺たち、別にそこまでの関係じゃ……。

			「お、おい……」

			　照れくささで顔が上気した。耳まで赤くなり、燃えてしまいそうな熱を帯びる。助けを求めるように周囲を見渡せば、そこには笑顔の野次馬しかいなかった。彼女たちは俺の視線に気づくと「さあどうぞ！」とばかりに、建物の陰へと引っ込んでいく。

			　ここはひとつ、覚悟を決めるしかないか。俺は小夜の顔をまっすぐに見(み)据(す)えた。オーガ♀などと称されているだけあって、その迫力たるやすさまじい。まるっきり、強(こわ)面(もて)の男にしか見えなかった。正直なところ、抵抗を感じなくはないが……そんなものはもう関係ない。外見だけを求めるなら、フィギュアで十分だ。

			「ん……！」

			　柔らかな感触が広がる。ちょっぴり乾燥していたが、それでも小夜の唇は十分に柔らかく、そして何よりも暖かかった。胸に暖かい何かがこみ上げてくる。キスは体が気持ち良いのではなく、心が気持ち良い――誰かがそんなことを言っていた覚えがあるが、まさにそのとおりだ。心と心がつながって、形容しがたい快感が弾ける。気が付けば、俺の手は小夜の肩をしっかりと抱きすくめていた。

			「ぐッ!?」

			　小夜は心底驚いたように、目を見開く。俺がここまで情熱的になるのは、ちょっとばかり予想外だったのだろう。彼女は戸惑ったように手を突き出すと、俺の手をすうっとすり抜けて行ってしまう。

			「お、おい!?　いくら何でも長すぎるぞ！」

			「意外とキスしてみるとさ……よかったから」

			「バカ！　あくまでお前の気持ちが本物かどうか、確認するためにキスしてほしいって言っただけだぞ！　ほ、本気でするやつがあるか！　もっと軽く……ちょっと触れるぐらいで、よかったんだ……」

			　視線をそらせる小夜。そういえば、こいつってファーストキスとかまだだっただろうな。いきなりあんな濃密に、しかも俺なんかがやったらそりゃご不満か。

			「すまん、初めてだったんだよな？　ごめんな、やっぱ俺じゃ嫌だったか？」

			「そんなことはないが、もっと雰囲気とかが……ん？」

			「おッ!?　なんか、光ってないか!?」

			　小夜の体が淡い光を帯びた。金色の粒が、体の周りで渦を巻く。たちまちのうちに光は強まり、洪水となった。閃(せん)光(こう)。とっさに腕で目をガードする。細められた視界の先で、光が流水よろしく姿を変えた。うごめき、のたうつ光はやがて小さく収束していく。そのあまりのまぶしさに、俺はたまらず瞼(まぶた)を閉じた。

			　そして数十秒後、恐る恐る腕をどかして目を開くと――そこには、再び美人になった小夜がいた。冴(さ)えわたる凛(りん)とした美(び)貌(ぼう)がまぶしい。薄暗い中に燦(さん)然(ぜん)と輝く横顔は、さながら一等星のようだった。
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			「戻った……？」

			「そうみたいだな。ああ……」

			　戸惑った様子を見せる小夜。てっきりもっと喜ぶかと思ったのに、意外と淡白な反応だ。

			「嬉しくないのか？」

			「もちろん嬉しいさ！　けどなんというか、うーん……。覚悟を決めた後だっただけに、ちょっと拍子抜けしたかも」

			「おいおい……。しかし、なんで戻ったんだろうな。確か、日没までに倒さないとダメみたいなことを白銀が言ってたけど……」

			　答えを求めて、それとなく先輩たちが隠れた方向を見やる。するとたちまち、銀色の頭がひょっこりと顔を出した。千歳先輩は人差し指をまっすぐに立てると、俺たちの前にゆっくりと進み出て、きりっと顔を引き締める。

			「説明するわ」

			「は、はい！」

			「おそらく、白銀が言った日没までという期限は、藤堂さんが魔法陣を破壊するまでのタイムリミットってことだったのよ。白銀とあの魔法陣はリンクしていたから、だいたいの状況がわかっていたんだわ」

			「なるほど、それで俺たちが日没までに藤堂さんを倒すように仕向けた、と」

			「でもそういうことなら、自分で場所を指定すればよかったんじゃないですか？　わざわざ探させるような真似までして」

			「そうだな、小夜の言うとおりだ」

			　もし白銀が藤堂さんの居場所を知っていたとするなら、最初っからそこに誘導すればよかったのである。わざわざ俺たちに捜(そう)索(さく)させなくても、地図で場所を示せば一発だったはずだ。

			「不自然に思われるのを避けたんでしょうね。たぶん、私たちが藤堂さんの居場所に自力でたどりつかなかったら、何かしらのヒントを出してたはずだわ」

			「あー、そういわれてみれば……」

			　藤堂さんの捜(そう)索(さく)活動は、白銀が先導していた。あの流れで白銀がヒントを出したとしても、まったく不自然ではない。

			「まあ、終わったことをそれほど気にしても仕方ないか。それよりあの、明日は……テスト最終日なので……早く帰りたいといいますか」

			　小夜が思い出したかのようにつぶやいた。

			「そういえばそうだったわね。あなたは勉強もしないと。無事に白銀は倒したことだし、解散しましょうか？」

			　千歳先輩の呼びかけに、竹田さんや白泉先輩も建物の陰から出てきた。白泉先輩の方は、ちゃんと胸が戻ったようである。立派な山が誇(ほこ)らしげに揺れている。やっぱり、大きい方が断然魅力的だな。

			「それじゃあ、私は美代姉さまを迎えに行かないと。今頃河原で待ちくたびれていると思いますので」

			「おう、またな！　それじゃあ、ちゃんと胸も戻ったし、あたしは失礼するぜ」

			「ちょっと待って！」

			「なんだよ！　まだ何かあんのか？」

			「あなたも勉強会に参加しない？　どうせ勉強のやり方とか、全然わからないでしょう？」

			「何言ってんだよ！　あたしの成績はばっちりだって！　なんてったって、成績がアップする……あ、やべッ！」

			　ハッとしたような顔をすると、先輩は肩にかけていたカバンから教科書を取り出した。そしてページをパラパラとめくると、たちまち動きを止める。血色のよかった唇が、にわかに青くなった。さわやかだった表情が嘘のように、険しいものとなる。

			「読めねえ。昨日はあんなにすらすらと読めたのに、まったく中身がわからねえ……！」

			「白銀がいなくなったせいで、知能もきっちり元に戻ったようね」

			「くそ……！　こうなったら仕方ねえ！　桜、あたしにも勉強を教えてくれ！」

			　先ほどまでのドヤ顔はどこへやら。ずいぶん開き直った様子で、白泉先輩は頭を下げた。

			　千歳先輩はやれやれとため息をつくと、俺と小夜の方を見る。

			「わかったわ、貸しね。竜前寺君、神凪さん。いいかしら？」

			「私は構わないです。部屋はまだ余っているので」

			「俺も、人は大勢いた方が楽しいですしね」

			「そういうことなら、私も行っていいかしらァ？」

			　甘ったるい声が響く。振り返れば、すぐ後ろに藤堂さんが立っていた。胸のふくらみが肩に当たりそうなぐらいの距離感である。いつの間に、こんなに近づかれていた……!?　知らない間に後ろを取られていた俺は、とっさに飛び退く。

			「何よ、そんなに驚くことはないんじゃないの？　お姉さんショックだわ！」

			「お姉さん言うな、お姉さん！」

			「じゃあ、この見た目でお兄さんっていうの？」

			　藤堂さんはほらほらとばかりに胸を揺らすと、女をアピールする。確かに見た目は、完(かん)璧(ぺき)に色っぽいお姉さんだ。けどステータスに記されている、性転換の事実が……。

			「性別が男なら、お兄さんだろう……」

			「もう、いけず！　そんなつれない態度を取られたら、好きになっちゃうじゃない！」

			「……いくらなんでもチョロすぎるだろ。もうちょっとしっかりしてくれ」

			「最近の流行はチョロインでしょ？　お姉さん知ってる」

			「残念だが、チョロいお兄さんに需要はないんだ」

			　ぶりっこする藤堂さんに、きっぱりと断言してやる。おっさんと言わなかったところが、せめてもの武士の情けだ。だが彼女の精神はことのほか図太いらしく、大したダメージを受けてくれない。むしろ、俺との距離を詰めてますます怪しい気配を漂わせる。

			　こいつ、手ごわい。俺が変な危機感を感じたところで、小夜がさっと割って入ってくる。

			「はあ……。それで、勉強会に参加したいというのは？」

			「ああ、忘れてたわ。私、こう見えても教員免許持ってるの。前に勤めてた塾じゃ、カリスマ美人講師なんて言われてたのよ。だからね、せっかくだし手伝ってあげよっかなって」

			「へえ……」

			「そういえば、塾講師って職業欄に出てたし、チラシにもあったな」

			「あら、もう知ってたの。じゃあ話が早いわ。ね、どう？」

			　顔を見合わせる俺たち。なんとなく絡みづらい人だけれど、カリスマ講師の指導力には期待したいところだ。連れて行ってもいいかもしれない。四人で額を寄せ合うと、ひそひそと相談する。

			「どうしましょう、千歳先輩？」

			「私はいいと思うわ。悪い人ではないし」

			「なーんか不安だけどな。ま、あたしはみんなの言うことに合わせるぜ」

			「私はそうですね、いいとは思います。いざとなればまあ……」

			「追い出せばいいわね」

			　おいおい、それはさすがにかわいそうだろう。突っ込もうと思ったが、先輩の目は意外にもマジだった。同門の魔(ま)導(どう)師(し)だというのに、まったく情け容(よう)赦(しや)ない。これが魔女の厳しさってやつだろうか。発揮する場所が大いに間違っている気がするが。

			「まあ、とりあえずは連れていきましょうか……」

			「そうね。藤堂さん、勉強会のことお願いするわ！　よろしくね！」

			「はーい！　お姉さんの腕、見せてあげるわ！」

			「ははは……期待してます」

			「それから竜前寺君には、お姉さんから特別講義――」

			「そういうのはいいです！　絶対にいいですからねッ！　ホントに結構ですからッ!!」

			　フリじゃないぞ、とばかりにできるだけ強い口調で言う。俺にしては珍しく、低い声を出した。加えて大事なことなので、しっかりと三回も繰り返しておく。

			　さすがにこれだけ注意しておけば大丈夫……だろう。藤堂さんも、さすがにそこまでは非常識じゃないと信じたい。

			「何もそこまで拒否しなくてもいいじゃない。爆乳女教師よ、思春期男子の理想でしょ？」

			「女教師だったらねえ……」

			「とりあえず、帰るとしよう。時間が遅くなってしまう。それに……あれ」

			　小夜が指差した先には、赤色灯を点滅させる白と黒の緊急車両の姿があった。あれは、間違いなくパトカーだな。どこからどう見ても、正真正銘のパトカーだ。しかも、まっすぐにこちらへ向かって走ってくる。これは……やべえよな。

			「どうやら、さっきの爆発で魔法陣が展開してた結界が破れたみたいね……」

			「あの魔法陣、そういう効果もあったんですか!?」

			「まあねえ。魔法使いってのは存在がばれちゃ困るから。基本よ、き・ほ・ん」

			　甘ったるい口調で説明する藤堂さん。いやまて、口調に反して凄く深刻な内容じゃないか……？

			　慌てて千歳先輩の方を見れば、すでに彼女は自身の荷物をまとめていた。カバンを肩に下げ、走り出せる体勢を整えている。

			「とりあえずこの場は逃げるわよ！　あとから私たちが何とかしておくから！」

			「えッ!?」

			「急いで！」

			「わ、わかりました！」

			「ち、しょうがねえなあ。裏口知ってるぜ、こっちだ！」

			「はいッ!!」

			　こうして俺たち四人は、警察から逃げるように廃工場を後にしたのだった――。

		

	
		
			　

			第12話　テストと約束

			　

			　夜に行われた勉強会は、意外にも上手くいった。カリスマ講師を自称するだけあって、藤堂さんの講義は俺たちの予想を超えてわかりやすかったのだ。時折、俺に甘えた態度で絡んでくるのが玉にキズだったが、そのおかげで逆に小夜は居眠りしなかった。結果として、いい緊張感をもたらしたようである。もしここまで計算していたのだとしたら、正真正銘の天才だろう。ともかく、故意か偶然かは別問題として、勉強会は成果を上げた。

			　そのおかげで、テスト最終日はさすがの小夜も平均点ぐらいは取れたようだった。テストが終わった直後にしては、珍しいぐらいの良い笑顔を見せていたので、まず間違いない。初日がヤバかったことを含めても、どうにか乗り切れそうだ。あとは各教科の採点が完了して、答案が戻ってくるのを待つばかりである。

			「さてと、終わったな！」

			　放課後の教室。荷物をまとめた俺は、盛大に伸びをした。これでしばらくは安(あん)泰(たい)だ。隣の小夜も、幸せそうな顔をしている。

			「ああ、すっきりだ。これで期末までは心配しなくてもよくなる……！」

			「おいおい、少しは勉強しろよ？」

			　のほほんと、眠たげな眼つきをする小夜。のんきそのものだ。そのまったく危機感のない様子に、さすがの俺も大きなため息をつく。

			「はあ……」

			「大丈夫だって、さすがに今回ので懲(こ)りたからな！　次回はもう少し前から準備をする！」

			「ほんとか？　受験が終わったときも、そんなこと言ってなかったっけ？」

			「安心しろ。私は自分の言葉に責任を持つ女だ。ところで、今週末はどうする？」

			「ん？　遊びにでも行きたいのか？」

			「せっかくだしな。その、二人で……」

			　小夜は顔をほんのりと朱に染めると、斜め上を見た。もしかしてこれ、デートのお誘いってやつか？　そういえば、美人になる前は結構二人で出かけていたけど……。最近はデートなんてしてないな。たまにはいいかもしれない。

			「わかった。どこか行くか」

			「どこがいい？　希望はあるか」

			「うーん、このあたりで出かける場所と言ったら、やっぱナノカドーだよな」

			　巨大ショッピングセンター、カトーナノカドー。映画館からゲームセンター、レストランに至るまで何でもそろう万能スポットである。このあたりの学生がデートと言ったら、ここしかない。しかし小夜は、どことなく渋い顔をする。

			「ナノカドーはなあ、ありきたりというか……」

			「いやなのか？」

			「せっかくだし、もうちょっと変わったところに行きたい」

			「いいけど、変わったところと言ってもな……」

			　俺たちの住んでいる町は、さほど大きくもない地方都市だ。有名な観光地も特にない。デートスポットなんて、かなり限られている。ショッピングセンター以外というと、せいぜい駅前の商店街くらいか。けれどあそこは、あくまで生活のための場所。オシャレな雰囲気なんてほとんどないから、デートには向いてない。買い物袋を下げたおばさんと次々にすれ違うデートなんて、さすがにちょっと。

			　あと他に考えられるのは……市民プールぐらいか。バブル期に作られた、ウォータースライダー付きのかなり立派なプールである。あそこなら、デートスポットとして合格だろう。まだ少し時期が早いが、温水だからもう開いているはずだ。

			「よし、プールに行くか」

			「お、いいじゃないか！　それなら水着を用意しないとな」

			「ちょっと待って！」

			　凛(りん)とした声が響く。驚いて振り向けば、そこにはなぜか千歳先輩がいた。彼女は俺たちの会話を遮(さえぎ)ると、ゆっくり近づいてくる。

			「あなたたち、プールに行くの？」

			「ええ、まあ……」

			「それならもうしばらく待って、みんなで海に行かない？」

			「えッ？　どういうことですか？」

			　戸惑う俺たちに、千歳先輩は一枚のチケットを取り出した。見れば「丑(うし)寅(とら)海岸ホテル　ファミリーチケット」と書いてある。丑寅海岸といえば、太平洋沿いの結構有名なリゾート地だ。夏になれば、人でいっぱいになった様子が風物詩としてテレビ中継されるような場所である。

			「なんですか、それ」

			「商店街のくじ引きで当てたの。みんなで出かけるのにいいかなって。ペアじゃなくて、ファミリーチケットだったから」

			「なんと言いますか……狙(ねら)って当てたみたいな言い方ですね」

			「ええ。魔法を使えば一発だったわ」

			　小夜の問いかけに、先輩はニコッといたずらっぽい笑みを浮かべた。そういえば、前にもクレーンゲームの商品を魔法で取っていたな。普段はそんなことしないと思っていたが、意外とこういうこともやっているのか。うーん、ちょっと魔法使いのイメージが……。

			「ちょっと、せこくないですか？」

			「いいのよ、使えるものは使わないとね」

			「そりゃそうですけど……」

			「竜前寺君、もしかして行きたくないの？」

			「とんでもないッ!!」

			　全力で首を横に振る。先輩の水着姿を見る貴重な機会だ。逃してたまるかよ！　男子として一人の男として、ここは必死だ。死守しなければならない。

			　するとそんな俺を見た小夜は、眉(まゆ)をひそめる。

			「おい、私との約束は？　ふ、二人っきりで行くんじゃなかったのか？」

			「それはまたの機会ってことでいいじゃないか。みんなで旅行なんて、めったに行けないぞ？　結構楽しそうじゃないか」

			「それはまあ、そうなんだが……。お前の目的は、先輩の水着だろうが！」

			「ひ、否定はしないがそれだけじゃない！　普通に楽しい旅行をしたいってのもあるぞ！」

			「どうだか……」

			　小夜はあきれたような仕草で手を上げた。まったく信用されていない。事実まあそうなのだから、強い反論もできないんだけど……。ちょっと悔しいな。これからはもう少し、小夜に信用してもらえるような行動をしよう。エロはやめられる気がしないけどな。俺の生き甲(が)斐(い)なのだから。

		

	
		
			[image: 275.jpg]
		

	
		
			「神凪さんも来る？」

			「うーむ、こうなったら行きます！　ぜひ行かせてくださいッ！」

			「わかったわ。えっと、これで私、竜前寺君、神凪さんの三人ね。チケットは五人用だから、あと二人行けるかしら。誰がいいかしらね……」

			「それなら、ぜひ私が！」

			　今度は教室の後方から声が聞こえた。見れば、竹田さんが凄く期待に満ちた眼差しでこちらを覗(のぞ)き込んでいる。

			「ああ、竹田さん。あなたも行きたいの？」

			「ぜひぜひ！　タダで旅行……じゃなかった、みんなで旅行なんてめったに行けませんし！」

			「あなた、お金持ってそうな割にはがめついわよね」

			「そ、そんなことないですよ！　いやだなあ、丑(うし)寅(とら)海岸ホテルと聞こえて隣の教室から飛んで来たとか、そういうわけじゃないですからね！」

			　冷や汗を流しながら、頬をポリポリとかく竹田さん。なるほど、そういうわけか。丑寅海岸ホテルといえば、この地域でもたまにＣＭが流れる有名ホテルだからな。そこに泊まれると聞いて、彼女が飛びついてこないはずがない。それにしたって、隣のクラスからさほど大きくない話し声を聞くなんて、地(じ)獄(ごく)耳(みみ)にもほどがあるというか……。さすが、寺生まれだ。

			「と、とにかくいいじゃないですか！　私たち、お友達ですよねッ！」

			「ま、まあそうだが……はっきり言われると、なあ」

			「そういえば、今回の事件ではあんまり役に立っていなかったような」

			「美代さんの占いぐらいね。竹田さん自身は……そうねえ……」

			　顎(あご)に手を押し当て、言いよどむ千歳先輩。考えてみれば、今回の事件で竹田さんは活躍していないな。一応、廃工場までついてくるにはついてきたけど、霊力を奪われてもっぱら逃亡していたし。美代さんと組んで怪しい商売をしたりして、全般的にはむしろ迷惑をかけている。非難するつもりはないけれど、なんだかなあ……。

			　俺たちの微妙な顔に、竹田さんのほっぺたがハコフグのように膨(ふく)らむ。彼女は視線をそらせると、不機嫌そうに言う。

			「もう、ふんだ！　どうせ私はいらない子ですよ！　いらない子だから、友達じゃないんですよーだ！」

			「そ、そんなことはないさ！」

			「ああ、竹田は大切な友達だ！」

			「だったら、連れてってくださいね？」

			　不機嫌な態度から一転して、目をきらりと輝かせる。衝(しよう)撃(げき)的な変わり身の早さ。俺たち三人は、たまらず姿勢を崩してしまった。まあ、ここが彼女らしいといえば彼女らしいところか。いつまでもうじうじしているウェットな竹田さんなんて、竹田さんじゃない。

			「あー、わかった。先輩もいいですよね？」

			「ええ。むしろこちらから誘おうと思ってたぐらいだし。参加には問題ないわ。ただちょっと、びっくりしただけで」

			「一緒に海を泳ごう、な？」

			　朗(ほが)らかに笑いかける小夜。竹田さんは「はいッ！」と元気良くうなずく。金色のツインテールが、尻尾(しつぽ)のように揺れた。こういう様子を見ていると、竹田さんも本当にかわいいんだけどな。この子は、お金にがめつくさえなかったら……いい嫁になれると思う。

			「それで、最後の一人はどうするんですか？」

			「それなんだけど、うーん。余らせるのはもったいないしねえ」

			「だったら、美代姉さまなんていかがですか？」

			「それもいいわね」

			「ちょっと待った！　あたしに参加させな！」

			　教室のドアを乱暴に開くと、白泉先輩が入ってきた。彼女はズカズカと俺たちの近くまでやってくると、近くの椅子を適当に拝借して座り込む。股を広げ、前のめりになって椅子の背もたれにもたれかかる様子は、まったく慎(つつし)みがなかった。それを見た千歳先輩は、あきれたように額を手で押える。

			「あなたはもう少し慎みをもつべきよ。生徒会長として忠告させてもらうわ」

			「はいはい、慎みね。安心しろって、〝売り〟とかはさすがにやってねーから」

			「そこまでやってたら、さすがの私も怒るわよ」

			「まあまあ、落ち着けって。それで、みんなで旅行に行くんだって？」

			「よく聞いてたわね？」

			「ああ、たった今メールが来たからな」

			　いぶかしげな顔で、千歳先輩が俺たちの顔を一(いち)瞥(べつ)した。俺と小夜は大慌てで首を横に振る。白泉先輩のメールアドレスは知っていたが、メールなんてした覚えはなかった。そもそも、先輩を呼ぼうという発想がない。だって、不良は怖いし。

			　するとここで、竹田さんがスマホを確認してハッとしたような表情をする。

			「あ、美代姉さまにメールを出したはずが……白泉先輩に送信しちゃってますね」

			「なるほど、そういうことか」

			「また、凜なんて厄(やつ)介(かい)なのを……」

			「来ちまったからには仕方ねえな！　参加させてもらうぜ！」

			「自分で言わないでくださいよ！」

			　ジャイアニズム全開の先輩に、さすがの俺も苦情を言う。不良の先輩がやってきたら、美少女たちとの楽しいバカンスが台無しになりかねないからな。あちこちで問題を起こすのが目に見えている。こんな地(じ)雷(らい)みたいな人、ちょっと連れていけない。

			「なんだよ竜前寺、薄(はく)情(じよう)だな！　別にいいだろ！」

			「いや、でも……」

			「渋るなって。あたしの水着姿、見たくないのか？」

			　そういうと、先輩は俺に向かって身を乗り出してきた。豊満なふくらみが、たちまち肩に当たる。柔らかい。そして、圧倒的な質量感。胸板に当たることなく、肩がどこまでも沈み込んでいく。これほどの感触、めったに味わえるものじゃない。たまらず、顔が赤くなってきてしまった。

			「デカいだろ？」

			「そ、そうですね」

			「そうだろそうだろ！　前に東京へ出かけたとき、グラビアやらねーかって誘われたこともあるんだぜ？」

			「へえ……」

			　白泉先輩なら、確かにそれぐらいは軽く務まりそうである。百七十を超える長身で、足は長く頭の小さい理想体型。大きなおしりは重力を無視するようにしっかりと持ち上がり、そこから伸びるラインは腰でばっちりくびれている。

			　そして何より、豊満なバスト。砲弾よろしく飛び出した特大スイカは、グラビアアイドルとしても十分通用するだろう。むしろ、彼女より大きい人は、グラビアの中でもまれだ。

			「先輩のグラビア、いいかも……」

			「見たくなったか？　海へ行ったら、たっぷり見せてやるぜ？」

			「うおお……！」

			　妄想しただけで、鼻血が出てきた。ダメだ、意識が遠くなる……！

			「おいタクト！　しっかりしろ！」

			「こりゃ、決定だな。おい、桜。あたしも頼む」

			「……問題を起こさないっていうなら、いいわよ」

			「千歳先輩まで！」

			「まあ他に連れていく人もいないし、この際いいじゃない」

			「あの、美代姉さまは？」

			　ぴょこっと手を上げる竹田さん。千歳先輩は鼻に指先を当てると、少し考え込む。

			「美代さんはすごく稼いでるみたいだし、自費で参加してもらったらどうかしら。竹田家ばっかり、二人参加するのも不公平だし」

			　先輩の鋭い指摘。さしもの竹田さんも、唸(うな)る。

			「む、確かに……！」

			「よーし、決定だな！　じゃ、あたしはこれで。仲間を待たせてっからよ！」

			「暴走行為はほどほどにするのよ？」

			「もちろん、事故には気を付けるって」

			　そう言い残すと、白泉先輩は暴風のように立ち去ってしまった。言いたいことだけをガンガン伝えて、すぐにいなくなってしまったな。取り残された俺たちは、しばし呆(ぼう)然(ぜん)とする。

			　やがて回復した小夜は、俺を見てあきれた顔をした。

			「お前が色気に負けたからだぞ？」

			「しょ、しょうがないだろ！　本能だから！」

			「開き直るな！　まったく、お前はいつもこうだぞ。そうやっていちいち開き直って……」

			「まあまあ、塾(じゆく)頭(とう)も落ち着いてください。白泉先輩も、結構楽しい人じゃないですか。問題さえ起こさなければ、いい旅行になると思いますよ？」

			「それはまあ、うん。昨日の勉強会も……楽しいことは楽しかったな」

			「ならいいじゃないですか。ね？」

			「……仕方ないか」

			　さすがは寺の子である。竹田さんが、かなり上手く小夜を鎮(しず)めてくれた。これで一安心だな。

			「さてと、じゃあ私もそろそろ。今日は法事がありますので」

			「またな！」

			「海、楽しみましょうね！　日程が決まったら連絡するわ」

			「はーい、それではまた明日！」

			　元気よく教室を出る竹田さん。彼女を見送ったところで、先輩がゆっくりと立ち上がる。

			「私たちもそろそろ帰りましょうか」

			「そうですね。遅くなっちゃいますし」

			「では、失礼します！」

			　軽く頭を下げると、俺と小夜は先輩と別れて二人で家に帰ろうとした。すると先輩はきょとんとした顔をして、焦った様子で俺たちを呼び止める。

			「待って！」

			「なんですか？」

			「私と神凪さんは、同じ家じゃないの？」

			「…………はい？」

			　あまりにも予想外な先輩の言葉に、俺と小夜は互いに顔を見合わせた。どういう意味なのか。もう魔(ま)導(どう)師(し)の脅(きよう)威(い)はないし、テスト週間も終わっている。

			「あの、もう勉強会は終わりましたよね？」

			「ええ、そうよ」

			「だったら、先輩は元の家じゃないんですか？」

			「え？　だって神凪さん、ずっといていいって言ったじゃない」

			「……そういえば、言ったような」

			「言ってたな、お前」

			　寂(さび)しかったら、ずっといてもいい。そんなようなことを、食事の席で小夜が言っていた。記憶がはっきりとよみがえってくる。確かあのとき、先輩は本当なのかとかなり念押しをしたが、小夜は大丈夫だと断言したはずだ。

			　そのことを小夜も思い出したのか、ハッとした様子で口を押える。

			「あはは……。で、でも先輩！　さすがに今日からというのはちょっと」

			「安心して、生活費は払うから」

			　カバンに手を突っ込むと、千歳先輩は財布を取り出した。革の財布は大きく膨(ふく)らんでいて、中身がぎっしりつまっていることをうかがわせる。この人、高校生なのに結構な額を持ってるぞ……！

			　財布の膨らみ方に思わず目を見張ったが、今はそれどころじゃない。慌てて手を伸ばすと、札を出そうとした先輩の手を押しとどめる。

			「待ってください！　別に、小夜が嫌がってるのはそういう理由じゃないんです！」

			「そうです！　お金の問題じゃありません！」

			「そうなの？」

			「ええ。ただその、少し急すぎるかなって」

			　内心、それほど嫌なわけでもないのだろう。小夜は少し言いにくそうに、言葉を濁した。先輩は再び椅子に腰を落ち着けると、先ほどまでより幾分かゆったりした口調で話す。

			「今回の事件は終わったわけだけど、負の魔(ま)導(どう)師(し)はまだまだたくさんいるわ。そのことはわかるわよね？」

			「ええ、まあ」

			「それはわかります」

			「竜前寺君が今後も狙(ねら)われる可能性はゼロじゃないの。むしろ、今回の事件をきっかけに、高まったといってもいいかもしれない。魂力を利用した魔法陣が、絶大な力を発揮したわけだからね」

			「なるほど、それはそうですね」

			　あれだけの力を発揮した魔法陣だ。再び敵が使ってきたとしても不思議ではない。そうなったとき、似たような力を持つ俺が狙われたとしても何の不思議もないだろう。

			「そこでね、私もいろいろと考えたの。その結果、私が神凪さんと同居して、隣から竜前寺君を守るのが一番いいかなって」

			「そういうことでしたか。だったら、どうぞ！　タクトの安全には代えられませんから！」

			「ありがとう。感謝するわ」

			「そ、それなら！　もういっそ、俺の家に泊まったらどうですか!?」

			　全力で声を張り上げる。先輩と同居生活を営む、超ビッグチャンスだ。ここを逃すわけにはいかない。なんとしてでも、このチャンスをつかまなければ！　自然と、身体が先輩の方へとよっていく。

			　その様子を見た小夜は、にわかに恐ろしい形相をした。背後に、雷が落ちるのが見えた。

			「タクト、お前って奴は……！」

			「スケベ心じゃないぞ！　あくまで、俺を警備する都合を考えてのことだよ。家が同じ方が、都合がいいじゃないか」

			「それは確かにそうだな。だが、部屋はどうする？」

			「父さんの書斎が物置になってる。荷物をどかせば、一人寝るぐらいなら大丈夫だ」

			「親はどうやって説得するんだ？　いきなり先輩を連れて帰ったら、びっくりするだろう！」

			「そこは私が何とかするわ。ちょっと魔法を使えば、大丈夫」

			　眼を怪しげに輝かせると、軽く怖いことを言う先輩。さすがに、洗脳とかはちょっと……遠慮してほしいんだけどな。

			　その先輩の言葉に、小夜は唸(うな)った。だがやがて、妙案を思いついたのか手をポンとたたく。

			「それなら、二人とも私の家に来ればいいんですよ！」

			「まてまて、一日や二日じゃないんだぞ!?　何日いるかもわからないし……」

			「そうよ、さすがに二人はねえ」

			「安心してください。私とタクトが一緒に暮らす分には、私の親もタクトの親も文句は言いませんから」

			　ニカッと白い歯を見せると、自信たっぷりに笑う小夜。おい待て、いったいどういうことだ。まさか俺と小夜は、すでにそういう関係だと両家の親がともに公認してるとでも言いうのか!?　まてまて、いくら何でも外堀が埋められすぎだろッ！

			「おい小夜、それはどういう意味だ！　お前、俺の親に何か吹き込んだな!?」

			「人聞きの悪いことを言うな。ただ、お前がいないうちにちょっと将来の話とかをしていただけだ」

			「それがダメだっていうんだよ！」

			「元はといえば、早起きしないお前が悪いんだ。あと三十分も早く起きてれば、お母さんとゆっくり二人で話をしたりはしなかったからな」

			「むむむ……！」

			　早起きしないことの弊(へい)害(がい)が、こんな形で現れるとは！　なんてこったよ！　三文の得なんて大したことないだろって、バカにしなきゃよかったぜ！

			「そういうことなら、私は神凪さんの案でいいわ」

			「では決まりですね。そういうことだ、タクト。あきらめろ」

			「クソ、小夜の鬼！　オーガァッ！！！！」

			　むなしく響く俺の叫び。こうして、俺たち三人はしばらくの間、共同生活を営むことになったのであった。
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